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　役に立たない子だねぇ、と。

　そう言って溜ため息いきをつく寮りよう母ぼの声に、いつも怯おびえていたのを覚えている。

　何か失敗するたびに、そして失敗を恐おそれて消極的になるたびに、寮母は年とし端はも行かない子供を「役立たず」と罵ののしって、食事抜きの罰ばつを与えた。夕食の席でみんながパンを食べている様子を、部屋の隅すみで立ったまま眺ながめるのだ。たとえ空腹で倒れても、食事が終わると叩たたき起されて、みんなの食器を一人で洗うように言いつけられた。

　あれはきっと、寮母なりの優しさだったのだろう。

　孤こ児じ達も大人になれば、孤児院を出て一人で生きていかねばならない。

　だから孤児達から最も役に立たない一人を選び出し、虐ぎやく待たいする事で、「一いつ生しよう懸けん命めい働いて人の役に立たないと、お前達もこういう目に遭あうんだよ」と孤児達の心に刻みつけようとしていたのだ。

　今思えば、なんて効率的な教育だったのだろう。実際、孤児院の子供達は毎日必死に働いて、サボろうとする子などただの一人もいなかった。

　それでも、どんなに必死にやっても落ちこぼれる子供は存在する。

　例たとえば、あの頃ころの自分のように。

「なんてグズな子なんだい、お前は。ほかのどんな子供よりも無能な子だよ！」

　ごめんなさい、と謝る。謝るたびに心が死んでいくようだった。

「そんなにグズで役立たずだから、お前の両親も苦労がたたって──」

　死んだのだ。

　病気で倒れて。

　泣きながら医者を探したが、医者は貧びん乏ぼう人にんの子供など相手にはしてくれなかった。

　森で集めてきた果くだ物ものも、必死に盗ぬすんできたパンも、両親にはもう食べる力もなく、柔やわらかく煮にてやりたくても火の熾おこし方が分からない。

　二度目の盗みで捕つかまって、ひどく殴なぐられてからはもう、盗む事もできなくなった。

　日に日に衰すい弱じやくしていく両親に、ただ井い戸どでくんだ水を飲ませる事しかできなくて──。

　──役立たず。

　寮母が放ったその言葉が、今も心の奥おく深ふかくに突つき刺ささり、根を張って離はなれない。

　きっと自分がもっと役に立つ人間だったら、両親は死なずに済んだのだ。自分のせいで両親は死んだ。あんなに大好きだった両親を、自分は殺してしまったのだ。

　誰だれかの役に立たなければ。何か仕事をしなければ。

　より多くの人の役に立てば、きっと死んだ両親だって──。

　そのためなら。




　──たとえ、多少の犠ぎ牲せいを払はらっても。
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『──拝はい啓けい

　ゼロ、傭よう兵へい、元気にしてますか？

　二人が旅に出てからバタバタしてたけど、ようやく手紙を書く時間ができました。

　ちゃんと届いてるかな？　この【魔ま女じよの手紙】って、使うの初めてだからちょっと心配なんだよね。おばあちゃんの倉の奥おくに埋うまってた古い物だし、ゼロが「これがあれば遠い地にいても文書でやりとりができる」って言うから使ってみたけど……。

　まあ、届いてるよね。じゃ、本題。僕がいるウェニアス王国では、魔ま法ほうに関する法律があらかた決まったところです。これを正式に公布したら、新しい魔法使い達の教育を始めなきゃ。

　そちらの様子はどうですか？　ウェニアス国外に流出したっぽい魔法の調査、進んでる？

　僕の方でもいろいろ情報を集めてるけど、全部噂うわさ止まりで微び妙みような感じ。

　ウェニアス王国が魔女狩りを禁止した事で、教会に反発する形になっちゃったでしょ？

　その影えい響きようで、各国で反教会派の集団が活発になっちゃったみたいなんだよね。魔女じゃなくて、魔女になりたい普ふ通つうの人間って感じの奴らが「魔女の世が来た！」ってさ。

　あっ！　今は〝魔女〟じゃなくて、〝魔法使い〟って書かなきゃいけないのか。やっぱり、まだちょっと慣れないね。

　えーと。それでさ、つまり僕のところに入ってくる情報もしっちゃかめっちゃかなんだ。

　教会派と反教会派の小規模な衝突や小競り合いもあちこちで起こってるし、近きん隣りん諸国はその責任をウェニアスに取らせようとするし。

　世界に一冊しかない魔法の教本が、読むだけで世界を制する力を得られる奇き跡せきの本として、信じられない高額で取引されてるって話も聞いたよ。

　事実だとしたら馬ば鹿かだよねぇ。その魔法の教本である【ゼロの書】は、僕が持ってるのにさ。

　一応、十三番が〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉の一部にこっそり写本を作らせていたらしいけど、それも完成しないうちに状じよう況きようが変わったせいでうやむやになっちゃったし……。

　そうそう、十三番と言えば、あの陰いん険けんではた迷めい惑わくな悪の魔術師の協力で、ウェニアス王国の外に出た魔法使いの大体の数は分かったよ。行方ゆくえが分からない入団証明の数を考えると、多くても十人程度だろうってさ。

　あ、書く場所なくなって来ちゃった。今回はこの辺で終わりにするね。




　追つい伸しん　ウェニアスに戻もどってこれそうな時は連れん絡らくしてね。お土産みやげ、待ってます。


アルバス　　』　　
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「……手紙になってる」

　街道沿いで客を待つ安宿の、一階をまるまる使った広大な食堂──その窓まど際ぎわの席に腰こしを据すえ、俺おれは羊よう皮ひ紙しにびっしりと書き込まれた、予想外に綺き麗れいな字を眺ながめて半なかば呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。

　俺の記き憶おくが正しければ、昨日までは何も書かれていなかったはずなんだが……。

　遠く離はなれたウェニアス王国にいるはず人間の言葉が、今、間ま違ちがいなく紙に記されている。

　ウェニアス王国を出るとき、別れぎわに「その紙を持ってれば、僕から手紙が届くから」などと言ってアルバスがよこした羊皮紙なのだが、まさかこういう届き方だとは思わなかった。

　つまりこちらがこの羊皮紙に字を書けば、アルバスが持っている羊皮紙に反映されるのか？

「魔ま女じよの道具ってのは……便利だな……」

　呆あきれなのか、感心なのか、自分でも判断できない溜ため息いきと共にそんな言葉が思わずこぼれる。

　これが一般的な道具として普ふ及きゆうしたら便利な世の中になるだろうが、魔女の道具ってのは基本的に入手、作製が難しく、そう簡単にもいかないものらしい。

　この【魔女の手紙】だって、新月の夜に産まれた双ふた子ごの山や羊ぎの皮を魔ま法ほう陣じんの中央に置き、七日七晩月の光に当てるとか、その母山羊の骨で作ったペンで対ついになる刻印を刻むとか、不気味で面めん倒どうな手続きを踏ふんで作り上げられた珍めずらしい品だという。

　──まあ、ウェニアス王国が国を挙げて魔ま法ほう使つかいの支し援えんをするようになりゃ、いつか一般にも普及するようになるかもしれないが。

　魔女の道具は他にもいろいろあるようで、その恩おん恵けいを受けるためなら金に糸目を付けない人間も多いだろう。各国を旅する商人にとっちゃ、遠方の人間と即そく座ざに連れん絡らくできる【魔女の手紙】なんて代しろ物ものは喉のどから手が出るほど欲しいはずだ。

　まあ、教会の天敵である魔女の道具なんぞ使っていたら、ただでは済まなそうだが……。

「──聞いたか、ウェニアス王国の」

　ふと、がやがやと騒さわがしい食堂のどこかからそんな声が聞こえてきた。

　多様な人間が頻ひん繁ぱんに出入りする街道沿いの宿屋は、各国から集まった旅人達が情報を交こう換かんし合う場でもある。

　ありとあらゆる会話が混ざり合い、ただの雑音に成り下がっている人の声の中から、興味のある単語を耳が勝手に聞き拾い、俺は商人風の男達の会話に意識を傾かたむけた。

「ああ、国が魔ま女じよ狩がりの禁止を決めたんだろう？　魔女との共存だって──最近まで魔女と戦争状態だったのに」

「国を乗っ取ろうとしてた悪の魔ま術じゆつ師しを、正義の魔女が倒たおしたんだってよ。それで、ウェニアス王国は教会と縁えんを切って、魔女の支援を始めたってわけだ」

「魔ま女じよの支し援えん？　そりゃ……教会騎き士し団だんが黙だまってないだろう？」

　不安そうに聞く。

　当然だ。教会に敵対する魔女を公的に認めたりしたら、教会が黙っているわけがない。大規模な教会騎士団を派は遣けんして、異い端たん国家を叩たたき潰つぶそうとしてもおかしくはない。

　だが、そう簡単にはやられないという自信があってこそ、ウェニアス王国は教会からの離り反はんを決めたのだ。なにせ──。

「そこで〝魔ま法ほう〟の登場だ。今まで魔女は、何日もかけて儀ぎ式しきをした結果、とんでもない魔ま術じゆつを使ってただろ？　それが今は、ちょいと呪じゆ文もんを唱えるだけの〝魔法〟を使うんだと」

「まさか……！」

「いや、俺おれはウェニアス王国を通ってきて、この目で見てきた。しかもその〝魔法〟は、才能さえあれば誰だれにでも、五年程度の訓練で使えるようになるらしい。つまりウェニアス王国は、教会騎士団に対たい抗こうできる強大な戦力を手に入れる事ができたってわけだ」

　おまけに、ウェニアス王国は大陸の中央に位置していて、世界各国の旅人が中ちゆう継けい点てんとして立ち寄る国交の中心だ。そのウェニアス王国で戦争が起こるのはどの国も歓かん迎げいしないし、だから教会も迂う闊かつには手が出せない。

「なるほどねぇ……じゃ俺もウェニアス王国に行ったら、〝魔法〟が覚えられるのか？」

「可能性はあるって話だが……お前は無理だろうなあ。神秘的な魔ま術じゆつ師しって面つらじゃねえよ」

　なんだと、と男が怒おこって、ひとしきり笑いが起こる。

　それで話題は商あきないの問題へと流れて行った。

　俺は再び手紙に目を落とす。「魔法の調査は進んでいるか？」とアルバスは聞いてきた。ならば返信内容は「進展無し」だ。ウェニアス王国で起こった事件の噂うわさは確実に広がっているが、その魔法がもとで、他国で問題が起こっているという噂はまるで聞かない。

　魔法は生まれたばかりの技術だ。便利ではあるがいくらでも悪用ができるし、対抗策を持つ者が少ない。だから〝魔法〟を覚えたうえでウェニアス王国を出た奴やつらが事件を起こしたら、誰もその鎮ちん圧あつができない。

　だからこそ一応の対抗策を持った俺達が、魔法による事件の調査をしているわけだが──。

「どう思う？　魔女さんよ。国交の中心地、ウェニアス王国の情報収集力をもってしてもこのざまだ。俺達だけで魔法の調査なんざ──」

　聞きながら、俺は顔を上げた。

　そして視線の先には、巨きよ大だいな海え老びの殻からと格かく闘とうしているフード姿の女が一人いる。

　この女が、ゼロ──俺の雇やとい主ぬしであり、手に入れれば世界を制する力〝魔法〟を使えるようになる奇き跡せきの本、【ゼロの書】を書いた大だい迷めい惑わく魔女その人だ。

　腰こしまで届く白銀の髪かみに、雪よりも白い肌はだ、不思議な青あお紫むらさき色いろの瞳ひとみを持つその姿は直視に耐たえない美しさを誇ほこっており、護衛である俺でさえゼロの顔を正面から見るには勇気が要る。フードで顔の半分を覆おおっているが、その美しさは口元だけでも十分過ぎる。

　そんな美女が、石で割った海え老びの殻からをバキバキと剝はぎ取とり、剝むき出だしになった身に大口を開けてかぶりついた。

　──この女。俺おれがわざわざ読み上げた手紙の内容、一切聞いてなかったな。

　口一杯に海老を頰ほお張ばって幸せを満まん喫きつするその姿にささやかな怒いかりを覚え、俺はゼロの手から海老を引ったくり、まるごと口の中に放ほうり込んだ。

　残っていた固い頭とう殻かくに猛もう獣じゆう特有の牙きばを食い込ませて嚙かみ砕くだき、柔やわらかな身から溢あふれる魚ぎよ介かいの甘あまみを堪たん能のうする。なるほど、美う味まい。

　尻尾しつぽの先まで一いつ瞬しゆんで綺き麗れいに食い終えると、呆あつ気けに取られていたゼロが青ざめて立ち上がった。

「我わが輩はいの……我輩のケルザスの香こう草そう蒸むし・果実ソース仕立てがぁあ──！　どうしてだ傭よう兵へい！　どうして我輩からそれを奪うばった……なぜ!?　我輩、これが蒸し上がるのをどれだけ待ち望んだと思っている……？　なぜそれほど残ざん酷こくになれるのだ、傭兵！　我輩が何をした！」

「──目の前にある海老を食うのに、何か理由が必要なのか？」

「おのれ……！　この、血も涙なみだもない──獣けものの姿をした化ばけ物ものめぇ！」

「おい魔ま女じよ。それはギリギリ許されない範囲だぞ。世の中には言っていい事と悪い事があってな、今のは悪い方に逸いつ脱だつしてるぞ」

　む、とゼロは真顔になって俺を見る。

　その青あお紫むらさき色いろの瞳ひとみに映る俺は、ゼロの言葉通り獣の姿をしていた。

　大型肉にく食しよく獣じゆうの頭に、全身を覆う体毛。巨きよ大だいな手から伸のびる爪つめは、鋭するどく研げば簡単に人間の体を引ひき裂さける代しろ物ものだ。

　半はん人じん半はん獣じゆうの化物──獣けもの堕おち。

　それが、俺だ。

　獣堕ちは堕だ落らくの象しよう徴ちようであり、野や蛮ばんにして好戦的。そういう印象を世界中から抱いだかれており、つまり怖こわがられている。まあ、素す手でで人間の頭をひねり潰つぶせる化物が近くにいたら、怖くないわけがないだろう。

　多くの旅人で賑にぎわう食堂でさえ、俺のいるテーブル付近にだけ見事に人がいなかった。

　普ふ通つうの人間からしたら、おぞましい害虫と一いつ緒しよに食事をしているようなものだろう。俺が食堂に入ってしばらくは、完全に食堂内での会話が止まった。俺が大人しくメシを食うだけの善良な獣堕ちだと分かってからは少しずつ会話が戻もどり、今では賑やかな食堂の雰ふん囲い気きが戻っているが──それでも多少の緊きん張ちよう感かんは食堂全体に残っている。

　喧けん騒そうに紛まぎれて「なんで獣堕ちと同じ食堂でメシなんか……」とかいう愚ぐ痴ちも聞こえてくるが、それは聞こえないふりをした。相手は聞こえないと思っているんだろうし、俺もいちいちめくじらを立てていたら切りがない。

　事実俺は傭兵で、金のために大勢の人間を殺してきた。そんな俺を好意的に見てくれる人間なんぞ、人殺し同類くらいのものだろう。

　とはいえ、実際の俺おれは小心者の小市民だ。化ばけ物ものとして生まれたせいで血ち生なま臭ぐさい仕事をしているが、趣しゆ味みは料理で、夢はどこかに小さな酒場を開く事──まあ、叶かなわない夢だ。よしんば酒場を開けたとして、獣けもの堕おちがやってる店になんぞ誰だれがくる？　俺だってお断りだ。

　──だが、ゼロは俺を普ふ通つうの人間にできると言う。

　そこで、俺とゼロの間に取引が成立した。

　魔ま女じよは世界の悪であり、常に火あぶりにされる危険に晒さらされている。その危険からゼロを守る代わりに、ゼロは〝いつか〟俺を人間にしてくれる。

　この〝いつか〟ってのが、〝いつ〟なのかがとてつもなく曖あい昧まいだが……。

　なにせ、ゼロの実兄である十三番という男がしでかした事件を解決するために、ゼロは大量の魔ま力りよくを消費した。その結果、今のゼロには俺を人間にする力がない。

　俺の体に悪あく魔まを降ろした影えい響きようで、獣の魂たましいの癒ゆ着ちやくが強まったとかなんとかで、ちょっと魔力が回復した程度では元に戻もどせないらしいのだ。

　旅を続けるうちに尽つきた魔力も戻るだろうって事で護衛を引き受けたわけだが……。

　一体いつになる事やら。

　元々傭よう兵へいとして戦場から戦場へと旅して回っていた身だ。今いま更さら魔女にくっついて旅をする事になったところで生活にさしたる支障はないし、別にいいと言えばいいんだがな。

　問題があるとすれば、ゼロに一般的な社会常識が著しく欠けている事だろう。

　それがたとえ事実でも、獣堕ちを面と向かって化物と罵ののしれば場合によっては流血沙ざ汰たに発展する。俺があくまで紳しん士し的てきにたしなめると、ゼロはどこか困ったように首を傾かしげた。

「そうか……すまなかった、傭兵。怒おこらせる気はなかったのだ。我わが輩はい、ただ──」

「いや、怒ってねぇよ。ただちと傷ついただけで──」

「本当の事を言っただけなのだが」

「前言撤てつ回かいだ。今怒った」

　真顔で言い切ったゼロの顔面に、俺はアルバスからの手紙を押しつけた。

「よ、よせ、何をする！　食事ができないではないか！」

「坊ぼう主ずからの手紙だ。結局、ウェニアスから逃にげた魔ま法ほう使つかいの情報は無しだとよ」

　ゼロは軽く仰のけ反ぞってひとしきりもがき、俺の手から逃げるようにして手紙を顔から引ひき剝はがした。

　顔にインクがついたぞ、などとぶつくさ文句を言いながら、ゼロも手紙の文面にざっと視線を走らせる。それからつまらなそうに、ふうと文面に息を吹きかける。

　すると、さらさらと手紙の文字が崩くずれて消えていった。

　うわぁ……すげぇ──魔女っぽい。

　俺は何も見なかった事にした。

　幸い誰だれも見てなかったようだし、下へ手たに騒さわいで注目されても面めん倒どうだ。

「まあ、おおむね予想通りだろう。というより、予想より収しゆう穫かくは多い」

「収穫？」

　アルバスの手紙のどこに収穫があったってんだ？

　まともな情報が入ってこなくて、どれが噓うそか本当かも分からない。魔ま法ほうの教本──つまりアルバスの手元にある【ゼロの書】の事だ──が売買されてるなんて馬ば鹿かげた噂うわさもある程だ。

　手紙から読み取れる情報なんぞ、ほとんどないように思えたが──。

「作らせていた写本が消えているのだろう？」

　急に、ゼロが真しん剣けんな声で言った。

　写本──つまり、原本を書き写して作った本だ。

　もし【ゼロの書】の写本が作られたのなら、アルバスのもとに原本があったところで、写本の方が市場で取引されている可能性もある。

　だが、アルバスの手紙には「写本は作らせてたらしいけど、それも完成しないうちにうやむやになった」と書いてあった。それはつまり、写本など存在しないという事ではないのか。

　聞くと、ゼロは難しげに首を捻ひねる。

「たとえ未完成でも、あの本は十二分に世界にとって脅きよう威いとなりえる。最初の一頁ページさえあれば世界が滅ほろぶと、前にも説明しただろう？　むしろ重要なのは最初の一頁で、〝魔法〟という概がい念ねんそのものなのだ。──それが〝ごたごたでなくなってしまった〟など……」

　ゼロは深刻そうに頭を振ふって、重々しく息を吐はく。

「誰かが持ち出したと考えるのが妥だ当とうだ。わっぱは楽観が過ぎる」

「確かにな……戦争中に開発してた兵器の資料が、終戦後に根こそぎ消えました──なんつったら、そりゃ国家の大問題だろうが……誰かが処分したんじゃねえか？　それこそ、技術の流出を恐おそれてよ。つーか、盗ぬすまれたってよりそっちの方が可能性高いぞ」

「楽観が過ぎる」

　きっぱりとゼロは言い切った。

　基本的に、ゼロは行きたい場所に行き、見たい物を見る。そういう行動原理で動いているが、何よりその根幹には「自分が作り出した魔法で起こっている問題を解決する」という目的がある。

　技術を生み出した者の義務とか、それによって起こる問題に対する責任とか、そういうものを感じているんだろう。

　まったく──馬ば鹿か馬ば鹿かしい事この上ない。

　技術を生み出した人間が、それを悪用する人間の責任まで持たなきゃならないとは俺おれは思わない。鍛か冶じ屋やが作ったナイフで盗とう賊ぞくが人を殺したら鍛冶屋のせいか？　それとも製鉄技術を生み出した人間のせいか？　そうじゃねぇだろう。

　だというのにゼロは、「それとこれとは話が違ちがう」と言って譲ゆずらない。普ふ段だんは飄ひよう々ひようとしているくせに、魔ま法ほうが絡からむと急に硬かたく張はり詰つめるようですらあった。

　そんなゼロからすれば、写本の話は見過ごせない情報なんだろう。とは言えだ。

「そもそも写本が存在してる確証もないのに、それが盗ぬすまれて、悪用されてる心配するってのも馬ば鹿かげた話だと俺おれは思うがな。それこそ、悲観が過ぎるんじゃねえのか？」

「いいや。最悪の可能性を、常に考こう慮りよして動くべきだ。〝【ゼロの書】を国外に持ち出せば、新たな〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉を作り、国を乗っ取れるのではないか〟──十三番の例を見れば、誰だれもがそう考える。写本を作らせておきながら、今はその在あり処かが分からない。ならばそれの流出は想定してしかるべきだ」

「そういうもんかねぇ……」

　権力の蜜みつは甘あまく、群がる下げ種すは多い。

　消えた【ゼロの書の写本】。それを回収しない限り、どれだけ魔ま法ほう使つかいを粛しゆく清せいして回ったところで、どこかで新しい魔法使いが生まれ続ける事になる。そして【ゼロの書の写本】などそもそも存在しなかった場合、幻まぼろしの写本を探して旅する事になるわけだ。

　なんとも、キリのない話だ。写本が存在するにせよ、しないにせよ──。

「心底めんどくせぇな。護衛やめてぇ」

「ほう……ではやめるのか？」

　きょとんとして聞いてきたゼロに、俺は吼ほえた。

「やめねぇよ！　俺は終わらせた仕事分の報ほう酬しゆうはきっちり受け取るって決めてんだ！　だからお前が俺を人間に戻もどすまで、絶対に護衛はやめねぇ」

　そもそも俺を人間に戻すのどうのってのは、ウェニアス王国で起こったゴタゴタの最中に護衛をした事に対する報酬だ。それを受け取るまで──つまり人間に戻れるまで、俺は絶対にゼロから離はなれない。

　ちなみに現在の護衛分の報酬は、ゼロの持っている宝石をいくらか受け取る事で先さき払ばらいされている。換かん金きんすれば数年遊んで暮らせる額だ。

　割のいい仕事と言えば確かにそうなんだが……。

　ゼロはクスクスと楽しげに笑い、

「そうとも、君は自分の好きで我わが輩はいの護衛をしているのだ。本心ではやめたいなどと思っていない。君は我輩と一いつ緒しよにいたいのだ」

　と嘯うそぶいた。この自信はどこから湧わいてくるんだ？　顔か？　これだから美女ってのは嫌いやなんだよ。俺が顔を顰しかめると、ふと、ゼロは笑うのをやめて手元の皿を見る。

「まあ……そうは言っても、だ。我輩、君を無理に我輩に縛しばろうとは思っていないのだ。我輩は【ゼロの書】を書き、世界に混乱をもたらした。それは我輩の責任で、その平定は我輩の義務だ──それなりに、重い」

　いつも偉えらそうにふんぞり返っているゼロだが、こうして肩かたを落としてうつむくと、ひどく小さい事に気付く。

「だから、そう待たせずに報ほう酬しゆうを支し払はらうつもりだ。そうすれば君は、本当の意味で自由になる。もう我わが輩はいの護衛をしなくていいし、どこへでも行って夢を叶かなえられる。だから──」

「おい、魔──」

「だから我輩はそれまでに、君を我輩の魅み力りよくで虜とりこにし、どうぞ一いつ緒しよにいさせて下さいと懇こん願がんせずにいられないようにしておかなければならないのだ……！」

　こういう女だよな。そうだよな。知ってたよ、そうそう落ち込むような性格じゃないってよ。

　国家の存亡を賭かけた決断でも下すような口調で、実に下らない事を言うゼロから、俺おれはそっと視線を外はずしてコップの中身をちびりと舐なめた。

　魔ま女じよは基本的に実利主義で、自分にとって一番いいように動く。

　義務だの責任だのと言ってはいるが、「魔ま法ほうによって起こった混乱をどうにかする」ってのも、ゼロにとっては「世界のため」じゃなく、「そうしなければ自分が我が慢まんできないから」という論理になるのだろう。

　まったく、義務だの責任だのと、俺には縁えん遠どおい単語ばかりだ。自分で歩くのも嫌いやがる面めん倒どうくさがりのくせに、義務なんて曖あい昧まいなものを行動原理にして過か酷こくな旅に出ようってんだから、魔女って生き物は理解ができない。

「冗じよう談だんはさておきだ。混乱を収めて回るにしても、まずは【ゼロの書の写本】を回収する必要がある。元げん凶きようが出回っていてはイタチごっこだからな」

「つーても、場所が特定できねぇんじゃなぁ……そもそもあるかも微び妙みようじゃねえか」

　我輩を信じないのか、と文句を言うゼロに適当な返事を返し、俺は腕うでを組んで染みだらけの天てん井じようを見上げる。

「坊ぼう主ずの手紙からすると、大なり小なり魔法が絡からんでる可能性がある事件は各国で起こってる。写本があるとしたらそのどこかだろうが、一箇か所しよずつ足で回るには時間がかかり過ぎるぞ」

「わっぱに写本について詳くわしく調査を進めるよう返信するしかないだろうな。写本が売買されているという情報があるのなら、どこで、どのように、誰だれによってかを調べる事は可能だろう。その間に、我々は我々で調査を進めればよい」

　ここ、クレイオン共和国には港がある。

　ウェニアス王国が陸路の中心だとすれば、クレイオン共和国は海路の中心だ。各地の噂うわさも集まりやすいだろうし、だからこそ当座の目的地としてここを選んだのだ。

　目指すはクレイオン共和国最大の港町──イデアベルナ。

「森を突つっ切きって行けば、イデアベルナまでかなり近道できるんだがな。迷わずに森を抜ぬけられればの話ではあるが──」

　その時、食堂の喧けん騒そうに紛まぎれて、馬車の車輪が転がる音と馬のいななきが聞こえた。

　窓の外はすでに真っ暗だ。こんな隙すき間ま風かぜが吹き込むような安宿であっても野宿が決まりかけていた旅人にとっては至上の楽園に見えるだろう。

　それにしたって、夜のジャリ道を走るにしては速度を出し過ぎのようだが──。

　そんな事を思って、窓の外に視線を投げる。

　次の瞬しゆん間かん。

　俺おれは薄うすっぺらい木の壁かべをぶち破って突っ込んできた馬車にはね飛ばされて宙を飛び、他の客やテーブルをなぎ倒たおしながら盛大に食堂の床ゆかを転がった。

　──さすがに、死んだか？

　生ぬるい液体がどこかからあふれ出し、俺の体を包んでいる。

　これは、まさか俺の血か？　だとしたら恐おそろしい量の血だ。

　思いのほか短い人生だったな。結局人間にも戻もどれずに死ぬ事になるのか、俺は。思えば戦争ばかりの人生だった。最後に少しだけ、楽しかったような気もするが──。

　生ぬるい液体が、ちらと俺の口に入る。

　その瞬間口一杯に広がる──濃のう厚こうな乳の香かおりと、とけた野菜のうま味。……ああ、こいつは血じゃなくて、別の客が食ってたクリームスープか。

「傭よう兵へい！　大だい丈じよう夫ぶか、傭兵！　ああ、なんと美う味まそうな姿に……！　これが噂うわさに聞く据すえ膳ぜんという状態か……!?」

「違ちがう！」

　馬車の突とつ進しんを免まぬがれたらしいゼロが、とんちんかんな台詞せりふと共に俺に駆かけ寄よってくる。

　思わず怒ど鳴なると、痛みという形で少しずつ感覚が戻ってきた。

　どうやら軽い打ち身で済んだようだ。さすが獣けもの堕おち、頑がん丈じようさには定評がある。俺が怒鳴り返すと、ゼロがほっとした様子で肩かたを落とした。──料理の皿と木の匙さじを手にしたまま。

　馬車が突っ込んできた瞬間に、皿を守って退たい避ひしたのだろう。責める筋合いはないが、何か無性に腹が立つ。

　その時、食堂のどこかから緊きん張ちようを含ふくんだ叫さけび声があがった。

「──子供だ！」

　この状じよう況きようと〝子供〟という単語が合わさると、一いつ瞬しゆんで尋じん常じようじゃない緊きん張ちよう感かんが生まれる。

　俺は痛みも忘れて体を起こし、横倒しになっている馬車を見た。

　その近くに、一人の子供が投げ出されていた。瘦やせたひょろ長い手足に、小さな体。せいぜい、十歳さいになるかならないかだろう。俺の周囲に子供なんぞいなかったし、ならあれは馬車に乗っていた子供で間ま違ちがいない。

　日に焼けて色のくすんだ茶色い色が、血でまだらに染まっている。その体がぴくりと動き、もがくように床をかいた。

　──だが、近くには興こう奮ふんした馬がいる。今立ち上がって馬を刺し激げきすれば、間違いなく蹴けり殺される。

　俺おれは咄とつ嗟さに駆かけ出だしていた。

　この場所で、獣けもの堕おちである俺以外に馬を恐おそれず子供を避ひ難なんさせられる奴やつはいない。

　倒れている子供を抱かかえ上げると、獣堕ちに近づかれたせいでますます興こう奮ふんした馬が前足を振ふり上げた。体を伏ふせたが、硬かたい蹄ひづめが頭をかすめ、ぱっと血が飛び散る。

　そのまま転がるように馬から距きよ離りを取り、俺は腕の中の子供の様子を確認した。

　ぐったりとして、動かない。

　見ると頭から血を流し、肩かたには砕くだけた木の破片が突つき刺ささっていた。

「おい、客の中に医者はいねぇか！　このガキ、かなり重じゆう症しようだぞ！」

　怒ど鳴なって、俺は食堂を見回した。だが俺は肉にく食しよく獣じゆうの姿をしていて、そんな俺が声を荒あららげればどんな状じよう況きようだろうと普ふ通つうの人間は怯おびえて下がる。

　──誰だれも、助けに出てこない。

　失敗した。俺が出しゃばるべきじゃなかった。

　子供をここに置いて、俺が食堂から姿を消せば間に合うか？　そうすれば誰かが治ち療りようを始めるだろうかと一いつ瞬しゆん考えたが、そんな暇ひまがあったら俺達でやった方が早い。

　戦場仕込みの応急処置だが、何もしないで放置するよりはましだろう。

「その辺に転がってる椅い子すの足を拾ってこい！　止血する！」

　ゼロに指示を飛ばしながら子供の体を床ゆかに横たえ、その血ち塗まみれの服を裂さいて包帯を作った。

　駆かけ寄よってきたゼロから棒を受け取り、傷にあてがって包帯で縛しばりつける。捻ねじると、子供が激痛に鋭するどく叫さけんだ。

「このガキを部屋に運ぶぞ──助けられるな？」

　ゼロの魔ま法ほうなら、この傷を全すべて癒いやせるはずだ。聞くとゼロは頷うなずいた。

「君を人間に戻もどす日が遠のくが……」

「いい。俺には時間があるが、こいつには無い」

　横たえた子供の体をもう一度抱だき上げるべく、その小さな体の膝ひざ下したと首の後ろに手を差し入れる。

　だがその時、俺達を遠巻きに眺ながめていた集団の中から一人の男が飛び出してきた。

　全身を覆おおう黒いローブに、くたびれた黒い鞄かばん。──その鞄を持つ左手には、本来あるべき小指と薬指が無い。傷きず痕あとが酷ひどいところをみると、動物に食い千切られたのだろう。

「あんたは……」

　獣堕ちである俺のすぐ横に膝をつき、子供の傷を検分して男は顔を上げた。

「医者だよ。出で遅おくれてすまない。さすがに獣堕ちには一瞬怯ひるむ」

　そして、医者を名乗った男は人だかりに向かって声を張り上げた。

「何をしてるんだみんな──怪け我が人にんだぞ！　我々は医者だろう！」

　──我々？

　俺おれが疑問に思うのと、その言葉の意味を理解したのはほぼ同時だった。

「……いや、さすがに潤じゆん沢たくすぎるだろう」

　医者特有の黒いローブに身を包んだ男達が、手に手に黒い鞄かばんを提げて、わらわらと人がきの中から駆かけ出だしてきたのだ。

　その数、十人は軽く超こえているだろう。

　数人の医者が俺の腕うでから子供を連れ去り、テーブルの上に移動してすぐさま治ち療りように取とり掛かかる。残りの医者は食堂に散開し、怪け我が人にんを探して各個撃げき破はに取り組んでいる。

「最近の医者は集団で行動するものなのか？」

　ぽかんとした様子でゼロが呟つぶやいた。

　違ちがうと思うが、そうでもなければこの状じよう況きようの説明がつけられない。




　──気がつけば食堂は医者で溢あふれていた。





２






　食堂の客達が、獣けもの堕おちである俺の近くに座るのを嫌いやがって距きよ離りを取っていたのが幸いし、混雑する食堂に馬車が突つっ込こんできたにしては怪我人の数は少なかった。

　その怪我人も、偶ぐう然ぜん居合わせた十数人の医者によって迅じん速そくな治療が受けられ、起こった出来事の破は天てん荒こうさに比べれば食堂の雰ふん囲い気きは明るかった。

　一番の重じゆう症しようは馬車の直ちよく撃げきを受けた俺と、その馬車に乗って突っ込んできた子供だ。

「ガキは助かりそうか？」

　馬に蹴けられて裂さけた額の傷を縫ぬってもらいながら、俺は獣堕ちの手当てに慣れている様子の医者にちらと視線を投げた。

　先ほど真っ先に飛び出して来た、指が二本足りない医者だ。

　名前はティト。俺のような獣堕ちにも名乗ってくれるとは、稀け有うな医者だ。

　子供の治療には数人の医者が率先して取り掛かったが、ティトだけが俺の傷を見て「君にも治療が必要だな」と言ってくれたのだ。

　ゼロはそんなティトの足元にしゃがみこみ、鞄の中身を勝手に広げて珍めずらしそうに治療道具を眺ながめている。当然ティトは止めようとしたが、ゼロが「我わが輩はい、見たいのだ」と目をうるませればティトには抵てい抗こうするすべはない。

　恐おそるべき悪女だ……。俺も気を付けよう。

　食堂には横転した客車や、砕くだけたテーブル、割れた皿などが散乱している。

　それらのがらくたを、客も手伝って壁かべの穴から宿の外に放ほうり出だしている。その様子を食堂の片かた隅すみで眺ながめながら、俺おれを含ふくめた数人が手当てを受けているという状じよう況きようだった。

「ああ、頑がん丈じような少年だよ。何より運がいい。腕うでのいい医者が何人も付つき添そってるんだ、そう簡単には死ねないさ」

「確かに……すげぇ数の医者だな」

　思わず言うと、ティトはどこか疲つかれたような笑い声を零こぼした。

「全員、同じ医師ギルドの仲間なんだよ。ある程度集団で行動した方が、個々の旅費も安く済む。まあ、私はもっぱら動物専門だがね。突つっ込こんできた馬の手当ても私がしたんだよ」

「おまえ、獣じゆう医いなのかよ！」

　そりゃそうさ、とティトは頷うなずく。

「でなければ、猛もう獣じゆうの姿をしている獣けもの堕おちの治療などできるものか。私としては、理性があって言葉が通じる分、猛獣より獣堕ちの方がマシだと思っているしね。──まあ、理性を失って、言葉も通じないような獣堕ちの場合は猛獣よりはるかに悪いが……」

　獣堕ちの治療に慣れてたわけじゃなくて、獣の治療に慣れてたわけか。そしてその指は、治療しようとした手負いの猛獣が暴れた結果らしい。

　軽く傷つくが、実際に見た目は獣だ。我が慢まんしよう。

　それで、と。俺おれはあらためて食堂を見渡した。

「どっかで医者の集まりでもあるのか？　医者だの学者だのってのは、すぐに集まって会議だ研究会だとやりたがるな」

「否定はしないが、今回は違ちがう。国外に移住する予定だったんだよ。部屋がいっぱいだと言われなかったか？　みんな家族ぐるみで移動してるので、部屋数を圧あつ迫ぱくしていてね」

　移住、と俺は軽く目を瞬しばたたく。

　この──総勢十五人の医者全員が？

「この国にはもう医者が必要ないんだよ。患かん者じやが減って、食べていけない」

「医者がいらない国なんざねぇだろう。どこでも医者不足で困ってるってのに」

　ティトは複雑そうな笑みを浮うかべる。

　どうも、何か事情がありそうだ。

「この国ではな、神の奇き跡せきが病気や怪け我がを治してしまうんだよ。それはもちろん素晴らしい事だが、必要とされなければ我々医者は生活できない。だから国外に行くのさ。この国じゃなけりゃ、私達は医者として生きられる」

「かみの……きせき？」

　思わず間ま抜ぬけに聞き返した。

　からかわれているのかと思ったが、ティトは大おお真ま面じ目めだ。

「アクディオスの聖女──と言っても、旅の人には分からないだろうな」

「ああ、まだクレイオンには来たばかりなんだ。アクディオスってのは……」

「塩の湖に浮かぶ町さ。恐おそろしく広大な湖で、初めて見た人間はそれが海だと勘かん違ちがいするほどだ。実際、地下で海と繫つながってるらしいんだがね。その湖に小島があって、小島には町がある。その町の名が聖都アクディオスだ」

「じゃあ、そのアクディオスに聖女がいるのか？」

　ティトは頷うなずく。

「そう……慈じ悲ひと慈じ愛あいに満ちた、まさに、心優しい聖女様さ。彼女は薬や刃は物ものを用いず、たちどころに病や傷を癒いやしてしまう。医者では見捨てる事しかできない怪け我が人にんや、治ち療りよう法ほうのない不治の病でもな」

「それはそれは……心底うさんくせぇ話だな。どうせ何かのペテンだろうよ」

「だったらよかったんだがね……残念な事に、この聖女様は本物だ。本当に奇き跡せきを起こし、本当に人を救う。この目で見たから間ま違ちがいないし、もし聖女がペテンなら、我々も仕事を失ってないさ」

「だが神の奇跡なんざ、そうそうあるもんじゃ──」

「傭よう兵へい」

　ゼロに呼ばれて、俺おれは足元に視線を下げた。するとゼロは真しん剣けんな目で、一度だけ浅く頷く。

　それで俺もある可能性に気付いた。

　ゼロが書いた魔ま法ほうの指南書──【ゼロの書】。

　その本は狩しゆ猟りよう、捕ほ獲かく、収しゆう穫かく、守護の四章で構成されており、そのうちの守護の章はたしか、主に治ち癒ゆを司つかさどる章だったはずだ。

　前にアルバスが、守護の章の魔法で火傷やけどの治療をしているところを見た事があるが、あれなら薬や刃物を使わなくても病気や怪我を治せる。

「なあ、獣じゆう医いの先生。その聖女様ってのはいつ現れたんだ？　俺は傭兵で噂うわさ話ばなしはよく聞く方だが、アクディオスの聖女の噂うわさなんぞ聞いた事ねぇぞ」

　そりゃあそうだろう、とティトは複雑そうに笑った。

「聖女様ってのは、教会が正式に認定しない限り魔ま女じよみたいなもんだ。自分の町に聖女様がいるなんて話は、旅人に進んで話したりはしないもんさ。クレイオン共和国の中でさえ、名が知られ始めたのはここ一年くらいだろうなぁ。昨年大地主の不治の病を治療して、一気に名を上げたんだ。それで案の定、教会が〈女神の浄火デア・イグニス〉を一人派は遣けんしてきたらしい」

「〈女神の浄火デア・イグニス〉？　──って、あの、教会の精せい鋭えい殺さつ戮りく集団か？　異い端たん審しん問もんの？」

　神の奇跡か、でなければ異端の魔女か──。それを判断し、教会に報告するのが〈女神の浄火デア・イグニス〉の仕事だ。

　だが、実際に行われるのは異端審問などというあまっちょろいものではない。

　証言もなし。裁判もなし。ただそいつらが魔女だと判断すれば、奇跡を騙かたる悪の異端者はその場で断罪──つまり、処しよ刑けいされる。

　教会には、聖職者は人を殺すために作られた武器を手にしてはいけないという規則があるが、〈女神の浄火デア・イグニス〉の連中は〝武器として作られた物を武器にしなければよし〟というこじつけのもと、鍛か冶じ屋やが使う槌つちや、農夫の使う鍬くわで戦うらしい。

　二百年だか三百年だか昔、神の奇き跡せきを騙かたった魔ま女じよが数え切れない神父や民を殺した事件をきっかけにして結成された集団らしいが、つまり〝武器ではない武器を使いながら、単たん騎きで魔女と殺し合えるように〟訓練された化ばけ物ものぞろいって事だ。

　まさに一いつ騎き当とう千せん。正直言って、お目にかかりたくない相手だな。

　魔女が事件らしい事件を起こさなくなっていた昨今では存在意義を疑問視する声も上がっていたはずだが──一応、まだ存在してたか。とっとと解体されちまえ、そんな恐おそろしい集団。

　俺おれは魔女が嫌きらいだが、同じくらい教会も嫌いだ。

　今はゼロと旅をしている関係上魔女に対する反感が薄うすれた分、教会への反感の方が強いと言ってもいいほどだ。

「で？　聖女と認定されたのか？」

「そういう話は聞かないな。目下審しん議ぎ中ってところだろう。教会の魔女認定の安易さと、奇跡認定の慎しん重ちようさには定評がある。すぐに浮うわ気きを疑う女みたいなものさ。愛の言葉ほど信じない」

　最後の方は、声を落として囁ささやいた。

　医者には反教会派が多い。──というより、教会が医者を嫌うから、医者も反教会派になると言った方がいいだろう。

　医学はそもそも教会のもので、病気や怪け我がと言ったら教会に駆かけ込こんで治ち療りようしてもらうものだった。だが商売としての医者が増えたせいで、必然的に教会の存在意義が下がったのだ。

　だから教会は医者を嫌う。

　人の命を金で救うなど、悪あく魔まにも劣おとる所しよ業ぎようだと言うわけだ。

　そこまで言われては、敬けい虔けんな信者であり続けるのが難しいのは俺でも分かる。

　何より、病気や怪我は祈ったところで治らない。医者はそれを知っているから、神の奇跡ではなく知識と技術に傾けい倒とうするようになるわけだ。

　その医者が聖女の奇跡を認めているとなると──にわかに本物っぽくなってくる。

　思わぬところで、思わぬ情報が手に入った。アクディオスの聖女──その女が【ゼロの書の写本】に繫つながるかは分からないが、近くにいるなら無視もできない。

「まあ──たとえ魔女だと思ってたって、教会が介かい入にゆうしてきた以上、おいそれと聖女を悪くは言えないさ。もし奇跡と認定されれば、聖女を悪く言ってた奴やつは生いき辛づらくなる」

「その聖女を魔女だと思ってる連中がいるのか？」

　聞くと、ティトが「よしてくれよ」と困ったような顔をする。

「悪かった。詳くわしくは聞かねぇよ」

「そうしてくれると助かるよ……私にもギルド内での立場ってものがあるのでね。獣じゆう医いというだけで見下されているんだ。それより──入国したばかりなら、まだ地図を持っていないだろう。私の地図をあげよう。もう、私には不要な──」

「行かないでくれよ！　医者がいないと困るんだ！」

　ティトの声を遮さえぎるようにして、甲かん高だかい声が食堂に弾はじけた。

　何事かと声の方を見てみると、肩かたと頭に包帯を巻いた子供が、一人の医者に取りすがって喚わめいているところだった。

　さっき、俺おれが助けた子供だ。

「お、落ち着きなさい！　今縫ぬったばかりなんだ、興こう奮ふんしては傷が開いてしまう」

「今だって医者が足りなくて困ってんのに、これ以上減っちまったら、一体どうすりゃいいんだよ……！　なあ、頼たのむよ。病気が治れば働けんだ。そしたら金も払はらえる！　けど、医者がいなきゃ死ぬしかない！　あんたら、この国を見捨てんのかよ！」

「聖女を頼たよればいいだろう！　彼女なら無む償しようで──」

「聖女が治ち療りようすんのは金持ちだけじゃねぇか！　おれらみたいな貧びん乏ぼう人にんは、聖都に入る事だって難しいのに！　そんなんで──一体どうやって聖女を頼れってんだよ！」

「我々だって食っていかなきゃならんのだ！　この国では医者として生きられないんだよ！」

　怒ど鳴なって、若い医者が子供の体を引ひき剝はがす。

　縫ったばかりだという傷の痛みに耐たえかねて、子供が高く叫さけんでうずくまった。

　頼むよ、と。すすり泣くような声を残して、倒たおれる。

　そのまま、動かなくなった。

　若い医者は倒れた子供を青ざめた顔で見つめ、食堂の外へと逃にげるように去って行く。

　誰だれも何も言えず、どうしたらいいかも分からず、倒れた子供をただ見ていた。

　見かねたティトが足を踏ふみ出だし掛けたのを、何を思ったのかゼロが制する。

「傭よう兵へい」

　静かに呼ばれて視線を下げると、ゼロがにやりと笑って子供へと視線を投げた。

「あれは……丁度いい情報源だな？」

　情報源？　と聞き返そうとして、黙だまる。

「ああ……なるほど」

　確かに……丁度いい情報源だ。

　アクディオスの聖女について。この国の情勢について。──食くい詰つめた貧民のガキならば、遠えん慮りよなくぶちまけてくれそうだ。

　あの子供を手に入れるなら、今が好機だ。

　俺は子供に歩み寄った。ティトが何か言いかけたが、ゼロが「任せておけ。悪いようにはしない」となだめる。

　幸い、誰もあの子供には興味がないようだし、まさか瀕ひん死しの重じゆう症しようを負った子供から、壊こわれた宿の修理代を請せい求きゆうしようとは思わないだろう。

　それに、宿屋の主人は馬車を引いていた馬を二頭、しめしめと自分の厩きゆう舎しやに引き込んでいた。一見してかなりいい馬だったし、売れば店の修復費用くらいは余よ裕ゆうだろう。

　一体どういうわけで、この子供が馬車ごと宿に突つっ込こんできたのか──気になりはするだろうが、どうせろくな理由じゃない。

　黒くろ塗ぬりの客車は見るからに金がかかっていたし、二頭の馬は若くて健康な雄おす馬うまだった。そんな高級な馬車を、薄うす汚よごれたボロを着た子供に御ぎよさせるわけがない。

　下へ手たに事情を聞いて面めん倒どうを背負い込むなんて、旅人も宿屋の主人もごめんだというのが正直なところだろう。

　何より、事情を知ってしまったら、折せつ角かく手に入れた馬を手放すはめになりかねない。

　知らなかった、分からなかったで押し通して、馬を売うり払はらってしまうのが賢かしこい大人の商売人というものだ。

　まあ、野や次じ馬うま根性くらいはあるだろうが……獣けもの堕おちである俺おれが子供を〝保護〟したところで、それに異をとなえる勇気と根性を持った奴やつがいないのは間ま違ちがいない。後で適当な理由をでっち上げて伝えておけば問題ないだろう。

　俺は気を失った子供の体を抱かかえ上あげ、何事か言いたげにしている奴らが口を開く前に、そそくさと食堂を後にした。
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　部屋と言っても、獣堕ちに与えられる部屋というのは、つまり厩うまやだ。

　客の多い宿屋にとっては厩も部屋と同じ扱あつかいで、みすぼらしい貧びん乏ぼう人にんや俺のような獣堕ちは、どれだけ部屋が余っていても厩に回される事がほとんどだ。

　ゼロがいるので、多少無理をしてでも普ふ通つうの部屋を取ろうと思った事もあったが、ゼロが「我わが輩はいは厩の方が性しように合っている」と泣かせる事を言うので厩で寝るのが基本になった。

　ゼロとしては、俺の毛皮があれば基本的にどこでもいいらしい。

「傭よう兵へいは、字が書けるのだな」

　厩の藁わらに子供を転がし、毛に絡からみついた料理のなれのはてを綺き麗れいに拭ぬぐってからアルバスへの返信に取り掛かると、ゼロが意外そうに言いながら、俺の背中に圧しかかってきた。

　身長差がかなりあるので、俺が座っていて、ゼロが立っていても俺の方が目線は高い。だからゼロが背後から俺の手元を覗のぞき込こもうとすると、俺の背中にほぼ全体重をかける事になる。

「おい、重てぇよクソ魔ま女じよ」

「耳をもがれたいのか？」

「ちょっと軽すぎるんじゃねぇか？　もっと飯を食え、飯を」
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　慌あわてて言い直すと、ひたと俺おれの両耳を摘つまんだゼロの指が離はなれていく。

　危なく死ぬところだった。口は災いの元だ。

　俺の耳から離れたゼロの指が、ぱっと机の紙を取った。

　書かれている文章はたかだか二行だ。

「──クレイオン共和国のアクディオスに魔ま法ほうの噂うわさあり。写本の追加調査を要よう請せいす。……これだけか？」

「読み書きはできるが、得意じゃねえんだよ。定型文の単語を入いれ替かえて、それっぽい文章を作るのがせいぜいだし、それだけで十分だろう？　他に何を書けってんだよ」

「いろいろあるだろう？　お元気ですか、とか。ゼロとの旅は楽しい、とか。ゼロは毎日美しい、とか。そろそろ我わが輩はいと情を交わすキスとやらがしたくなってきた、とか」

「いい事を教えてやろうか、魔ま女じよ。男ってのはな、あんまり強く押されると引くもんだぞ」

「引かれても最後まで押しきれば我輩の勝ちだ」

「勝ち負けの問題じゃねぇ！　男ってのはなぁ！　もっとこう、恥はじらいとか、守ってやりたくなるような弱さとか……そういうのに弱くできてるもんなんだよ！」

「馬ば鹿かを言うな。十三番は、押しの弱い人間を意志薄はく弱じやくのゴミ扱あつかいしていたぞ」

「十三番を基準にするんじゃねぇ！　てめぇの兄貴は、考え方が人外の領域なんだよ！」

　怒ど鳴なってから、ふと背筋に悪お寒かんが走る。汚お泥でいの底にこびりついた澱おりのような、どす黒く粘ねばっこい十三番の視線が今、ナメクジのように俺おれの背筋を這はったような気がする。

　まさか……怪あやしげな魔ま術じゆつで俺の事を監かん視ししてるんじゃねぇだろうな？

　本当にありえそうで嫌いやだ。

「どうした、傭よう兵へい。震ふるえているのか？」

「いや、なんでもねぇ……ちょっと嫌な事を想像しちまってな……」

　どうも、十三番は苦手だ。

　俺は溜ため息いきを落として、紙をくるくると丸めて鞄かばんに押し込んだ。さしあたっての問題は──。

「……坊ぼう主ず、目が覚めたんなら動いていいんだぞ」

　先ほどから、藁わらの上で寝ねたふりを決め込んでいる子供だ。

　俺が声をかけると、子供は一いつ瞬しゆん体を強こわ張ばらせ、それからのろのろと起き上がる。

　無理もないが──とてつもなく警けい戒かいされていた。

　そりゃ、食堂で気を失って、気がついたら獣けもの堕おちと厩うまやにいるなんて状じよう況きようだ。大人でも怯おびえる状況に、十歳さいになるかどうかも微び妙みような子供が平然と対応できるわけがない。

　日に焼け茶色く抜ぬけた髪かみ、そばかすだからけの顔に、瘦やせ過ぎた体。そういう子供が厩の藁わらの上で俺に怯えている姿ってのは、どうにも俺を嫌な気分にさせる。

「心配すんな。ご覧の通りの獣堕ちだが、とって喰くいやしねえよ。傷は？　痛むか？」

　可能な限り優しい声で言うと、子供は藁の山の中でもぞもぞと身じろぎし、頷うなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶ……なんか、べたべたするけど……」

　子供がそばかすの散った顔に皺しわを寄せる。半分乾かわいたクリームスープだろう。俺が抱だき上あげて運んだせいだが、わざわざ説明してやる筋合いはない。

「……おじさん、誰だれ？　宿屋の用心棒かなんか……？　お、おれの事……どうすんの？」

　おじさん？　おじさんだと……？

　いや、仕方ない。外見だけで獣堕ちの年ねん齢れいを判断しろって方が無茶な要求だし、十になるかならないかの子供から見れば十分におじさんだ。

　怒ど鳴なって怯えさせても後が面めん倒どうだし、怒おこらない、怒らないっと。

「ただの旅の傭兵だ。──付け加えると、お前さんが乗ってた馬車に直ちよく撃げきを食らった被ひ害がい者しやでもある」

　言った瞬しゆん間かん、子供が青ざめて目を見開いた。

「──ッごめんなさい！　おれ、止めようとしたんだけど……馬がいう事きかなくて……！　なんでもします！　だからお願い、食べないで！」

「だから喰くわねぇっつってんだろ失礼なガキだな！　マジで喰い殺すぞ！」

「落ち着くのだ、傭兵よ。一つの台詞せりふの中にとてつもない矛む盾じゆんが生まれているぞ」

　しまった。大人おとな気げなかった。

　獣堕ちだからと差別される事には慣れてたが、おじさん扱あつかいが思いのほか俺の心を抉えぐっていたらしい。いつもは流せるような言葉につい嚙かみついちまった。

　俺おれは完全に怯おびえてしまった子供を前に、気まずい気持ちで咳せき払ばらいする。

「いや……悪かった。大だい丈じよう夫ぶだ。俺は人間なんざ食わないし、そもそも生肉が苦手だ。食うならきちんとさばいて料理してから、皿に盛り付けて食う」

「それはそれで逆に怖こわいよ！」

　少年が高く叫さけぶ。

「いや、今のは物の例たとえであってな。料理しようがしなかろうが、とにかく俺は人間を食ったりしねぇ。獣けもの堕おちが人を食うって話は有名だが、ありゃ極一部の例外だ」

「それは分かってるけど……！」

「分かってるのか？」

　意外に思って聞き返すと、子供はこくんと頷うなずいた。

「一応、獣堕ちの知り合いがいるから……」

　なんだ、そうか。それなら話は早い。

「そうだぞ、坊ぼう主ず。俺は紳しん士し的てきかつ穏おだやかで、話の分かる獣堕ちだ。お前をここに連れてきた理由は一つ。──ただ、話が聞きたい」

「話……？」

「なんで馬車で宿につっこんで来たのかは、このさい聞かねぇでおいてやる。どうせろくな理由じゃねぇだろうしな。これ以上面めん倒どうに巻まき込こまれるのもごめんだ」

「けど、おれが話せる事なんて……」

　なんもねぇよ、と怯えた目をする子供に、俺とゼロは声をそろえた。

「聖女について」




　アクディオスの聖女──十八を過ぎたばかりの若い乙女おとめで、女め神がみもかくやの美しさなのだという。聖女で美女という時点でかなりでき過ぎな気がするが、魔ま女じよで美女という存在が近くにいるのでそこは突つっ込まないでおこう。

　だが、慈じ悲ひと慈じ愛あいに満みち溢あふれ、誰だれにでも無む償しようで治ち癒ゆを与える、地上に降りたった神の御み使つかいという話には、さすがに気き色しよくが悪くて尻尾しつぽの毛が逆立った。

　噂うわさには尾おひれがつくものだが、それにしたって寒すぎる。そして実際、聖女についての噂をあらかた話してくれた少年本人は、その噂をまるで信じていないようだった。

「聖女は基本的に、アクディオスから出て来ねぇんだ。時々、重い病気で聖都までいけない金持ちのために出かけるくらい。病気を治してもらいたい奴やつは、自分で聖都まで行くのが普ふ通つう」

「聖都ね……さっきお前、貧びん乏ぼう人にんは近付けないとか言ってたが……」

「誰でも入れるって事になってるけど、実際、入れてもらえなかったって奴がいっぱいいるんだよ。貧乏人はドロボウするから、お優しい聖女様の心に悪いとか言って」

「なるほど。まあ……妥だ当とうな治安維い持じの方法だな」

　治安を問題にして貧乏人が門もん前ぜん払ばらいされるなら、獣けもの堕おちならば言わずもがなだろう。だが、俺おれ達はウェニアス王国の印がある通行証書を持っている。

　こいつは身の証あかしを立てる書類としてはかなり強力だ。獣堕ちが治安を乱すと言われても、ゼロの護衛だと言い張ればどうにかなるだろう。

「……おじさん達、病気？　だから聖女の事聞きたがるわけ？」

「なに？　ああ、いや……そういうわけじゃ──」

「そう……我わが輩はい、恋という名の不治の病を患わずらってしまってな。絶世の美女たる我輩が、ケダモノの姿をした冷れい酷こくな獣堕ちの傭よう兵へいに恋こい焦こがれるという禁断の──」

「話がややこしくなるんで、少し黙だまってていただけませんかねご主人様」

　この女、旅の途と中ちゆうでどんどんいらん知識を吸収してくな。

　いちいち対応するのが面倒になってきた。

「ふじの病……って、治らない病気って事だよな……？　そっか、大変だな」

　ほら信じちまったじゃねぇか。いたいけな少年が哀あわれみの目を浮うかべちまったじゃねぇか。

　俺が睨にらんでも、ゼロは悪びれた風もない。

「どんな病気でも、聖女なら治せるかもしんないもんな……」

　瘦やせた子供だ。肩かたを落としてうつむくと、俺が片手で握にぎり潰つぶせそうなほど小さく見える。

「君は……聖女が嫌きらいか？」

　聞いたのはゼロだ。俺も同じ疑問が頭に浮かんでいた。

　どんな病も治ち療りようする聖女──それに対して、この子供は随ずい分ぶんと否定的だ。

「嫌い……？　や、そんなんじゃねぇよ。ただ……」

　途中まで言って、吞のみ込んだ。

　俺とゼロを見るその目は、捕ほ食しよく者しやとの距きよ離りを測る小動物の目に似ている。

　──存外に、慎しん重ちようだ。

　期待したほど能のう天てん気きな馬ば鹿かじゃない。

「あんたらも見ただろ？　おれが暴れたの。医者が減ってんだ。聖女がいるから医者はいらないだろうってさ。……けど、医者がいないと困るんだよ。聖女なんておれ達にゃ、雲の上の人だもん」

　へらりと、最後は人好きのする気き抜ぬけした笑顔で締しめた。

　俺は書き物机に体重を預け、顎あごのあたりの長い毛を爪つめで梳すく。

　聖女のせいで、医者が減る。──まあ、予想できる話だ。より優れた技術が生まれれば、古い技術は廃すたれて消える。

　魔ま術じゆつから、魔法へ。土器から、鉄へ──。

　そういう風に、社会は常に楽な方へと流れるものだ。

　患かん者じやが教会の曖あい昧まいな治ち療りようから、医者の確かな医学に流れたように。聖女の確実な奇き跡せきがあるのなら、患者は医者から奇跡に流れる。

　だが世の中、急速に変化して行く世の中に対処できる人間ばかりじゃない。そんなに突とつ然ぜん医者の数が減っては困る者も多いだろう。

　しかし医者としても、聖女に患者を取られて食っていけなきゃ場所を変えて稼かせぐしかない。そのせいで困る人間がいると言われたって、切り捨てなければ医者の方が食くい詰つめる。

　聖女を殺せば解決するかもしれないが──さすがにそれもまずいだろう。話を聞く限り、聖女とやらは人を治療しているだけだ。どう考えても悪人じゃない。

「……なあ。おじさん達、聖都に行くんだよな？　聖女様に会いてぇんだろ？」

「ああ……まあ、そうなるな」

　聖女が魔ま法ほうを使っているのかどうか──使っているのだとしたら、どこで覚えたのか。【ゼロの書の写本】を知っているか。そういう事を調べるのなら、まずは聖都を目指すのが妥だ当とうだろう。すると少年はしばしもごもごと言いよどんでから、意を決したように俺を見た。

「あのさ、おれも一いつ緒しよに連れてってくんないかな」

「……なに？」

「聖都までの道案内がいれば便利だろ？　街道を普ふ通つうに歩いたら一週間はかかるけど、裏道とか通って行けば半分くらいで行けるし。おれ、いろんな人の雑用するからさ、結構国のあちこちうろうろしてんだ。裏道には詳くわしいし、役に立つよ。おれ、聖都の近くに家があるんだ。帰りてぇけど盗とう賊ぞくや野犬が出るから、一人じゃおっかなくて……金はないけど、ちゃんと雑用するからさ。お願い！　連れてってください！」

　俺はゼロと顔を見合わせた。ゼロはひょいと肩かたを竦すくめる。好きに決めろという事だろう。

　どうせ、アクディオスには行く予定だったのだ。道案内と雑用をかって出てくれると言うなら、子供一人を守る手間ととんとんだろう。

　かりに盗賊が出たとして、ゼロと子供一人くらいなら抱かかえて走る事も簡単だ。

「まあ……いいだろう」

　本当？　と、子供はそばかすだらけの顔を輝かがやかせる。

「ありがとう！　おれ、ティーオってんだ！　テオでいいよ」

　そう言って、テオは一本足りない前歯を惜おしげもなくむき出して、豪ごう快かいな笑顔を見せた。

　そのどこか舌ったらずな喋しやべり方と、底そこ抜ぬけに明るい表情は、妙みように人に親近感を抱いだかせる。

「それじゃえっと……あー……なんて呼べばいい？」

「我わが輩はいの事はゼロでいい」

「ん、ゼロね。分かった。じゃあおじさんは──」

　名乗ろうとして、俺は慌あわてて口を閉じた。

　──君をその名で我輩に縛しばり、永遠に我輩だけのものにしてやる。だからほら、今すぐ我わが輩はいに名を名乗れ！

　ゼロがそう言って俺おれを脅おどかした事を、俺は決して忘れていない。

　つまりゼロに名前を知られたら、俺はゼロの下げ僕ぼくにされるわけだ。

　魔ま女じよの下僕の獣けもの堕おち──とてつもなく邪じや悪あくで禍まが々まがしい雰ふん囲い気きだ。その肩かた書がきだけで世界が滅ほろぼせそうな気すらする。

　そんな存在になるのは絶対嫌いやだ。断固拒きよ否ひだ。俺は人間に戻もどれたら田舎いなかに引っ込んで、平和で穏おだやかな毎日を過ごすと心に決めている。

「……諸事情で名乗れねぇ。好きに呼べ」

　そう？　とテオは不思議そうに俺を見る。

「じゃ、改めてよろしく。ゼロ、おじさん！」

　おじさんで確定か……。

　せめてお兄さんに──いや、無む駄だなあがきか。諦あきらめよう。

　俺は手の平で両目を覆おおい、心の中でそっと涙なみだを零こぼした。
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　テオは恐おそろしくよく働く雑用だった。

　アクディオスまでの道案内をかって出ただけの事はあり、地図も見ずにすいすいと道を進んで行くし、俺おれが何を指示するまでもなく歩きながら薪まきを集める。

　森の奥おくまった場所にある川の場所も知っていたし、魚を捕とる手しゆ腕わんもなかなかだ。

「捕とれたー！　五匹め！　ほら、おじさん！　でーっかい！」

　テオは正午の日の光できらきら光る川に膝ひざまで浸つかり、ナイフに突つき刺さした川魚を太陽にかざして高らかに叫さけんだ。

　仕留めた獲え物ものを抱かかえて、川岸で飯の準備を進めている俺に向かって自じ慢まんげに胸を反らす。

　その隣となりで、ゼロが川底にがっくりと膝をついた。

　外がい套とうとブーツと靴くつ下したを脱ぬいでいるので、今のゼロは死ぬほど丈たけの短いズボンとシャツだけだ。見ているだけで寒そうだが、テオがあんまり楽しそうに魚を捕るから自分も試したくなったらしい。

　だが、結果は惨さん憺たんたるものだ。

「どうなっているのだ……！　なぜ泳ぐ魚にそうも確実にナイフを刺せるのだ！　我わが輩はいには、魚を目で捉とらえる事さえ……！」

「最近まで穴ぐらに引きこもってたお前に、弱肉強食の世界を生いき抜ぬいてきた魚がそう簡単に捕つかまるかよ。そういうのは慣れだ、慣れ」

「おのれ魚め！　我輩が本気になれば、この川を泳ぐ魚という魚を全すべて捕ほ獲かくする事だって──」

「本気になるなよ。絶対に」

　まさかテオの前で魔ま法ほうを使う気じゃねぇだろうなと、一応クギを刺しておく。

　するとゼロはむっとして唇くちびるを引き結び、「分かっている」とでも言うようにぷいと俺から目を背けた。

「だーいじょうぶ。慣れだよ、慣れ。ゼロもそのうち捕れるようになるって」

　魚が捕れなくて拗すねたと勘かん違ちがいしたのだろう、テオが慰なぐさめるように俺の言葉を真ま似ねして笑う。

「おれだって、すげー練習したんだぜ？　じゃくにくきょーしょく。おれみたいなガキが生きてくなら、魚くらい捕れなきゃね」

「苦労してんなぁ、お前……」

「よせやい。おじさんなんか、ガキの頃ころから傭よう兵へいやってんだろ？　カルが、獣けもの堕おちはみんなそうだって言ってた」

「カル？」

「知り合いの獣堕ちがいるって言ったろ？」

「ああ……そういや言ってたな」

「見た目は怖こわいけど、いい奴やつだよ。おれなんかにもいろいろ教えてくれるし。カルも昔は傭よう兵へいやってたって」

　テオは魚を抱かかえて川から上がり、頭を振ふって髪かみの水分を飛ばした。ゼロはまだ川の中で魚を睨にらみ、「行動を予測すれば捕ほ獲かくは可能なはずだ。水の流れと魚の動きをよく見て……魚を点ではなく線で考えれば……」とかぶつくさ言っている。

　あれは一匹も捕とれずに終わりそうだな。そんな事を思いながら、俺おれはテオの濡ぬれた髪に、乾かわいた布を被かぶせる。

「確かに、獣けもの堕おちは盗とう賊ぞくになるか、傭兵になるのが大半だ。それが一番楽だからな」

「いいよなぁ。つまり、強いって事だろ？　おれ、戦場で殺し合うなんて絶対無理だし、どんなに頑がん張ばっても真っ先に殺されちまうよ」

　唇くちびるを尖とがらせて、テオは焚たき火びの側にしゃがみ込んだ。

「おじさん、強いってどんな気分？　嫌いやな奴ら、みーんな殺せるんだろ？」

「物ぶつ騒そうな事言うんじゃねえよ。そんな事してたら、その内とっ捕つかまってこっちが殺される」

「それでも、誰だれかを殺したいと思ったら、そうできるじゃん？　おれじゃ逆に殺されちゃうよ」

「妙みように実感込めて言うじゃねえか……殺したい奴でもいるのか？」

　聞くとテオは顔を顰しかめて、「そりゃあな」と答える。

「殺してやりたいって思う事くらい、あるよ。さんざん雑用させといて、約束した金をくれない奴とかさ。それで、文句言うと殴なぐるんだ。ガキが偉そうな事言うなって。舐なめられるってすげーやだ。けど、おじさんくらい強けりゃさ……」

「無む駄だに怯おびえられるって問題が出てくるぞ。まともな店には入れてももらえねぇしな。大通りに面した酒場や食堂、気取った細工師の店。ガキの頃ころは劇場に憧あこがれたなぁ……近づく事もできなかったが。あと、旅芸人の芸が最前列で見られない」

「そんなん、おれだって同じだよ。汚いガキが近づくなってさ」

「だが、お前は子供だ。子供は大人になれるし、金も稼かせげる。そうすりゃ大通りに面した店にも入れるし、運がよけりゃ劇場にも行けるかもしれん。獣堕ちの俺とは違う」

　そりゃそうだけど、と。納得したような、そうでないような、曖あい昧まいな声でテオはもごもごと呟つぶやく。それから魚の血で汚れたナイフを丁てい寧ねいに拭ぬぐって、太陽の光にかざして目を細めた。

　大おお振ぶりのナイフで、テオの手には明らかに大きすぎるが、よく手入れされているし、使い込まれてもいる。

「……いいナイフだな」

「そ？　父ちゃんの形かた見みなんだ」

　言って、テオはキシシと歯をむき出して笑った。

「父ちゃん、病気だったんだ。だから母ちゃんがお医者さんを呼びに行ったんだけど、すごく遠くまで呼びに行かなきゃいけなくて……間に合わなくて死んじゃった」

「……そうか」

「死ぬ時にこのナイフをくれてね、これをちゃんと使える、強くて立派な大人になりなさいって。そんで、大事な人を守ってやりなさいって。だからおれ、早く大人になって強くなりたいんだ。だから、獣けもの堕おちのおじさんが羨うらやましい」

「俺おれは普ふ通つうの人間として、普通に生活したいがな……」

「えー？　もったいねぇ。折せつ角かく強いのに」

　テオが唇くちびるを尖とがらせる。その顔を軽く尻尾しつぽの先で叩たたくと、テオが「なにすんだよ」と文句を言って顔を背けた。

「あのなテオ。獣堕ちってのは、世の中的に悪い奴やつって事になってんだよ。ヒソヒソ悪口言われるぞ。物もの陰かげから石とか投げられるぞ。あと絶望的に女が寄り付かない」

「そんな奴ら殺しちまえばいいじゃん。女だってさらえばいいだろ？　捕つかまりそうになっても、みんな殺して逃にげればいい。強かったらなんでもできるんだ。だろ？」

　子供ってのはこれだから……。

　どう説明すりゃいいんだ？　獣堕ちなんていいもんじゃねぇし、気に入らない奴らを全部殺して回るわけにもいかない。だが、それを子供に言葉で納得させるにはどうすりゃいい。

「……やったら、やり返されるぞ」

「うん？」

「人を殺したら怨うらまれる。誰だれかを殺すたびに敵が増えてな、最終的に敵だらけになる。そしたら、いくら強くても殺されるだけだ。強いっつっても、不死身じゃない。数の多い方が勝つ」

「それは……そうかもだけど……」

「だから、俺が人を殺すのはどうしようもないときだけだ。戦場では、相手も殺されるのを承知で来てるし、殺す気で来てる。だから俺も殺すんだ。──それでも怨みを買う事は多い。そのうえ気に入らない奴まで片かたっ端ぱしから殺してたら、それだけ自分の命が縮む」

「そう……かなぁ……」

「それにな。強い奴ってのは、殴なぐられても殴り返さずにいられる奴の事だと思うぞ、俺は。何をされても平気だって顔して、いちいち怒おこらない奴が本当に強い」

　うーん、とテオは頭を悩なやませる。

「けど……けどさ。できるのにやらないのと、ただできないのって……違くない？」

「分かってないようだがな、テオ。お前だって人を殺せるんだぞ？　お前が子供でもその気になれば、誰だって殺せる。ナイフで刺さすだけで人は死ぬんだ。子供だからこそ、不意もつきやすい。だからお前はできないんじゃない、やってないんだ」

「あ……」

　テオは手にしたナイフに目を落とした。それきり、黙だまる。

　俺おれは一いつ瞬しゆん悩なやんでから、俺にしてはかなりの勇気を振ふり絞しぼってテオの頭に手を置いた。

　ここで怯おびえられたらさすがに傷つくが、テオは大人しく俺に頭を撫なでられる。

「だからな、テオ。俺はお前が強いと思う。見下される事が多い分、我が慢まんしてる事も他の奴やつよりずっと多い。それでもお前は自分の意思で、気に入らない奴を殺すのを我慢してるんだ」

　テオは撫でられた頭を微び妙みような表情でそっと押さえて、ちらと俺を見てからまたナイフに視線を戻もどした。

「おれには……そういう話、ちょっと難しいや……」

　諦あきらめたように肩かたを落として、テオはナイフを革の鞘さやに納めた。

「けど、おじさんに強いって言ってもらえて、ちょっと嬉うれしい」

　照れくさそうに笑って、テオはそばかすの散った頰ほおをかいた。

　その時、

「捕とれたー！」

　急に、ゼロが歓かん喜きの声を上げた。

「我わが輩はいにも捕れたぞ、傭よう兵へい！　どうだ、我輩は弱肉強食という大自然の摂せつ理りに勝利したのだ！」

　どうやら、外がい套とうを使って魚を追い込んだらしい。ビチビチと元気に暴れる魚を、ゼロはさも誇ほこらしげに俺達に見せ付けた。しかし、気を抜ぬいたのが運の尽つき。魚はゼロの腕うでからぬるりと抜け出し、再び川の中へと戻っていった。
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　ゼロが絶望の叫さけびを上げる。

　俺おれはテオと顔を見合わせ、同時に盛大に吹き出した。




　結局、テオが集めた五匹の川魚と、山菜を使って昼食を作る事になった。

　料理は俺の仕事だ。魚の鱗うろこを綺き麗れいに取って、ハラワタを抜いて枝に刺さし、塩を振って焼く。それで料理と呼べるのか微び妙みようだが、世の中には魚の鱗を取らずに焼く奴やつもいるから侮あなどれない。

　一匹だけはぶつ切りにして、山菜と一いつ緒しよに水で煮にる。器が俺とゼロの分しかないが、まあ、俺の分をテオに渡して、俺は鍋なべから直接食えばいいだろう。

「自然とは厳しいものだな……弱肉強食と言いはするが、牙きばも毒も持たない魚でさえ、食われぬようにと逃げ続ければ、いずれ捕ほ食しよく者しやは飢うえて死ぬ。つまり我わが輩はいは魚に負けたのだ」

　焼き上がった魚をもぐもぐと頰ほお張ばりながら、ゼロは難しげな表情で空を仰あおいだ。

　それを聞いて、熱々の魚に息を吹きかけて冷ましていたテオが励はげますように笑った。

「ゼロも練習すれば、すぐ捕つかまえられるようになるって。おれ、教えてやろっか？」

「やめとけ。たとえ教えたとしても、できるようになった途と端たんに興味をなくすのがオチだ」

　横よこ槍やりを入れると、「そんな事はないぞ」と不満そうにゼロが俺を睨にらむ。

　それからテオに視線を戻もどして、しみじみと息を吐はいた。

「テオはよい子供だな。魚を捕るのが上う手まいし、山菜もよく知っている。おかげで我輩は焼いた魚が食えるし、山菜のスープも飲める。君さえいれば傭よう兵へいなどいらないくらいだ」

「ほーう？　なるほど、そうか。じゃ、俺が作ったこのスープはいらねぇな」

　鍋の中身を器によそって、ゼロに渡さず食い始める。

　ああ、とゼロが情けない声を上げて、焼き魚を片手に持ちながら慌あわてて手を伸のばしてきた。

「ひ、酷ひどいぞ傭兵！　それは我輩の器だろう！　我輩がどれだけそれを待ち望んでいたか、君は確かに知っているはずだ！」

「テオがいれば俺はいらねぇんだろ？」

「そ、それはちょっとふざけただけで……！」

「そうだぞ、おじさん。そういう嫌いやがらせってよくないと思うぜ？　ゼロがかわいそうだ」

　子供に叱しかられた。

　テオとゼロに非難の目で見つめられ、悪者にでもなったような気分になってくる。

「……ちょっとふざけただけじゃねぇか」

　言い訳がましくゼロの言葉を真ま似ねして言いながら、俺はゼロに器を手渡した。

　続いてテオにスープをよそっていると、ものの数秒でゼロは器の中身を飲み干し、空っぽの器を差し出してくる。相変わらずの早食いだ。

「おいテオ、遠えん慮りよなんぞしてると、この大食い女に食くい尽つくされるぞ」

「う、うん」

　テオは湯気を上げるスープに慎しん重ちように口を付け、驚おどろいたように俺おれを見た。

「うわ、うめぇ。おじさん、料理すげー上う手まいんだね……！」

　ゼロが同意を込めて深く頷うなずく。

「ああ、傭よう兵へいは料理上じよう手ずだ。きっといいお嫁よめさんになる」

　ならねぇよ。いや、なれねぇよ。

「何言ってんだよ、ゼロ。男はお嫁さんになれねぇんだぞ」

　そうだぞ、テオ。言ってやれ言ってやれ。

「そうなのだ。そこが悪あく魔まの悪戯いたずらで、世の中は上手く回らない。傭兵が女で、我わが輩はいが男だったら、とても口には出せない鬼き畜ちくな魔──」

　言いかけて、ゼロは咳せき払ばらいする。魔ま術じゆつとか、魔ま法ほうとか言いそうになったんだろう。

　いくらテオが子供とは言っても、魔ま女じよだとばれるのはさすがにまずい。

「鬼畜な方法で傭兵を我が妻にしているところなのだが……」

　言い直したところで、結局内容の恐おそろしさは変わらねぇな……。

　男でよかった。本当に男でよかった。今ほど神に感謝した事はない。

「ゼロは、おじさんの事が好きなの？」

「無論だ。好きでなければ、どうして一いつ緒しよに旅などできる？　なにより、一度傭兵の毛皮に埋うもれてもふもふしながら寝ねるとな、そこらのベッドでは安あん眠みんできなくなるのだ」

「つまりは寝ね床どこ扱あつかいじゃねーか……いいか、テオ。女の〝好き〟を本気にすると泣きを見るぞ」

「馬ば鹿かを言うな、傭兵。本当に寝床扱いをしているのなら、我輩はとっくに君を殺してその毛皮を剝はいでいる」

　ひ、とテオが喉のどの奥おくで悲鳴を押し殺した。

　な？　女って怖こぇだろ？

　俺はゆっくりとテオに頷きかける。すると、テオも重々しく頷き返してきた。

　心が通じ合った瞬しゆん間かんだ。なんとなく、こいつとは上手くやっていけそうな気がした。




　昼食後、聖女がいるという聖都アクディオスを目指して森を歩いた。森を抜ぬけると街道に出て、地図で場所を確認すると、確かにまともに街かい道どうを歩くよりも随ずい分ぶんと近道できた事が分かる。

「おれって使える雑用でしょ？」

　とテオは笑う。

　実際に、有能すぎるくらいだ。野宿の場所もテオのおかげですぐに決まったし、俺の仕事がないほどだ。

　そして極め付けに、

「夜の間、おれ、火の番してようか？」

　などと言い出したテオに──さすがに、少し腹が立った。

　つまりテオの今までの雇やとい主ぬしの中に、子供に夜通し火の番をさせる奴やつがいたって事だろう。それも平然と、それがさも当然の仕事のような顔をして、だ。

　テオの父親は死んだという。母親がどこでどうしているかは知らないが、テオには守ってくれる大人がいない。

　何が普ふ通つうで、何が正しく、何が間ま違ちがっているか。そういう事をテオは知らず、ただ「どうすれば生きられるか」「仕事をもらえるか」だけを知っている。

「……おじさん？」

　不思議そうに見上げてくるテオを見て、俺おれは息を吐はく。──綺き麗れい事ごとを口にする気はないが、正直言って気分は悪い。

　するとゼロが外がい套とうを脱ぬいで、テオの体にまきつけた。

「傭よう兵へいは獣けものだから、獣を警けい戒かいして夜通し火を守る必要はないのだ。だから火の番も必要ない。寒いのならば我わが輩はいの外套を貸してやる。我輩は傭兵と寝ねるから温かいしな」

　そうだろう？　とゼロは俺を見上げて笑った。外套を脱いだせいでフードがなくなり、凶きよう器きじみた美び貌ぼうがあらわになっている。俺はその顔を横目でちらとだけ見て、どうにか頷うなずいた。

　テオは自分に巻き付けられた外套を信じられないというような目で見つめ、「けど」とおずおずと口を開く。

「火が消えたら、明日の朝、また火を熾おこさなくちゃだろ？　大変じゃん……」

「心配ない。我輩、火を熾こすのは得意なのだ」

　ゼロには魔ま法ほうを禁じているが、それでも焚たき火びを熾こすときだけはゼロの魔法に頼たよっている。

　俺が火打石を使って熾こすよりずっと早いし、簡単なのだ。昼食の時も、テオが魚を捕とっている隙すきにさっとゼロが火をつけてくれた。

　俺がゼロの寝ね床どこなら、ゼロは俺の火打石みたいなもんだろう。

「悪いが毛布なんて上等なもんはねぇんだ。その外套だけで我が慢まんしてくれ」

「……ううん。我慢なんて……これ、すげーあったかい」

　嬉うれしそうに言って、テオは外套の前をかき合わせ、そばかすだらけの頰ほおを少しだけ赤くした。




　夜中に、腕うでの中のゼロが身じろぎする気配で目が覚めた。

　傭兵、と低く囁ささやく声と同時に目を開き、視線を下げるとゼロの青あお紫むらさき色いろの目に行き当たる。

「──今、この近くで魔ま力りよくが動く気配を感じた」

「……なに？」

　体を起こす。

「ちょっと待て、何の話だ？　魔力が動く気配ってのは……」

「風の動きとか、地面の振しん動どうとか、そういったものと同じだ。普通の人間には感知できないだろうが、魔ま女じよならばその気配に気付く。──つまり誰だれかが魔ま術じゆつか、あるいは魔法を使った」

　なんだと、と。危なく大声を出すところだった。

　テオが寝ね息いきを立てているのを確認して、声を落とす。

「聖都はまだかなり先だぞ。寝ぼけたんじゃねぇのか？」

　テオの話では、アクディオスまで歩いて四日はかかるはずだ。子供の足で考えた日数だから実際は二、三日程度の道のりだろうが、それにしたって近くと言うには遠すぎる。

　だが、ゼロは静かに首を左右に振ふった。

「近くで、と言っただろう。──近くだ」

「歩ける距きよ離りか」

「君の足ならば半時もかからない。そうでなければ、我わが輩はいとて気付けない──行ってくれるか？」

　一いつ緒しよに、という意味だろう。俺おれがどう答えようと、ゼロは一人ででも行くだろう。それがゼロの義務で、そしてそんなゼロを護衛するのが俺の仕事だ。

　聖都はまだ遠いが、なにもクレイオン共和国にいる魔ま法ほう使つかいが聖女だけだと決まったわけじゃない。俺は答えもせずに、剣けんを取って立ち上がった。魔法を使う奴やつらにとって、獣けもの堕おちの首は最上級の贄にえになる。警けい戒かいしてし過ぎるって事はない。

「なに、なんかあったの……？」

　眠ねむたげに起き上がったテオに、そのまま寝ているようにと指示を出す。

「軽く見回りに行ってくる。大だい丈じよう夫ぶだろうが、一応、木の上にいろ。ナイフは持ってるな？」

　テオは父親の形かた見みだというナイフを握にぎると、ぱっと立ち上がってするすると木に登り始めた。

　──場ば馴なれしてるなあ、こいつ。

　野犬から逃にげるために木の上で寝た事もあるのだろう。頼たのもしい話だ。

　俺はゼロを抱かかえ上げ、闇やみに沈んだ森に踏ふみ込こんだ。




　ほどなくして、焚たき火びの臭においが鼻をくすぐった。

　それに混じって、かすかな血の臭いもする。それと、風ふ呂ろに入っていない人間特有の、酸味のある不快な臭しゆう気き。

「……十中八九、盗とう賊ぞくだな」

「我輩も戦おうか」

「いや、いい。魔法使うと魔ま力りよくが減って、他の魔法が使えなくなるんだろ？」

「魔法によって魔力の減り具合は違ちがうが……まあ、減るには減るな」

「だったらやめろ。俺が人間に戻もどるのが遅おそくなる」

　まあ、盗賊数人程度なら俺一人で十分戦えるだろう。

　臭いに向かってさらに進むと、ついに声が聞こえてきた。──男の声。数人いる。

　下げ卑びた笑い声とはやし立てるような指笛から察するに、随ずい分ぶんご機き嫌げんだ。何か宴うたげの肴さかながあるらしい。

　ゼロの腕うでがしっかりと俺おれの首に回っている事を確認し、手近な木によじ登る。太く、高い枝に登って先せん端たんまで進むと、焚たき火びを囲んでいる五人の男の姿が見えた。

　──案の定、盗とう賊ぞくだ。

　全員が揃そろいの刺青いれずみ──おそらく山や羊ぎだろう──を入れているし、いかにもさらわれてきたと思おぼしき女が二人いるから間ま違ちがいない。

　安っぽい服を着た短い赤毛の女と、長い薄うす緋ひ色いろの髪かみを三つ編みにし、腰こしまで垂らした女だ。三つ編みの方は質のいい服を着ているところを見ると、侍じ女じよとその主人だろう。

　侍女はナイフを突つき付つけられて身動きが取れず、どうやら主人の方は、男達の輪の中心に立たされているらしかった。

　女主人は恐きよう怖ふで全身を震ふるわせているが、顔色はむしろ赤い。

　──道理で、ご機き嫌げんなわけだ。

　この先の展開は簡単に想像がつく。そして想像している間に、立たち尽つくしていた三つ編みの女が自分の服に手をかけた。その胸で大きな白い羽根の首飾りが揺ゆれ、鮮あざやかな紫むらさき色いろのマントが地面に落ちる。

　──もたもたしてると、俺が覗のぞき趣しゆ味みのクソ野や郎ろうになり下がるな。

　あの中の、誰だれが魔法を使ったのか──視線だけで問うと、ゼロはすいと指を振ふり上あげた。

　その指先がしばし迷い、確信を込めて一人を指す。──今まさに裸はだかに剝むかれそうになっている、いかにも気弱そうな女を。

「……勘かん違ちがいだろ？」

「いや、間違いない」

　俺が声に出して聞き返すと、ゼロも声を出して答える。

　当然、俺達の会話は盗賊達の耳にも届いた。

「誰だ！」

「どこにいる、出てきやがれ！　ぶっ殺すぞ！」

　使い古されたお決まりの脅おどし文句とともに、盗賊達は完全に動きを止めた。

　警けい戒かいのつもりだろうが──ど素人しろうとめ。潅かん木ぼくに伏ふせて身を隠かくすくらいの努力はしろよ。

　俺はベルトから投げナイフを引き抜いて、的当ての要領で四人の足に突つき刺さした。

　すると最後に残った目立つ髭ひげ面づらの男が悲鳴を上げ、女主人の方を盾たてにして後あと退じさる。

「ちくしょう、追っ手がこんなに早いなんて聞いてねぇぞ……！　出てこい！　　出てこい卑ひ怯きよう者もののクソ野郎！　この女が死んだら困るんだろ……？　今すぐ出てきて武器を捨てねぇと殺しちまうぞ！」

「やめて！　お願いです、どうかその方は──！　聖女様！」

　地面に倒たおれている侍女の言葉に、俺は目を見開いた。

　聖女様──って。まさか、アクディオスの？

　侍じ女じよの悲痛な叫びに、盗とう賊ぞくの哄こう笑しようが弾はじける。

「何が聖女様だ！　何が神の奇き跡せきだ！　俺おれ達はな……聖女なんていらねぇんだよ。いない方が良い位だ！　だから今殺したって構いやしねぇんだよ。本当に殺すからな……！　本当に──」

　急に、焚たき火びの炎が消えた。──いや。誰だれかが、消した。

　気配は盗賊五人分と、女二人。俺とゼロ──それ以外に感じられない。だが、俺達以外に誰かが、どこかに。

「なんだ!?　なんで火を消した！　誰が──！」

　聖女を盾たてにしていた髭ひげ面づらの盗賊が恐きよう怖ふの悲鳴を上げ、次の瞬しゆん間かん膝ひざから崩くずれてその場に倒れる。

　俺は夜目の利く方だが──見えなかった。

　さっきまで赤々と燃えていた焚き火のせいで、完全に目が闇やみに慣れていなかったせいもあるだろう。それを狙ねらったのかもしれない。

　だが、誰が──。

「あっ……ぶねぇ！」

　何かが恐おそろしい速度で眼前をかすめ、俺は思いきり仰のけ反ぞった。

　間かん一いつ髪ぱつ、髭ひげの先がわずかに切断されて風に散る──刃は物ものだ。

　攻こう撃げきされた。

　どこから？　誰に？　一体──いつ近づかれた？

　はらりと、木この葉はが音もなく降ってくる。

　──上に。

　なにか、いる。

　首筋にひやりとした殺気を感じ、俺はゼロを抱かかえて枝から飛び降りた。その後を追って、一いつ瞬しゆん前まで俺達がいた木の枝がばっさりと切断されて落ちてくる。

　地面を転がって枝を避け、ゼロを木の陰かげに突つき飛とばすと同時に剣けんを抜ぬいた。

「隠かくれてろ！　格が違うのが出てきやがった！」

　ゼロに向かって怒ど鳴なった俺の耳に、

「──ケダモノは勘かんがいい」

　静かな声が聞こえる。

　それが男の声だと認識するより早く、ひぃん、と。風を裂さく音が鋭するどく響ひびいた。音を頼たよりに剣で払はらうと、金属を弾く手て応ごたえがある。

　その瞬間、違和感を覚えた。切り払う瞬間に、妙みような引っ掛かりがあるような──だがその違和感の正体に気付くより早く、襲しゆう撃げき者しやが舌打ちを残して大きく後方に飛ぶ。

　そして、俺と聖女達の間に割って入るようにごく静かに着地した。

　その男が構える──巨きよ大だいな鎌かま。

　冗じよう談だんのような武器だった。いや、そもそも武器と言っていいのかどうか──。

　鎌かまは農具で、武器じゃない。男が手にしているのはいかにも大量の麦が収しゆう穫かくできそうな大鎌で、これを武器に使うのは君主の圧制に耐たえかねた農民と相場が決まっている。

　だが俺おれと聖女の間に立つ男は、どう見ても農民ではない。

　動きやすい質素な上下に、革のブーツだけ見ればそう思えたかもしれない。だが帯状の一枚布を体に巻き付け、マントと腰こし布ぬのの代わりにするのは、特定の職業の人間と決まっている。

　──神官服。

　相手は神父だ、間ま違ちがいない。細く絞しぼったその腰からは白銀の細い鎖くさりが垂れ下がり、わずかな月明かりにも忌いま々いましいほど眩まぶしく輝かがやいている。

　啞あ然ぜんとしている俺を正面に見み据すえながら、男は背後にかばった聖女に穏おだやかに話しかけた。

「お怪け我がはありませんか？　聖女様」

「神父さま……！」

　顎あごの下で几き帳ちよう面めんに切りそろえた翠すい髪はつも清すが々すがしい、線の細い美形の優やさ男おとこだ。

　この男がどこかの田舎いなか町で説教の一つもすれば、不信心者が改心して、足しげく教会に通うようになるだろう。

　無論、俺個人としては反感が強まるばかりだが。なにせこのいかにも聖職者然とした色男は、いかにも狂きよう人じんじみたその武器で、俺を斬ざん殺さつしようとしてるんだからな──。
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　相手が神父で、戦せん闘とうに慣れていて、手にしている武器が〝農具〟とくれば、もはや間違えようもないだろう。

「〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官──！　かの有名な教会公認殺さつ戮りく集団の一員とお会いできるとは光栄だぜ」

　聖都アクディオスに君臨する聖女を調査すべく〈女神の浄火デア・イグニス〉が派は遣けんされたと宿で医者が話していたが、状じよう況きようからするとこの神父がそれで間違いないだろう。

「だが、早とちりだ。俺は別に聖女様をどうこうしようなんて──」

「悔くい改あらためなさい。お前はこの世で最も穢けがれた存在でありながら、この世界で最も汚してはならぬ存在を手にかけようとした。祈いのりを唱えて女め神がみに慈じ悲ひを乞こい……」

　聞いちゃいねぇよ、この男。これだから神父って生き物は──。

「即そく座ざに死ね」

　一いつ瞬しゆんで踏ふみ込んできた神父の鎌を、咄とつ嗟さに剣けんを抜ぬいて止める。

　本気だ、こいつ。本気なうえに、見かけによらず恐おそろしく強い。獣けもの堕おちの反射神経じゃなかったら完全に首が落ちていた。

「ちっくしょうが……！　戦せん闘とう慣れしてる聖職者こそ悔くい改あらためろ殺人神父！　そして人の話をちゃんと聞け！」

「傭よう兵へい！　我わが輩はいが──」

「よせ、ゼロ！　何もするんじゃねぇ──絶対にだ！」

　神父にゼロが魔ま女じよだと知られるのは非常にまずい。ゼロの魔ま法ほうなら殺やれるかもしれないが、聖女の目の前で神父を殺すのもやはりまずい。

　とはいえ俺おれがここで神父に殺されるのも、それはそれで避さけたい事態だ。ならば全力で殺り合う必要があるだろうが、それで勝てる保証もない。

　何より相手は〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官。勝てたとしても、殺せば俺の雇やとい主ぬしであるゼロにも教会の手が伸びる。それを回かい避ひするには、神父を殺した後に聖女とその侍女も殺して口を封じる必要がある。だが、ここで聖女を殺しては──。

　どうする。どうにか神父に刃やいばを収めさせたいが、俺は獣けもの堕おちで、相手は神父だ。相性が悪過ぎる。

「待ってください、神父様！　違うんです、その方は敵ではありません！」

　意外なところから、助け舟が出た。

　俺を憎ぞう悪おの目で睨にらんでいた神父の目が一いつ瞬しゆん聖女の方に流れ、一足飛びで距きよ離りを取る。

　だが、引いたわけではない。

　力比べになったら俺おれが勝つ事は明白だから、一度距きよ離りを取ったのだ。

　──まだ、首の辺あたりに刃は物ものの気配が残っている。これは神父の放つ殺気だ。

「……聖女様。これは穢けがらわしい獣けもの堕おちです。慈じ悲ひをかける必要など皆かい無む」

　吐はき捨すてるように言った神父の腕うでに、聖女がそっと手を置いた。

「お願いです、神父様……本当に、違うんです」

　縋すがるような聖女の声に、神父は怯ひるんだように表情を軟なん化かさせ、嫌いや々いやながらも鎌かまを下げる。聖女はほっとしたような息を吐き、俺の方に顔を向けた。

「あなたは……わたし達を助けてくれたんですよね？　木の上からナイフを投げて。そうでしょう？　あなたが助けてくださらなかったら、今いま頃ごろ……」

　言いかけて、聖女は真っ赤になって俯うつむいた。

　その目には涙なみだが滲にじみ、瞳ひとみは不安げに揺ゆれている。

「聖女様……なんと、おいたわしい。私が護衛についていながら……！」

　深く悔くいるような口調で言って、神父は完全に鎌を下ろした。一ひと振ふりすると、その湾わん曲きよくした巨きよ大だいな刃やいばが折おり畳たたまれて、大おお鎌がまは手ごろな長さの杖つえに変化する。

　教会の連中は面白い玩具おもちや持ってんなぁ……。

　とにかく、助かったようだ。神父は俺をコマ切れにする気を無くしたようだし、盗とう賊ぞく達は初めからものの数じゃない。足にナイフが刺ささっている状態では尚なお更さらだ。

　神父にやられた最後の一人も、浅く足を切られただけらしく元気そうだ。

　つまり、神父が本気で殺そうとしたのは俺おれだけか。

　実行犯の盗とう賊ぞくには慈じ悲ひをかけて、居合わせただけの俺を殺そうとするとは……確実に、個人的な感情が入ってるな。獣けもの堕おちに対する侮ぶ蔑べつとか、嫌けん悪おとか。

　一応、剣けんは抜ぬいたままにしておこう。理由もなく、うっかりと殺されそうだ。

「傭よう兵へい、無事か！」

　ゼロが駆かけ寄よってきて、ぐいと俺の首に手を伸のばした。

　毛を摑つかんで引っ張られ、仕方なく体を伏ふせる。

「ばか！　毛を引っ張るな！　いてぇ！」

「ああ……やはり、傷が」

「なに？」

「首が切れている」

　馬ば鹿かな、と俺は首に手を当てた。

　鎌かまの刃やいばはぎりぎりまで迫せまっていたが、確かに止めたはずだ。

　だが俺の首には確かに傷があり、触ふれた指先には血のぬめる感かん触しよくもある。

　止め損ねた──という事か。鎌は湾わん曲きよくしているし、その先せん端たんがかすったのかもしれない。気付いた途と端たんに傷がヒリヒリと痛み出し、俺は軽く舌打ちしてゼロを引ひき剝はがした。

「薄うす皮かわ一枚だ。すぐ塞ふさがる。それより……おい暴力神父！　俺に何か言う事はねぇのかよ」

　こちとら聖女様の貞てい操そうを救ってるんだ。それを突とつ然ぜん襲おそってきやがって。泣いて謝れ色男。

　だが、神父が浮うかべた表情は泣き顔ではなく、明らかな侮蔑だった。

「聖女様に免めんじて……命は取らずにおきましょう。今すぐ聖女様の視界から、その穢けがれにまみれた醜みにくい姿を消し去りなさい」

　差別意識丸出しだな。久々に聞いたぞ、この手の台詞せりふ。

　こいつ、獣けもの堕おちは生まれながらのクズだと本気で信じてるクチだ。獣堕ちは生まれた瞬しゆん間かん、赤子のころに殺すべきだと言い出す部類の狂信者だろう。聖職者には多いが、ここまで露ろ骨こつなのも最近では珍めずらしい。

　俺が呆あきれて黙だまっていると、何を思ったかゼロが大きく足を踏ふみ出だした。

　歩きざま俺に振ふり返り、ぞっとするほど優しい笑みを浮かべる。

「傭兵、少し待っていてくれ。我わが輩はい、あの男を〝ぶち殺して〟くる」

「待て待て待て待て！　心ときめく笑顔で、身の毛のよだつ台詞を吐はくんじゃねぇ！　相手は神父だ、ちょっと落ち着け！」

　慌あわてて、ゼロの襟えり首くびを摑んで引っ張り戻もどす。

「神父だからといって、我輩の傭兵を愚ぐ弄ろうする道理がどこにある？　我輩、極めて不ふ愉ゆ快かいだ」

「世の中にはそういう道理があるんだよ！　俺は獣堕ちなんだ」

「しかし──！」

　ふ、と甘あまい香かおりがした。

　はっとして顔を上げると、ぎょっとするほど近い位置に聖女が立っている。

「あの……怪け我がを？」

　なさったんですか、と言いたかったのだろうが、最後の方は声が小さすぎてほとんど聞き取れなかった。諦あきらめ悪く神父を殺そうとしているゼロを後ろの方へと押しやりながら、俺おれは聖女に背を向ける。

「気にすんな。かすり傷の内にも入らねぇよ」

「だめ！」

　存外に強い口調で言われて、面めん食くらって振り返る。

　どこか必死な表情で、聖女は一歩俺に近づいた。

「あの……傷が小さくても、そこから病気が……わたし、治せます……から」

　奇き跡せきを──あるいは魔ま法ほうを──使う気か？

　俺は咄とつ嗟さにゼロと視線を交わした。

　さすがに、ゼロも少し驚おどろいたような顔をしている。何せ神父の前だ。

「聖女様！　そのような者のためにお力を使うなど──！」

　神父に怒ど鳴なられて、聖女はびくりと肩かたを揺ゆらした。

「だめ……でしょうか。けど、わたし達を助けてくれて……それに、神父様の誤解でお怪我を……あ、いえ、神父様を責めているわけではなくて……！　ただ、その……」

　じわりと、聖女の目に涙なみだが滲にじむ。

「ごめんなさい。わたし、グズで……全部わたしのせいだって、わたし、ちゃんと……」

　途と端たんに神父は真っ青になった。

「わ、分かりました！　分かりましたからどうか、お泣きにならないで下さい！　私が間ま違ちがっておりました！　ほらそこのケダモノ！　聖女様の慈じ悲ひに感謝してそのかすり傷を癒いやしていただきなさい！」

「なんかすげー治してもらいたくない気分なんだが……」

　思わずぼやくと、ゼロが「気持ちは分かるぞ」と同意してくれる。

　だが、間近で聖女の奇跡を見る絶好の機会でもある。俺は大人しく状じよう況きように任せる事にした。

　神父が認め、俺が抵てい抗こうしないのを見ると、聖女はほっとしたように表情を緩ゆるませ、また一歩俺に近づく。

「首を」

　聖女が手を伸のばして、おずおずと俺の首に触ふれた。目を閉じて、深く息を吸う。

　柔やわらかい光が集って、首の辺あたりが温かくなってきた。

　その光が消えると同時に、ひりつくような痛みもすっと消え聖女の手が離はなれる。

「はい、治りました」

　聖女が笑い、俺おれは首に手を当てる。

　確かに傷が消えていた。──呪じゆ文もんの詠えい唱しようもしないで。

　一いつ瞬しゆん、本気で奇き跡せきを信じかけた。

　だがゼロの目を見れば、これが魔ま法ほうだと確信しているのが分かる。ならば聖女は、呪文の詠唱を省略できるほど魔法を使い慣れてるって事か。

　この、ぽやぽやとした雰ふん囲い気きの女が？

「さあ。盗とう賊ぞくのみなさんの怪け我がも治さないと！」

　ぽんと両手を叩たたいて、聖女が晴れやかに笑った。

「そんな──聖女様！　その者達は聖女様をさらった不ふ逞ていの輩やからですよ！」

「だって、怪我をしたままでは死んでしまいます。ここは森だし……誰だれも助けてくれないでしょう？　だから助けないと……」

　また表情を曇くもらせた聖女に、今まで黙だまっていた侍じ女じよが口を出した。

「お優しいのは分かりますが、聖女様。奇跡を起こせば、聖女様の体に負担がかかります。五人もの怪我を治したりしたらどうなるか……」

　侍女が腰こしから下げていたランタンに火を入れ、辺りがほのかに明るくなる。

　すると神父が顔を顰しかめて侍女に背を向け、侍女から距きよ離りを取った。闇やみに慣れた目にランタンの明かりが眩まぶしかったのだろう。

「けど、治さないと絶対に死んでしまいます……野犬だって出るのに」

　いいでしょう？　と、また聖女が請こうような声を出した。聖女の体調を管理しているらしい侍女は根負けしたように溜ため息いきを吐つき、「そこまでおっしゃるのなら」と折れる。

　だが、

「冗じよう談だんじゃねぇ！　そんな魔ま女じよの使う魔ま術じゆつなんかで、怪我を治してもらうなんざ願い下げだ！」

　盗賊の方が断った。神父の前で、聖女を魔女と罵ののしってまで。

「なあ神父様、てめぇの目はふし穴かよ……？　その女は魔女だ！　今すぐ殺し──ッがぐ！」

　神父の手にした棒ぼうが、盗賊の顎あごを跳はね上げた。

「口を慎つつしみなさい。この方が聖女か──魔女か。決めるのは私です。それまではこの方は私の監かん視し下にあり、保護下にある。肉体的に傷つける事はもちろん、中傷も許しません。あなた方が今、呼吸をしていられるのは、私が法による正当な裁さばきを重んじているからです。ですが次にこの方を中傷すれば──今この場で首を落としますよ」

　そんな、と震ふるえ上あがり、か弱い悲鳴を上げたのは聖女だった。

「やめてください、神父様……！　人を殺すなんて……」

「これは教会の問題です、聖女様。まだ確定ではないにせよ、あなたが聖女である以上──あなたの体はあなただけのものではないのです」

「けど……」

「こればかりは……聖女様。聞き分けていただかなければ。私はあなたの護衛である前に、教会の人間なのです」

　教おしえ諭さとすような言い方に押し負けて、聖女は苦しげに黙だまる。

　盗とう賊ぞくはそんなやり取りを蔑さげすみの目でちらと見て、口の中に溜たまった血を地面に吐はき出だし、それきり口をきかなくなった。





３






　盗賊達が治ち療りようを拒こばむというのなら、聖女も無理に治療はできない。

　とりあえず武器を奪うばって縄なわで縛しばり、街道までは連れて行く事にした。足を怪け我がしているわけだし、森の中に放置すれば聖女の言う通り、野犬に食われる。街道に戻もどったらいくらか食料と水をやって木にでも縛りつけ、どこかの町で市兵に通報すればまっとうな裁きが下るだろう。

　聖女拉ら致ちなんて神をも恐おそれぬ罪状じゃ死し刑けいの可能性もあるが、そこは俺おれの知った事じゃない。

　さしあたっては、予想外に出くわしてしまった調査対象をどうするかだが──。

　なんにせよ、森を抜けて街道に出るまでは一いつ緒しよに行動するのが最善だろう。

　神父は心底嫌いやそうだったが、五人の負傷した盗賊を街道まで連れて行くには、神父一人では荷が重い。

「連れを一人街道に待たせてあるんだ。悪いがそっちに寄らせてもらうぞ」

　そう言って俺が道みち行ゆきの主導権を握にぎると、神父は不快そうに顔を顰しかめた。だが聖女は道連れが増えた事を純じゆん粋すいに喜んでいるらしく、さっきまで盗賊に襲おそわれていたというのに表情は明るい。聖女様だけあって、獣けもの堕おちや自分を襲った盗賊に対しても侮ぶ蔑べつや嫌けん悪おの感情はないらしい。

　さすがに、頭の中がお花畑過ぎるとは思うが……。

　ちらと、俺は聖女の横顔を見る。

　話に聞いた通りの美女だった。おっとりとした雰ふん囲い気きで、体つきは成熟した女に相応ふさわしい柔やわらかな丸みをおびており、重たげな胸とあいまって妖よう艶えんといっていいほどだ。身長も、女にしては長身の部類に入るだろう。──だが、容姿に似合わず雰囲気がひどく幼い。

「イデアベルナの領主様のご子息が肺を悪くして、その治療に行く途と中ちゆうだったんです」

　そう言って、聖女は表情を曇くもらせた。

　イデアベルナはクレイオン共和国きっての港町であり、俺達もそこで情報収集をするべくクレイオン共和国に入国した。

　俺達のいる大陸は、大おお雑ざつ把ぱに言って太りすぎた三日月のような形をしている。そのため、大陸の両りよう端たんとその中間地点に大規模な港町がある。イデアベルナは中間地点に当たる港で、海上貿易の中心でもあり、つまり疫えき病びようの中心地とも言える。

　未知の病気は船に乗ってやってくる。そのせいもあって、クレイオンには医者が増えた。

　何年か前にはクレイオンの医師と言ったら名医の代名詞だったが──宿屋にいた医者の集団や、テオの話を聞く限り、今はその医者の数が減りつつあるらしい。

「遠回りでも、安全な道を通って向かってたんですけど……子供が倒たおれていて。それで馬車を止めたら襲おそわれたんです」

　その間神父は一体何をやってたんだよ。教会の精せい鋭えい部隊が聞いて呆あきれるな。

　思って神父に目をやるが、神父はこちらを見ていなかった。

　いや──見ていないどころか。

　いつの間にか革のベルトで完全に両目を覆おおっている。そうしていると、手にした杖つえのせいもあって完全な盲もう人じんに見えた。右手の五ご指し全すべてに無機質な銀の指輪がはめられているが、たぶん利き手の指を保護するためだろう。

　だがさっき、神父の目は確かに俺おれを睨にらんでいたはずだが……。

「──何を見てるんです？　穢けがらわしい」

「み、見えてるのかよ」

「見えなくても、露ろ骨こつに見られれば分かります。──私の目は光に弱いんですよ。太陽の光とか、焚たき火びの光で痛むんです。だから、普ふ段だんは遮しや光こう性せいの高い眼帯で目を保護してるんですよ」

　なるほど。だからさっき、神父は焚き火を消してから盗とう賊ぞくを襲ったのか。

「聖女様に治してもらえばいいじゃねぇか」

「これは、女め神がみ様が罪深い私に与えたもうた聖なる罰ばつ。怪け我がや病の類たぐいではありません」

　きっぱりと言ってのけた神父に、俺は内心吐きそうになった。

　治せる病気を甘あまんじて放置するのが信心深さか？　俺にはまったく理解できない。

「あの……治せないんです。神父様の目は。わたし、やってみたんですけど……」

　横から、聖女がおずおずと口を挟はさんできた。

「治せない？　って……奇き跡せきでも治らない病気があるのか？」

「は、はい。ごめんなさい。あの、どうしてか分からないんですけど……」

「──病気や怪我ではないからだ」

　ゼロのきっぱりとした口調に、聖女と神父が同時にゼロを見た。

「力が強すぎる事を、病気とは言わないだろう？　神父は目が〝良すぎる〟のだ。わずかな光も取り込んでしまうから、強い光の近くでは逆に見えなくなる。はたから見ていた限りでは、神父は傭よう兵へいよりも夜目が利きく。恐おそらく普ふ通つうの人間が昼間に見ている景色こそが、神父にとっての夜の景色なのだろう」

　月のない夜の森──その闇やみは、獣けもの堕おちの俺でも怖こわいと感じる。普通の人間に比べれば夜目は利くが、それでも昼間よりは圧倒的に見えなくなる。

「神父よ、その目は産まれつきなのだろう？」

「ええ……まあ、そうですが……」

「ならば今いま更さらその目を普ふ通つうの人間と同じように治されても、逆に混乱し、不自由を感じるだろう。その目は神の罰ばつなどではないぞ、神父。むしろ、得え難がたい一つの才能だ」

　卑ひ下げせずに、誇ほこれとゼロは締しめくくる。

　そんなゼロを神父は眼帯越しにぽかんとして見つめ、それから気まずそうに「ありがとうございます」ともごもご呟つぶやいた。

　そして、ゼロは聖女に顔を向ける。

「聖女よ。なぜ、盗とう賊ぞく達はすぐに君を殺さなかったのだ？　彼らは君を魔ま女じよだと言っていたし、いつ君を殺してもいいのだとか言っていたが……結局君は生きている」

　盗賊に直接聞くべきかもしれないが、神父の前で聖女を中傷したら殺される事が分かっている盗賊が口を割るとも思えない。盗賊の口から出てくる言葉が真実だろうが噓うそだろうが、聖女を魔女だと言っている以上、美び辞じ麗れい句くの類たぐいでないのは間ま違ちがいないからだ。

　ゼロの質問に、聖女は眉まゆをひそめて首を横に振ふった。

「分かりません……ただ、ロータス砦とりでに行くんだって」

「ロータス砦？」

「古い砦なんです。聖都の近くにある。歴史的な建物なんですけど、いつの間にか盗賊が住みついてしまって……」

「身代金を要求するために、砦に監かん禁きんする気だったんでしょう。聖女様は、クレイオン共和国の有力者達に信しん奉ぽうされている。聖女様を救うためなら、みな惜おしみなく金を払はらいますから」

　神父が横から、いかにもそれっぽい理由を吐はいた。

　なにせ、どんな怪け我がや病気も治せる聖女様だ。そんな万能薬を失わないためならば、金持ち連中はいくらでも金を積むだろう。

「──聞くが、聖女よ」

　ゼロがフードごしに聖女を見た。聖女もフードの下にあるゼロの顔を見る。

「その奇き跡せきは……どこで覚えた？」

　いきなり、核かく心しんを突ついた。聖女が浅く息を吐く。

「あの……わたし……」

「聖女様の持つ治ち癒ゆの力は神の奇跡です。奇跡とは、どこかで学び、覚えるようなものではありませんよ、お嬢じようさん」

　俺おれに対する態度とはうって変わった、穏おだやかで楽しげですらある神父の声が、ゼロと聖女の会話に割って入る。ものを知らない子供に何かを教えるような口調で、ゼロが俺に見せる態度に少し似ていた。そしてゼロは、神父のそんな態度に明らかに気分を害したような声で答える。

「では、ある日目が覚めたら傷や病を癒いやせるようになっていた、と？」

「奇跡とは、その身に起きて初めてその存在を自覚するもの。産まれながらに奇跡の力を持っていても、その力が顕けん現げんするのは真実神の救いを必要としたときなのです」

　もっともらしく頷うなずいた神父を、ゼロがいかにも不可解なものを見るような目で見つめる。

「君は、なんの理由もなく聖女の奇き跡せきを信じるのか？　確かに神の奇跡に関する文ぶん献けんは各地に残っていると聞くが、その大半はペテンだったと言うではないか。魔ま女じよが神の奇跡を騙かたっているか、何の力もない人間がインチキで奇跡に見せかけているか……現代の奇跡とて同じだろう」

「……なるほど。あなたはまだ若いのに、いろいろな事をよくご存知のようですね。確かに、奇跡を騙るペテンが多い事は否定できません──ですがほんの少数でも、神の奇跡は確かに存在するのです。私は〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官として、その奇跡を見出すのが使命です」

「では、神の奇跡とはなんなのだ？　神父よ。神の奇跡と──魔女の魔ま術じゆつ。その違いは一体どうやって見分ける？」

　神父は足を止めた。

　そうすると自然に全員の足が止まる。ゼロと神父は正面から向き合っているが──少なくとも、険悪な空気ではなかった。

　ゼロは純じゆん粋すいな興味から聞いているし、神父はそれを分かっている。

「神の奇跡が信じられませんか？　お嬢じようさん」

　信じるも何も、とゼロは顔を顰しかめた。

「我わが輩はいは、奇跡が何であるのか知らない。何を奇跡と呼び、いかにして奇跡と判断するのかを知らない。君は一体、魔女と聖女の判断をどう付けているのだ？」

「基準など必要ありません。ただ、分かるのです」

「分かる？　なんの根こん拠きよも無しに、か？」

　神父は唇くちびるに穏おだやかな笑みを刻んだ。何でも知りたがる子供に対するような表情だ。

「いつか、あなたにも分かる日がくるでしょう。信じる事から全すべてが始まるのです。疑いを抱いだく者に、神は手を差し伸べては下さらない。ですが──女性の一人旅が危険とはいえ、獣けもの堕おちと旅などしていては堕だ落らくした考えに染まるのも道理。何か事情がおありなのでしょう。私にできる事なら、可能な限りご助力いたしますよ」

「事情などない。我輩はただ傭よう兵へいといたいから、傭兵といるだけだ」

　さらりと答えて、ゼロは神父との問答に飽あきたように再びすたすたと歩き出した。




　それからすぐに、森を抜ぬけた。そのまま俺おれ達が野宿していた場所まで戻もどると、言いつけ通りに木の上にいたテオが飛び降りてくる。

「おじさん、ゼロ！　遅おそいじぇねぇか！　おれ、捨てられたかと思っただろ！」

「なわけねぇだろう。捨てる気だったら最初から拾わねぇよ」

「そりゃそうだけどさあ……子供心ってもんを分かれよなっ」

　言って、ぷいとテオが顔を背ける。

　背けた先には聖女と神父、そして盗とう賊ぞく達が立っており、テオは目に見えて表情を変えた。

　その表情は、明らかな驚きよう愕がく。

　それと、恐きよう怖ふだ。

「──あなた！」

　聖女の高い声が上がって、びくりとテオが飛び上がった。

　堪えきれず下がったテオに向かって聖女が駆かけ出だし、その瘦やせすぎた子供の体を力強く抱だき締しめた。盗賊達はテオの顔を見ると、少しだけ目を見開いて互いに顔を見合わせた。

　なんだ？　何かありそうだが──。

「無事だったのね……！　ああ、よかった。盗賊に殺されてしまったんじゃないかって、わたし……！」

「う、わ……！」

　喉のどの奥おくから引きつった声をこぼし、テオが全身を硬こう直ちよくさせた。

　どうにも、ちぐはぐだ。

「テオを知ってるのか？」

「さっきお話しした子供です。馬車の前に倒たおれていた……」

　ピンと来た。

　なるほど、テオは盗賊の一味か。

　道に倒れているふりをして馬車を止めさせ、そこを狙ねらって盗賊が襲しゆう撃げきする。戦せん闘とうになったら子供のテオは役に立たないから、馬車を奪うばって逃げるのが仕事だったのだろう。

　そして、馬車を御ぎよしきれずに宿屋に突つっ込こんできた。

　テオが縋すがるように俺おれの顔を見た。俺が察したと気付いたのだろう。

　だが、安心しろ。俺はわざわざいらん事実をバラして事態を悪化させるほど馬ば鹿かじゃない。

「どこか怪け我がはしていない？　具合が悪くて倒れていたのでしょう？　この人達に助けてもらったの？　ああ、神様……感謝します！」

「お待ちください、聖女様。子供を使って馬車を止めさせるのは盗賊の常じよう套とう手段です。この子供も違ちがうとは……」

　さすが神父だ。さっき信じる心がどうのと言っていたその口で、さらっといたいけな子供を疑う発言をしてのける。こういうところが、聖職者は信用ならない。

「そんな瘦せたチビのガキに、一体何ができるってんだよ。見えてねぇからそういう風に思うんだろうが、眼帯を外してみろ。片手で捻ひねり潰つぶせそうな瘦せっぽちだ」

　一応、助け舟を出しておく。すると神父は呆あきれ果てたような溜ため息いきを吐ついた。

「瘦せていようが、子供だろうが、内面が悪ならば裁かなければならない。重要なのは心であり、年ねん齢れいや見た目はその器でしかありません」

「へーぇ？　だがお前さん、獣けもの堕おちってだけで俺をクズ扱あつかいしたよなぁ？」

「獣けもの堕おちは人間じゃありませんから」

「ああ、さいですか……」

　なるほど。徹てつ底ていしてる。いっそ清すが々すがしいほどだ。

　神父様、と聖女が慌あわててたしなめるが、神父はこの事に関しても折れる気はないらしい。

「だとしても、だ。たとえテオが盗とう賊ぞくの一味だったとして、そんなガキから聖女様一人守れないほど〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官様ってのは無能なんですかねぇ？」

「この……口の減らないケダモノが……ッ」

　明らかに気分を害したようだが、反論をしてこないのを見ると結構痛い所を突ついたらしい。

　その一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくを好機と見たのか、

「ご……ごめんなさい！」

　テオの高い声が割って入ってきた。

「おれ、鍛か冶じ屋やの親方の雑用で宿に行く途と中ちゆうだったんだけど、メシも食わせてもらえなくて、腹が減って動けなくなってたんだ……！　そしたら、盗賊がいっぱい出てきて……怖こわくなって……だ、だめだと思ったんだけど、馬車があったから乗って逃げたんだ……！　助けを呼ぼうと思ったんだけど、馬車が暴走して……おれ……！」

　立て板に水のごとく、よくもすらすらと噓うそが出てくるものだ。だが、さすがに苦しすぎるぞ、テオ。目め尻じりにきらりと浮うかぶ涙なみだも、怯おびえた表情も、演技過か剰じようは逆に胡う散さん臭くさくなる。

　そう、俺おれは思ったんだが──。

「……可哀かわい想そうに」

　ぽつりと、聖女が呟つぶやいた。俺は愕がく然ぜんとして凍こおりつく。まさか──。

「怖かったでしょう？　大だい丈じよう夫ぶよ、わたし、少しも怒おこってなんかいないから！」

　信じやがった、この女。そして、そればかりか。

「ああ、神よ……！　いたいけな子供を疑う穢けがれた私をお許しください……！　泣かなくていいんですよ、坊ぼうや。あなたが無事に生きている事こそが、何よりの喜びなのです」

　お前もか神父！　冗じよう談だんだろう!?

　──これが……聖女……！　そして聖職者という生き物か……！

　俺は戦せん慄りつし、毛皮の下で青ざめた。

　どう考えてもお寒すぎる言い訳だろう。どうしてそこで信じられるんだお前らは。

　いや聖女はまだいい。まだ分かる。だが神父、てめぇなんでそれを信じるんだ。泣く子も黙だまる教会きっての殺さつ戮りく集団、〈女神の浄火デア・イグニス〉の一員だろうが。

　俺が聖女と神父に抱いだいた感情は、もはや理解できないものに対する恐きよう怖ふに近い。

「傭よう兵へい……我輩、どうしてか鳥とり肌はだが」

「それが怖おぞ気けってやつだ。俺もさっきから尻尾しつぽの付け根がむずむずしてしょうがねぇ……」

　ひっしと抱だき合あい、感動の涙──若じやつ干かん一名は噓うそ泣なきだろうが──を流す三人をゼロと並んで遠い目で眺ながめていると、ふと、その輪の外に立っている侍じ女じよに目が行った。

「……いつもああなのか？　あの二人」

　ひきつりぎみに問うと、侍女は明らかに驚おどろいたような顔をして俺おれを見上げた。

　俺に声をかけられるなど、予想していなかったのだろう。普ふ通つうの人間の中には、獣けもの堕おちが人間の言葉を喋しやべれないと信じている奴やつもいるくらいだ。

　怯おびえさせちまったか？　悪い事したな。

　無視されても良かったんだが、侍女は一いつ瞬しゆん言いよどんでから、顔を伏ふせてぼそぼそと答えた。

「……いつもああです。お優しい方ですから」

「お優しいを通り越して、頭大だい丈じよう夫ぶかよ……どう考えても怪あやしいだろう、あのガキ」

　少しは疑えよ、と俺がぼやくと、侍女は小さく肩かたを揺ゆらした。笑ったのかもしれない。

　この女も、ある意味では俺の同類に近いな。まあ、聖女と神父があの調子じゃあ、現実主義者が一人くらい近くにいねぇといろいろと上う手まく回らないだろう。

「それで？　これからどうするんだ？　聖女様よ。聖都に戻もどるのか？　テオがさっき言った通り、馬車は壊こわれて馬も宿屋の主あるじの厩うまやの中だぞ」

　声をかけると、聖女がぱっと顔を上げて「そうでした！」と素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「イデアベルナに行かないと……！　一刻を争うと手紙に……」

　確か、領主の子息とやらが肺を患わずらってると言ってたな。

　地図によると、聖都とイデアベルナは逆方向だ。この辺あたりはイデアベルナより聖都に近いが、それでも一度聖都に戻っていたら確実に領主は喪もに服す事になる。

「どうしましょう……あの、その宿までどれくらいかかります？　宿に行ったら馬を返してもらえないでしょうか……だめなら、せめて宿屋の馬車を貸してもらうとか……」

「宿までは歩いて丸一日。戻ったとしても、馬がお前さんらのだって証しよう拠こはないだろう。馬車本体が残ってれば証拠になるかもしれんが、とっくにバラバラにされて暖だん炉ろにくべられてる」

　そんな、と聖女が泣きそうな声を上げると、神父がその肩を支えた。

「こ、ここからイデアベルナまで歩いてなんて……途と中ちゆうに高い丘おかもたくさんありますし、五日はかかってしまいます！」

「ひとつ前の町に戻りましょう。同じ一日歩くのでも、宿に行くより確実に馬車が手に入ります。そうして、急いでイデアベルナに」

「けど、間に合わなかったら……？　もう、予定より一日遅おくれているのです。その上もう一日遅れたら……小さな子供ですもの、死んでしまいます」

「悩なやんでいる暇ひまはありません。他に方法は──」

「……森を突つっ切きれば、馬車のある町まで半日で行けるよ。イデアベルナにも近付ける方向だし、今から歩けば朝にはつく。そっから馬車を飛ばせば、次の日の昼にイデアベルナだ」

　噓うその涙なみだを服の袖そでで拭ぬぐいながら、テオが横から口を挟はさんだ。

「おれ、道案内もできる。道は危ないけど、おじさんがいれば……」

　獣けもの堕おちの首が高く売れる関係上、俺おれはよく盗とう賊ぞくに狙ねらわれる。

　だが逆に、並の盗賊が獣堕ちを避さけるのも事実だ。獣堕ちを狩かるには、入念な準備と相当の覚かく悟ごが要るからだ。

　少数の訓練された盗賊を引きつけるが、多数の雑ざ魚こ盗賊避よけにはなる。そんな獣堕ちを護衛に選ぶのが適切かどうかは時と場合によるが──現状で考えるなら、まあ、雇やとうのが賢かしこい。

　ゼロは放ほうっておいても殺されるヘマはしないだろうし、神父も護衛の数に含ふくめていいだろう。つまり、護衛の対象はテオと聖女と侍じ女じよの三人か。

　確かに、俺がいれば森をそこそこ安全に突つっ切きれる。

　だが──。

「獣堕ちを護衛にするなんて、とんでもありません！　護衛は私一人で十分です」

　こうくるよなぁ、この神父なら。

　でも、護衛が神父一人で十分だったなら、そもそも盗賊に聖女をさらわれるような事態になってなかったと思うぞ。

　俺が心で思った事を、ゼロがそのまま口にしようとするそぶりを見せたのでそっと口を塞ふさいでおく。この魔ま女じよの口は災いのもとになりすぎる。

「テオさん、といいましたね？　道案内をお願いできますか。このケダモノに雇やとわれているのでしたら、私が雇い直しますので」

　おい神の下げ僕ぼく。少しは口を慎つつしめよ。俺だって傷つくんだぞ。

「おれ、おじさんが一いつ緒しよじゃねぇなら行けないよ。だって盗賊が出たら、神父さんが守るのは聖女様だろ？　次がそっちのねえちゃんで、おれは最後だ」

「そんな……私は全員を平等に──」

「神父様がうそつくのかよ……」

　子供に責めるように睨にらまれて、神父は怯ひるんだ。神父の態度を見ていれば、聖女を最優先で動く事は馬ば鹿かでも分かる。

　聖女が期待するように俺を見た。俺を雇う方向で議論の決着がついたらしい。

　俺は軽く尻尾しつぽを揺ゆらして、その先っぽでゼロを指した。

「俺の雇い主はそっちの女だ。俺の一存じゃ決められねぇよ」

　一いつ斉せいに、視線がゼロに集まった。そもそも、魔ま法ほうの調査でクレイオン共和国に来ている身だ。さらに【ゼロの書の写本】が持ち出された可能性がある現状では、魔法に繫つながっているだろう聖女に近づく理由ができるのは願ったり叶かなったりで、ゼロがこの依い頼らいを断るわけもない。

　それでも、ゼロはもったいつけて考えるような仕草をした。

「さて、どうしたものか……我わが輩はいには我輩の目的があるし、そうそう他人にかまってもいられない。助けてやりたい気持ちもあるが……」

「お、お願いします！　できる限りのお礼はいたしますから、どうか……！」

　聖女が祈いのるように両手を組んでゼロを見る。ゼロは唇くちびるに笑みを刻むと、たっと地面を蹴けって軽やかに俺おれの肩かたに飛び乗った。

「いいだろう。そこまで言われては、我わが輩はいも断れない。その仕事──我輩と、我輩の傭よう兵へいがしかと引き受けた！」

　思いっきり恩着せがましく言う。さすが俺の雇やとい主ぬし。究極に魔ま女じよで、悪女だ。

　聖女が感動したように飛とび跳はねて、きらきらと眩まぶしい瞳ひとみでゼロと俺を見る。

「ありがとうございます！　よかった……本当に……！　よろしくお願いしますね？　ええと……ようへいさん？」

　……ああ。それ、別に名前じゃねえから。

　傭兵は職業であって名前じゃねぇから。

　まあ……別にもう、名前なんぞなんでもいいんだけどよ。







[image: 三章　魔女か聖女か]











１






　ゆらゆらと揺ゆれる焚たき火びを前に、恐おそろしくちぐはぐな六人が集っていた。

　獣けもの堕おちの傭よう兵へいに、魔女、小さな子供と、聖女とその侍じ女じよ──そして神父だ。

　目的地は、クレイオン共和国きっての港町・イデアベルナ。危き篤とく状態だという領主の息子の治ち療りようをするために、一刻も早くイデアベルナに行きたいのだと聖女は言った。とは言え、夜の森を歩くのは並なみ大たい抵ていの事じゃない。道が悪いどころか、道がないのだ。それをまともな明かりもなく歩くのだから、不ふ慮りよの事故も多発する。

　おまけに、聖女達は盗とう賊ぞくに襲おそわれてからこっち、ろくに休んでもいないわけだ。聖女と侍女はもちろん、神父にすら明らかに休きゆう憩けいが必要だった。

「出発は空が白み始めてからだ。それまで休め」

　夜明けまではまだ間があるし、町に着いても早朝では馬車が出せない事もある。

　俺おれの下した決定に神父と聖女はひとしきり抵てい抗こうしたが、侍女が「休憩は必要です」とごく冷静に進言すると聖女が折れた。そうすると、自動的に神父も折れる。

　そんなわけで、六人の大所帯で野宿をする運びになった。

　まさか、獣堕ちと魔女である俺達が、神父を含ふくむ旅の一行に同行する事になるとはな……ゼロに目め配くばせして「絶対に魔女だとばれるなよ」と念を押したが、分かっているのかいないのか、ゼロはいつもと変わらず飄ひよう々ひようとするばかりだ。

　それどころか、教会の教えを説こうとする神父に対して、無知な少女を装ってあれこれと質問を繰くり返かえしている。神父も勉強熱心なゼロに対して悪い気はしないらしく、時には教会批判とも取れるようなゼロの疑問や質問に嫌いやな顔ひとつせずに付き合っていた。

　魔女と神父という立場ではあるが──美男美女だ。どうも、この二人が並んでいるのを見るとあまりいい気分がしない。

　何より俺は、自分の周まわりに他人がいると落ち着けない。

　俺はその場を神父に任せ、集団から少し離はなれた場所にある木に登って野犬や新あら手ての盗賊による襲しゆう撃げきを警けい戒かいする事にした。

　足と尻尾しつぽをだらりと垂らして寝ねそべりながら、警戒もクソもないかもしれないが……まあ、起きてさえいれば他人の接近には気付きやすい。

　遠くにゼロと神父の議論や、テオと聖女の談笑を聞きながら、俺は小型のナイフを取り出して伸のびすぎた爪つめを研いでいた。あまり鋭するどくすると、鞄かばんやら服やらを裂さいてしまうので、先せん端たんは丸くしておいた方が都合がいい。

　九本目の爪を研ぎ始めた辺りで、話し声がやんで焚き火が消えた。

　これでようやく静かになる。十本目の爪を研ぎ終えて、ナイフをしまった。

　と──。湿しめった枯かれ草くさを踏ふむ音が、おっかなびっくりこちらに近づいて来る。

　それと、花を煮に詰つめたような甘あまい香かおり。

「……用足しなら他よ所そでやれよ。人目があるぞ」

　一応、存在を主張しておく。俺おれが先にここにいたのに、覗のぞきだと騒さわがれても気分が悪い。気分どころか、神父がすっとんできて俺を即そく座ざに殺そうとするだろう。

　びくりと肩かたを跳はねさせて、聖女は声のもとを探すように大きく周囲を見回した。

「上だ、上」

　聖女が体ごと首を反らし、枝の上に寝ねそべっている俺を見る。

「傭よう兵へいさん。よかった、そこに……」

　いたんですね、と笑う。

　一応、傭兵は名前じゃないと訂てい正せいしておいたが、他に呼び方の候補もなかったので傭兵と呼ばれる形に落ち着いてしまった。ゼロが俺を下げ僕ぼくにしようと企たくらみ続ける限り、俺の名前は絶対の禁句扱あつかいだ。

「傭兵さんを探してたんです。姿が見えなかったものですから……獣けもの堕おちの人って、みんな木の上に登って寝るんですか？」

「見張りに立ってんだよ。護衛だからな」

　そうですか、と呟つぶやく聖女の声は弱々しい。しばし、話題を探すような沈ちん黙もくがあった。

　何か言いたそうにしているが、口に出す勇気がないような雰ふん囲い気きだ。

「あの……神父様の事、ごめんなさい」

「……なに？」

「悪い人じゃないんです……本当は凄すごく真ま面じ目めで、優しい方なんです。だからわたし、びっくりしていて……あなたに、あんな風にひどい事……」

「なんで聖女様が謝るんだよ。俺をケダモノ扱いしたのは神父で、あんたは違ちがうだろうが」

　でも、と聖女が口ごもった。

「そもそも、気にもしてねぇしな。実際俺はケダモノで、化ばけ物ものだ。今いま更さら腹も立ちゃしねぇよ。特に神父様相手じゃな」

「そんな事ありません……！　化物なんかじゃ……わたし、そんな風に思った事……」

　俺は嗤わらった。聖女様のお優しい心ってのも、ここまでくるとさすがに寒い。

　俺は体を起こして、木の枝から飛び降りる。

　驚おどろいたように小さく悲鳴を上げて、聖女が下がった。

「獣堕ちを化物だと思った事がねぇって？　それはそれは……随ずい分ぶんとおめでたい話だな」

　一歩、距離を詰つめる。聖女は怯おびえたような目をして俺を見た。

「それはな、聖女様よ。ただ、あんたが今まで恵めぐまれてたってだけだ。運よく獣堕ちに襲おそわれた事がないってだけだ」

「傭よう兵へいさん？　わたし……何か気に触さわる事、言いました……？　ごめんなさい、怒おこらせるつもりじゃ……」

「怒っちゃいねぇよ。ただ、こういう性格なんだ。お前さんが善良さをひけらかすのは勝手にしていただいて結構だがな、俺おれはあいにく人殺しの傭兵だ。いい人ごっこに巻まき込こまれるのは迷めい惑わくなんだよ。今回の護衛にしたって、何も善意で動いてるわけじゃねえ。報ほう酬しゆうはキッチリと支し払はらってもらうつもりだ。分かったら、すぐに神父様の所に戻もどる事だな、聖女様。──そんで二度と、人目のない夜の森で、たった一人で獣けもの堕おちに近づこうなんて考えねぇ事だ。冗じよう談だんじゃなく……喰くい殺されるぞ」

　聖女は目をまんまるに見開いて、じっと俺の顔を見たまま目を逸そらさない。

　髪かみと同じ、花弁のような薄うす緋ひ色いろの瞳ひとみだった。いつも不安げに揺ゆれていたその瞳には、今はどうしてか何の感情を見つけられない。

「おい、聞いてんのかよ」

　その顔が、急にくしゃりとほころんだ。

　──笑ったのだ。この状じよう況きようで。

「な、何がおかしい！」

「ごめんなさい……だって、わたしが知っている人と、おんなじような事を言うものだから」

「知ってる人だぁ？」

　くすくすと肩かたを揺らして、聖女は薄緋色の髪を耳の後ろに流した。

　三つ編みにしていたその髪は、ほどくと緩ゆるやかにうねって聖女の指にまとわりつく。

「獣堕ちに一人で近づくなって……それは、わたしが今後、危ない目に遭あわないようにって思ってくれたんでしょう？　自分を悪者に見せてまで……」

「馬ば鹿かよせ、やめろ！　そういう風に言われると俺が善人みたいじゃねぇか！　気き色しよく悪い！」

　慌あわてて怒ど鳴なると、聖女はくすくす笑いをやめて腹を抱かかえて笑い出す。

　完全に、負けた気分だ。

　俺は尻尾しつぽと耳をだらしなくへたらせ、頭を抱えた。ゼロといい、聖女といい──どうも、女にはいいようにやられてばかりだ。アルバスのようなガキにすら手玉に取られている感がある。

「いいから、もう戻って休めよ。あんたの体力が一番心配なんだ」

「……心配……してくださるんですか？」

「ッ──！　だから！　あんたが倒たおれたら結果的に俺が迷惑するからで……！」

　また、聖女が楽しげに笑う。からかわれたのだと気付いて、俺は聖女に背を向けた。

　これ以上聖女に構うのはやめだ。

　木の幹に爪つめをひっかけ、体重をかける。

「……あの」

「なんだよ」

「──奇き跡せきをどこで覚えたのかって……ゼロさんが」

　俺おれは肩かたごしに聖女を見た。

「どうして彼女は……私が誰だれかに習ったと思ったんでしょう……？」

　俺は口を開きかけ、閉じた。焚たき火びの方で動きがある。それに続いて、聖女様、と呼び掛ける男の声。

「──神父が起きたぞ。あんたを探してる」

　護衛対象が寝ね床どこを抜ぬけ出だしたってのに、今まで気付かないんだから間ま抜ぬけな神父だ。

　俺は再び木の上に戻もどり、尻尾しつぽと足をだらりと垂らす。

「……わたし、フェーリアっていうんです。リアって呼んでください。聖女じゃなくて……」

「卑ひ賤せんな獣けもの堕おちが聖女様を愛称で呼んだりしたら、神父が怒いかり狂くるうだろうが」

　あ、とこぼして、聖女は顔を伏ふせる。

「そう……ですね。また、迷惑に……ごめんなさい……わたし……」

　俺は溜ため息いきを吐ついた。

　なんで俺が罪悪感を覚えなきゃなんねぇんだよ……ったく。

「もう戻れよ──リア。神父が怒ど鳴なりこんでくるぞ」

　目に見えて、聖女──いや、リアは表情を華はなやがせた。おやすみなさい、と嬉うれしげに言って、足早に戻って行く。もう一度、俺は深く溜息を吐いて月を仰あおいだ。

　──なんだったんだ？　今のは。あれじゃまるで……。

「随ずい分ぶんと、聖女に気に入られたようだな。傭よう兵へい」

　正面の枝から声が聞こえて、俺は枝の上で跳はね起おきた。

　夜の闇やみに沈しずんだ枝の間に、ゼロの姿を見つけて目を見開く。

　フードをぬいで、完全に顔を晒さらしていた。細い月明かりがその美び貌ぼうを浮うかび上がらせ、俺は慌あわてて目を逸そらす。

　十秒もその顔を見ていれば正気を失いかねない。ゼロの美貌はほとんど凶きよう器きだ。

「いつからそこにいたんだ、お前……」

「聖女が寝床を抜け出すのを見て、様子を見に来た。そうしたら、君が聖女と仲なか睦むつまやかにいちゃついていた」

「どうやったら、あれでいちゃついてるように見えるんだよ……」

　というより、むしろゼロの方が神父といちゃついてたように俺には見えるんだがな。別に、だからどうって話でもねぇが。

「聖女が、リアと呼べと言っただろう。テオが言っていたが。クレイオン共和国では、愛称を相手に伝える事が、友人になりたいという意思表明なのだそうだ」

「ゆ、友人だぁ？」

　思わず声が裏返った。

「聖女が求めて、君は答えた。〝傭よう兵へい〟という呼び名が本名でない以上、それも愛あい称しようと言えるだろう。君は聖女の友となったわけだ……これで、君の友は我わが輩はいだけではなくなった」

「やめろよ。聖女と俺おれがお友達なんて、どう考えても柄がらじゃねぇだろう」

「……聖女の方は、そう思っていないようだがな……」

　ぽつりと呟つぶやく。ゼロにしては珍めずらしく、覇は気きのない声だった。独ひとり言ごとにしても妙みように小さい。

「おい……どうした？　何が言いたい」

「君は……」

　言いかけて、ゼロは急に気を変えて口を閉ざした。

「……聖女は、誰だれかに〝魔ま法ほう〟を習ったらしいな」

　突とつ然ぜん、仕事の話になった。

　一いつ瞬しゆん話題の転てん換かんについていけなかった俺の隣となりに、ゼロが枝を渡って移動してくる。

「我輩は、聖女に〝どこで覚えたのか〟と聞いたのだ。だが聖女は、〝なぜ誰かに習ったと思ったのか〟と考えた。つまり、誰かに魔法を教わったのだ。──そして、それを魔法だと気付かれないようにする術すべも」

　ゼロが隣に座ると、枝が軽くしなって音を立てた。辛かろうじて枝にしがみ付いていた茶色い葉っぱが、ついに力ちから尽つきてはらはらと地面に落ちる。

「我輩は、聖女がなんの魔法を使ったのか分からなかった。守護の章である事は間ま違ちがいないだろうが、聖女は魔法を使うのに呪じゆ文もんの詠えい唱しようも、贄にえも、身み振ぶりすらも必要としていない。どれほど才能があったとしても、もはやなんとなく覚えて使ってみたという領域ではない」

「本当に神の奇き跡せきなんじゃねぇのか？」

「その可能性も考えた──そもそも、奇跡はいかにして起こるのかという事もな」

「説明できるのか？」

　魔ま女じよであるゼロが、奇跡のなんたるかを語るとは面白い。俺が笑うと、ゼロは「たぶんな」と曖あい昧まいに答えた。

「神父の話を聞いて立てた仮説でしかないし、十三番ならば、明確な事実以外を口にするべきではないと言うのだろうが……」

「是ぜ非ひとも、ご高説を賜たまわりたいもんだな。泥どろ闇やみの魔女様よ」

　恐おそらく、とゼロは前置きして、少しだけ声を低くした。

「奇跡も、魔法も──根本的には同じものだ」

「そりゃまた……神父に聞かれたら究極にやばそうな仮説だな」

「魔法とは、悪あく魔まに贄を捧ささげ、言こと霊だまをもって超常現象を引き起こす技術だ。──だが熟練さえすれば呪文は心で唱えるだけでよくなる。特別な贄を必要とする魔法は多いが、魔ま力りよくを消費するだけで使える魔法も同じく多くある。そして我々魔女は、教会の信しん奉ぽうする女め神がみも悪魔の一種だと考えている」

　悪あく魔まと、呪じゆ文もん。

　神と、祈いのり。

　表現している言葉こそ違うが、図式は確かに同じだ。

「奇き跡せきとはつまり、偶ぐう然ぜんにも神への魔ま法ほう的てきな働きかけに成功し、超常現象が起きてしまった事象を指すのだと我わが輩はいは考えている。だから確かに、聖女が使っている奇跡が【ゼロの書】による魔法でない可能性もある──否いな、あった」

　だがリアが、〝なぜ奇跡を誰だれかに習ったと思ったのか〟と俺おれに質問した事で、その可能性は消えたわけだ。

　リアは誰かに魔法を習った。

　ゼロが魔法の技術書である【ゼロの書】を書き上げ、それを十三番がウェニアス王国に持ち込んだのが十年前だ。そして魔法の習得にかかる時間は、平均して五年前後。

　リアが魔法を覚えるまでの期間を逆算すると、五年前には何者かがクレイオン共和国に魔法を持ち込み、リアに教えたって事になる。

「しかし……恐おそろしくギリギリだな。才能があれば早く覚えられると言っても、五年で覚えて、即そく座ざに他の人間に教えるなんて芸当ができるのか？」

「可能性は低いが……できなくはない。元々高名な魔ま女じよであったなら、魔法の習得も早いだろうし、教える魔法も一つに絞しぼれば短期間で熟練できる。──つまりこの国にはもう一人、魔法に長たけた者がいる」

　リアに魔法を伝えた、誰か。

　そいつがまだクレイオン共和国にいるのなら、見つけ出す必要があるだろう。そいつが写本を持っているかもしれないし、持っていないにしてもなんらかの情報が得られるかもしれない。

　だが、妙みように引っ掛かるものがあった。

「……なあ、魔女さんよ。リアや、リアに魔法を教えた誰かだが……問題を起こしてるわけじゃねぇよな？」

「問題？」

「リアは魔法を使って人を治ち療りようしているだけだし、つまりリアに魔法を教えたどこかの誰かってのも悪人とは言えないだろ？　放置していいんじゃねぇのか、これ。魔法を人の役に立てるってのは、そもそもお前が望んでた魔法の使い方だろ？」

　魔法が悪用されていて──例たとえば人を襲おそっているとか、国の転てん覆ぷくを企たくらんでいるとかいう状じよう況きようだったら黒幕を見つけなければとも思うが、あのおっとりした雰ふん囲い気きで人を救ってるリアを見ると「別にほっといてもいいんじゃねえか？」という気持ちになってくる。

　盗とう賊ぞく達はリアを魔女と呼んでいたし、聖女の影えい響きようで医者が減っている事を考えれば良い事ばかりではないのかもしれないが……。

　俺には、それがリアのせいだとは思えない。魔法で何か事件が起こったとしても、それがゼロのせいだとは思えないのと同じように、だ。

　するとゼロは少しだけ、どこか困った風に微笑ほほえんだ。

「確かに……まだ、問題は起こっていない。かもしれないな。……だが、状じよう況きようは常に移り変わる。今が良くても、明日はどうなるか分からない」

「傷を治す魔ま法ほうで戦争が起こるかよ……傷薬で人を殺せるかって話だろう？」

　それはさすがに、心配のし過ぎというものじゃないのか。

「それに、本当に危険だと思ってるなら、リアの魔法を〝却きやつ下か〟すればいいじゃねえか」

「それをしてしまっては、聖女に魔法を教えた人間を警けい戒かいさせる事になるだろう」

「写本の情報が得られなくなるってか？　だが、そもそも写本があるかも曖あい昧まいなんだろ？　だったら大人しくアルバスの手紙を待って、しばらくは気楽に観光でもしてた方がよくないか。少なくとも、あの神父と一いつ緒しよに行動するよりはそっちの方が賢かしこいと思うがな」

「そういうわけにはいかない。聖女は我わが輩はいの作った魔法を使っているのだ」

　だから？　と俺おれが問うと、ゼロは俺の尻尾しつぽを摑つかんで引き寄せた。

「我輩は見極めなければならないのだ、傭よう兵へい。聖女が魔法をどう使っていくつもりなのか。聖女に魔法を伝えた者は、何を思ってそれを伝えたのか。魔法は確かに便利だが、使い方を誤ればあらゆる者に危険が及およぶ。守護の章の魔法さえ、完全に安全とは言えないのだ。それを理解せぬまま扱あつかうには、魔法はあまりに強力過ぎる」

「見極める、ねえ……」

　俺は腕うでを組んで月を仰あおいだ。考えたり、見極めたりなんてのは俺の専門外だ。

「まあ、お前がそう言うんなら、俺は従うけどよ。それが俺の仕事だからな。──すぐに夜が明けるぞ。お前も寝ねとけ」

　言って、俺は木の枝に寝ね転ころがった。すると俺の体の上に、ゼロがよじ登ってくる。

「おい、焚たき火びのところで寝ろよ」

「いやだ。焚き火は消えているし、こっちの方が温かい」

「乗られたら俺が重いだろうが」

「乗らなければ我輩が寒いだろうが」

　俺の口調をまねして言って、ゼロは笑った。

　そのまま地面に落とそうかと思ったが、あっという間に俺のマントに包まって完全防護の姿勢を取られてしまったので、仕方なくそのまま夜明けを待った。





２






　朝日と共に、全員を起こして出発した。

　捕とらえた五人の盗とう賊ぞく達はきちんと木に縛しばりつけ、手の届く位置にいくらかの水を置いておいてやる。テオが少し気まずそうにしていたが、盗とう賊ぞく達はテオに何も言わなかった。

　テオが自分達の一味だと騒さわぎ立ててもよさそうな気がするが、全員同じ刺青いれずみを入れている事を考えると、仲間思いで結束力の強い盗賊なのかもしれない。

　先頭はテオと俺おれで、しんがりを神父に任せる。その間を女三人に歩かせた。

　ゼロがいつものように「歩くのが面めん倒どうだ」とぶつくさ言っていたが、さすがに森の道なき道を歩くのにゼロを抱かかえては歩けない。歩けるだろうが、歩きたくない。──運動神経というものをどこかに置き忘れてきたリアを連れている現状では尚なお更さらだ。

「聖女様、そこに木の根が埋うまってます。つまづかないように──」

　つまづく。

「聖女様、そこ、動物が掘ほった穴がありますので気を付けて──」

　はまる。

「せ、聖女様！　川に落ちないようにゆっくり──」

　落ちる。

　──なんで眼帯をしてる神父に察知できる障しよう害がい物ぶつが、リアには感知できないんだ？　そして、なんで忠告を受けてるのに避さけられないんだ。行程の半分も進まない内に、リアは見るも無残な姿に成り果てていた。服は破れて汚れて濡ぬれているし、リア本人も傷だらけだ。

　それでも泣きごとを言わずにいるのだから健けな気げと言えば健気だが、大事な聖女様が何かやらかすたびに侍じ女じよと神父が騒ぐので、まったく予定通りに進まない。

「これほどまでに運動神経の鈍にぶい者が世の中にいるとは……我わが輩はい、少し驚おどろいた」

「ありゃ真性にダメな奴やつだな……まじめにやるほどダメな奴だ……」

　いるんだよな、たまに。哀あわれになるくらい鈍いのが。

「おじさん、この調子じゃ半日で着けないよ。倍くらいかかってる」

「だろーなー。まーそんな感じはしてたよなー」

　仕方ない。

　俺は川にへたりこんだまま、神父の肩かたを借りてどうにか立ち上がろうとしているリアに歩み寄った。神父が露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をするのを無視し、川から引っ張り上げる。──そのまま、肩に担ぎ上げた。

「きゃ……よ、傭よう兵へいさん!?」

「俺が運ぶ。そっちのが早い」

「貴様──聖女様に対してなんという無礼を……！」

「じゃお前が運ぶか？　聖女様を抱えて、俺より早く歩けるのかよ、神父様。これ以上時間かけてたら領主の子供とやらが死ぬって話じゃなかったか？　仕事でやってるんだがな、俺は」

　苦々しげに神父は歯は軋ぎしりする。だが、その歯の隙すき間まから反論は出てこない。

「獣けもの臭くさくて不ふ愉ゆ快かいだろうが、少し我が慢まんしてもらうぞ。落ちないように首に摑つかまってろ」

　これはリアに対して言った。リアは一いつ時とき俺おれの腕うでの中で落ちつかなそうにそわそわと暴れていたが、俺の言葉に頷うなずいて大人しくなる。

「……ふかふか」

　おずおずと俺の首に手を回し、リアは小さく囁ささやいた。

「あったかい」

　俺の首に回された細い腕に、少しばかり力がこもった。ゼロが寝ね床どこの環かん境きようにうるさいので、最近毛皮の手入れには気を遣つかっている。聖女様にもお気に召めしていただけたらしい。

　ふと、横顔に視線を感じた。何かと思って振ふり向むくと、ゼロが明らかに不満そうに俺を見ている。

「……なんだよ？　どうした」

「我わが輩はいが抱かかえて歩いてくれと言ったとき、君は嫌いやだと断った……」

「当たり前だ。お前は自分で歩けるだろうが」

「しかし……」

　一いつ瞬しゆん、言いよどむ。いつも自信に満ちているゼロにしては珍めずらしい。

「君は我輩の傭よう兵へいだろう……？」

「ああ……それが？」

「だから……！　いや、だから……ではないな……しかし……つまりだな……」

「つまり？」

　沈ちん黙もく。

　ゼロはますます不満そうに顔を顰しかめて、ぷいと顔を逸そらして歩き出した。

「……なんでもない」

　質問に答えなかった。というより、答えられなかったような態度だ。──昨晩も感じた事だが、言いかけて途と中ちゆうで黙だまったり、質問に答えられなかったりと、実にゼロらしくない。

　この状じよう況きようじゃ、俺がリアを抱えて歩くのが最善だとゼロにも分かっているだろうに──俺がゼロを抱えて歩かない理由だって理解していたし、納得もしていたはずだ。

　ぶつぶつと文句を言っていたのだっていつもの戯ざれ言ごとだ。それほど長い期間とは言えないが、それでも四六時中一いつ緒しよに行動してるんだ。ゼロの本気と戯言くらいはさすがに見分けられる。

　だというのに、今の態度は明らかにおかしい。

「おじさん……あんた、悪い男だなぁ……」

「はぁ？」

　しみじみとテオが言って、俺に質問を許さずたったかとゼロの後を追いかけていってしまう。

　俺が首を傾かしげて立たち尽つくしていると、「ぐずぐずしないでとっとと歩きなさい」と神父にケツを蹴けり上あげられた。

　──納得いかねぇ。いろいろと。




　リアを抱かかえて歩き始めると、当然の事ながらぐっと調子が上がった。

　テオと神父は元々運動能力が高いし、ゼロは運動不足と怠たい惰だのせいで普ふ段だんだらだらと動くが、決してとろいわけではない。侍じ女じよもそつなくついてくる。

　リアのせいで遅おくれた分を取とり戻もどすのに、それほど時間は掛からなかった。

　途と中ちゆう、どこかでナイフを落としたらしい事を除けば特に何の問題も起こらず、日が昇のぼり切る頃ころには森を抜ぬけ、街道に出られた。ここまで来ればもう道案内は必要ない。

　テオにいくらか金を握にぎらせて町へと先行させ、馬車を調達するように言いつけると、町に着く頃には入り口に馬車が待っていた。相変わらず、見事な手て際ぎわだ。

　しかも獣けもの堕おちにも怯おびえない、騎き士し団だん払い下げの馬が引く見事な荷馬車を調達してきたあたり、何かにつけて抜け目ない。

「こっからは馬車だ。御ぎよ者しやに飛ばせと言ってあるから、予定と同じか、少し遅れたくらいでイデアベルナに着けるだろう」

　リアの体を馬車の荷台に下ろす。よほど毛皮が気に入ったのか、一いつ瞬しゆん離はなれたくなさそうな態度を見せたが、すぐに顔を真っ赤にしてぱっと離れた。

「あ、ありがとうございました……わたし、重かったでしょう……？」

「まぁな」

　素直に答えると、リアはますます赤くなる。泣きそうな顔をして唇くちびるを少し嚙かみ、弱々しく俺おれの胸を殴なぐった。

「いじわる……！」

　……なんだ？　今、ちょっとぐっと来たぞ。

　間ま抜ぬけ面づらでリアの赤い顔を見下ろしていると、突とつ然ぜん、ゼロがわざとらしく咳せき払ばらいをした。はっとして視線を向けると、ゼロが俺をじろりと睨にらんでぐいぐいと押しのけようとしてくる。

「な、なんだよいきなり……」

「我わが輩はいも馬車に乗るのだ。君の図ずう体たいが邪じや魔まなのだ」

「ああ……そう」

　大人しく横にずれる。だが、ゼロは俺を睨んだまま動かない。

「どした？　乗れよ」

「……我輩の事は、抱だいて馬車に乗せてくれないのか？」

「っは、ガキかよ」

　思わず軽く噴ふき出だすと、ゼロがぐっと拳こぶしを握にぎり締しめた。殴られるかと思い、一歩下がる。

「……もういいっ！　──神父、手を貸してくれ」

　指名されて、神父は文句も言わずにゼロに手を貸す。

　ゼロは神父の手をしっかりと握り、肩かたに体重を預けて馬車に乗り込んだ。

　──って……おいこら。何も手を貸さないとは言ってねぇだろうが。何を怒おこってんだよ。

「やったぜぇ！　聞いてよおじさん！　獣けもの堕おちが護衛につくなら、ちょっと危ない近道の方を通ってくれるってさ」

　御ぎよ者しやと話をしていたテオが、嬉うれしそうに飛とび跳はねながら駆かけてきた。

「えらいっしょ。おれ、役に立つぅ！」

「おー、偉えらいぞテオ。お前は役に立つ」

　実感を込めて頷うなずきながら、テオの頭をわしわしと撫なでた。「おじさん、手がでけぇよ」と笑ったテオを抱だき上げて、そのままぽいと荷台に放ほうり込む。その近くに突つっ立たっていた侍じ女じよもついでに荷台に乗せてやり、最後に俺おれが乗り込んだ。

「道が悪いから、かなり揺ゆれるぞぉ。みんなちゃんと摑つかまっとけぇ」

　御者が忠告して、馬車を走らせる。途と端たんに揺れ始めた馬車に、案の定リアが大きくよろけ、危なく馬車から落ちかけた。

「せ、聖女様！」

　慌あわてて神父が立ち上がりかけたが、俺の方が近いし早い。腕うでを摑んで引っ張り戻もどし、そのまま俺の足の間に座らせた。

「貴様──今すぐ聖女様から離はなれなさい！」

「黙だまってどっかに摑まってろよ、神父様。聖女様は俺が支えてる。──悪いな、聖女様。嫌いやだろうがこれが一番安全なんだ。神父の体重じゃ、へたするとお前さんと一いつ緒しよに落ちる」

　案の定喚わめき始めた神父を牽けん制せいし、俺は全身を緊きん張ちようさせているリアに、できるだけなんて事なく聞こえるように言った。正直な話をすれば、俺だってやりたくないんだ。だが、疾しつ走そうする馬車から落ちれば、悪くすれば死ぬ。

「け、けど……わたし、あの……」

「いいから黙って支えられてろ。舌嚙かむぞ」

　はい、と呟つぶやき、リアは黙る。神父も致いたし方かたなしと納得したらしい。

　ふと視線を感じて、ゼロを見る。一いつ瞬しゆんだけ目があったが、ゼロの方から露ろ骨こつに視線を逸そらされた。……なんだ？　馬車に乗せてやらなかったのを根に持ってんのか？

　ガキかよ、と。心の中でもう一度笑っておく。まあ、放っておけばいつもみたいにケロっと忘れるだろう。




　道中で夜を迎むかえ、一夜を野宿で過ごし、翌朝早くからまた馬車を飛ばした。

　跳とぶように過ぎる景色の中に、潮の香かおりが混ざり始める。

　長年穴ぐらに引きこもっていたゼロは海を見た事がないので、かぎ慣れないその香りにそわそわしている。

　だらだらと続く丘を上り切って視界が開けると、視界を埋うめ尽つくす青が地平線の彼方かなたまで広がっているのが見えた。

　海だ。相変わらず、でかくて青い。

　その海岸線に沿うように広がる町がある。あれが──港町イデアベルナ。

「凄すごい！　船がたくさんあるぞ、傭よう兵へい！」

　ゼロがはしゃいで馬車から身を乗り出した。テオも一いつ緒しよに身を乗り出して、「すげーだろ」とまるで自分の物を自じ慢まんするように笑う。

　無数の船が居並ぶ港に目を凝こらせば、目め一いつ杯ぱいに帆ほを張った巨きよ大だいな帆はん船せんが、波を蹴け立たてて出港して行くのが見える。

　かと思えば、荷物を満まん載さいした小さな船が、忙しそうに港へと滑すべり込こんで来る。

　海から引き込んだ運河がイデアベルナの町のあちこちに血管のように広がり、そこに色とりどりの日よけを張った小船が木の葉のように揺ゆれているのが見えた。

「あれ、全部露ろ店てんなんだぜ。大きい船から小さい船に荷を積んで、運河で移動しながら商売すんだ。珍めずらしい果くだ物ものとかさ」

「珍しい果物だと……？　なんと、興味深い……我わが輩はいも食べたい！」

　力を込めてゼロが言うと、潮風を受けて馬が小さくいなないた。

　馬車がゆるゆると丘おかを下ると、街道に人だかりができているのが見えた。おそろしく立派な馬車も見てとれるので、恐おそらく聖女の到とう着ちやくを歓かん待たいする集団だろう。

　日はまだ十二分に高く、この時ばかりは、神父の顔にも穏おだやかな安あん堵どが広がっていた。
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「いやあ、ありがたい！　本当にありがとうございます、聖女様！　聖都からこのような辺境の港町にわざわざおいでくださって……！」

　クレイオン共和国きっての港町・イデアベルナへと続く街道で、聖女の到着を待ちわびていた領主の一団に取り囲まれた。

　粗そ末まつな荷馬車から下りると領主と思おぼしきヒゲの大男が駆かけ寄よってきて、どういうわけかはっしとゼロの手を摑つかむ。

「お目にかかれて光栄です聖女様。──しかし、なんと……噂うわさ以上にお美しい……」

「我輩は確かに美しいが、我輩は聖女じゃない。むしろその対極に位置する存在と言っていい」

　ばか、余計な事を言うんじゃねえよ。慌あわてて睨にらむと、ゼロはぷいと俺おれから視線を逸そらす。

　なんなんだよ、さっきから。

「聖女はあっちの巨きよ乳にゆうだ」

　ゼロがつまらなそうに、リアの方へと視線を投げる。

　すると、うっとりとゼロに魅み入いっていた領主がはっとして目を見開き、瞬しゆん時じにゼロから離れてリアの手を握にぎりなおした。

「おお、こちらでしたか！　これは失礼いたしました。あまりに清せい楚そなたたずまいであったため、私の邪よこしまな目が見誤ってしまったようですな……しかし、聖女様もやはりお美しい」

　いっそ清すが々すがしいまでに、完かん璧ぺきな女たらしだ。

　初老と言ってもいい年ねん齢れいだろうに、鍛きたえ上あげたその体には精気に満みち溢あふれている。こういう雰ふん囲い気きは船乗りに多い。港町の領主だけあって、領主も八割がた船乗りだろう。

「さぁ、どうぞ馬車にお乗りください。面めん倒どうな手続きは一切省略して、我が城へとご案内いたしましょう。もちろん、お連れの方もご一いつ緒しよに」

　そうは言っても、獣けもの堕おちの俺おれが領主の用意した馬車に乗れるわけもない。

　リアとその侍じ女じよ、神父と──そしてなぜかゼロが領主の馬車に乗り、俺とテオは今まで乗っていた荷馬車で領主の馬車を追いかける形に落ち着いた。

　ゼロは俺と荷馬車に乗ると言わなかったし、俺もゼロを荷馬車に乗せようとしなかった。

「おじさんさぁ……」

　荷馬車にゴトゴト揺ゆられながら、テオが呆あきれたような声を出す。

　俺は潮の匂においに鼻をひくつかせながら、耳だけをそちらに向けた。

「おじさんの雇やとい主ぬしはゼロなんだろ？　なんで聖女様にばっかり優しくするわけ？」

「聖女を運んでやった事言ってんのか？　あの状じよう況きようじゃしょうがなかっただろうが」

「馬車でもずーっと支えてやってたじゃん。ゼロ、ずげー嫌いやそうな顔してたぜ？」

「あの女は馬車から落ちるようなヘマしねぇだろうが」

「そうかもしんないけど、だったらちゃんとゼロに気を遣つかうとかさぁ」

「悪いがお前が何を言ってるのか俺にはさっぱり分からんぞ」

「あーもう！　女心ってもんを分かれよなぁ！」

　分かるかよ、そんなもん。そもそも女と接せつ触しよくした事がほとんどないんだ。

　ゼロがその、女心なるものを持っているのかも疑問だ。基本的に理り詰づめで生きているゼロの得意技は、俺の感情論をばっさりと切り捨てる事なわけだから。

「とにかく！　町についたらゼロにちゃんと優しくしろよ。これはダチとしての忠告だかんな」

　いつの間にお前は俺のダチになったんだ？

　ふと疑問に思ったが、否定する必要もない気がしたので黙だまっておいた。かなりのところで、俺はテオを気に入っているらしい。




　ほどなくして、馬車はイデアベルナの門をくぐった。

　町並みとして特とく徴ちよう的てきなのは、やはり普ふ通つうの道と同じように存在する水路だろう。その水路をただよっている小船は、扱あつかっている商品の種類によって船に張る日よけの色を変えているらしい。

　一番数が多いのは赤い日よけの船──どうやら、食べ物だ。

　水路を行き来する小船と、小船で買い物をする町の住民。船で着いたばかりらしい、うかれた様子の旅行者や旅人の存在で、町は活気に満みち溢あふれていた。

　ゼロがこっちの馬車に乗っていたら、間ま違ちがいなく馬車を飛び降りて町の散策に乗り出していただろう。

「……なあテオ。イデアベルナの名物って知ってるか？」

「色々あるよ。外国の人は巨きよ大だい海え老びのケルザスを食いたがるけど、やっぱフルゴルが最高だよ」

「魚か？」

「そう！　でーっかい魚で、いろんな料理に使われてるんだ。フルゴルってだけならそう珍めずらしくもないけど、イデアベルナはそれが生なまで食べられる」

「魚を……生で……？」

「美う味まいんだよ。柔やわらかくて、甘あまくてさ。おれもさ、イデアベルナに来たときは捨てられてる骨とか拾ってきて、ちょっと残ってる身をこそいで食べたりするんだ」

　そこまで説明したテオの表情が、急にいやらしく歪ゆがんだ。

「ははぁん……？　なんだよ、食い物でゼロの機き嫌げん取るつもり？　分かってねぇなあ、おじさん。女つったらヒカリモノだろ！　ヒカリモノ！」

「宝石の話か？　残念ながら、あの女にその手は通じねぇぞ。すでに腐くさるほど持ってるからな」

　分かってないなぁ、とテオはそばかすの散った鼻をこする。一体俺おれが何をそんなに分かってないというのか。そしてお前は一体何をそこまで分かっているというのか。

　だが、自信満々に言われるとそんなもんかとも思ってしまう。とにかく俺は女に疎うとい。

「すでに持ってるとかじゃなくて、男に贈られるのが嬉うれしいんだろ？　大事なのは物を贈る気持ちだよ、きーもーち」

「気持ちの問題なんだったら、食い物でもいいだろうよ」

「形に残るものがいいんじゃんか。ほんっとにもー朴ぼく念ねん仁じんだなぁ！」

　朴念仁って……。

　どこでそんな古ふる臭くさい言葉を覚えたんだ、このガキは。

　俺は溜ため息いきを吐ついて再び町並みに目を向けた。よく日焼けした海の男達は、全身にほどこしたありとあらゆる刺青いれずみで己を主張している。よく目にするのはやはり女め神がみだ。それに次いで碇いかりと鎖くさり──あと、珍しいので言えば山や羊ぎだろう。

「……山羊？」

　細部は違うだろうが、確か盗とう賊ぞく達も山羊の刺青を入れてたな。盗賊団特有の図ず柄がらだと思っていたが、クレイオン共和国の象しよう徴ちよう的てきな図柄なのかもしれない。

「……テオ。お前、山羊の刺青入れてるか？」

　何気なく聞いた。

「入れてないよ」

　テオの答えも何気ない。それから、ふっと失笑のような笑いを零こぼした。

「おじさん、俺おれが盗とう賊ぞくの雑用してたから、俺にも山や羊ぎの印があると思ったんだろ？　逆だよ。山羊の印のある奴やつが盗賊になるんだ」

「はん？」

「ロータス砦とりでにはね、山羊の印がある奴が集ってくるんだ。噂うわさを聞いたり、誰だれかが連れてきたりして」

「どういう集団だよ……それに、お前は刺青いれずみを入れてないんだろ？」

「おれはね。けど、母ちゃんが入れてたから」

「ああ……母親が盗賊になったから、お前も自動的に……って事か」

　つまり、テオの母親は今も盗賊団にいるって事か？

　だが、テオは「聖都の近くにある家に帰りたいから、聖都まで連れて行って欲しい」と俺に頼たのんだはずだ。テオの母親が盗賊団にいるなら、その家ってのは一体──。

「……待てよ。聖都の近くの家って……まさかロータス砦の事言ってたのか!?」

　盗賊団のアジトは、確か聖都アクディオスの近くにあるというロータス砦だ。そこにテオの母親がいるというなら、テオの家はロータス砦という事になる。

　そういう事、とテオは笑う。

　つまり馬車の暴走で盗賊達からはぐれたテオは、一人でロータス砦に戻もどろうとしていたのだ。

「今いま更さらだが、絶対に神父にはばれないようにしろよ……？」

「だーいじょうぶだって。それにさ、別にもう、ロータス砦には戻らなくてもいいかなって思ってんだ」

「母親が待ってるんだろ？　戻ってやれよ」

「ううん……待ってないよ、もう。それに、やりたい事あるんだ、おれ。ロータス砦にいたらできなさそうだし……」

「やりたい事って？」

「それは内ない緒しよ！　お願い事は、人に言うと叶かなわなくなるって母ちゃんが言ってたからな」

　その時、馬が高くいなないて馬車が止まった。前の馬車──ゼロや聖女が乗っている馬車だ──が止まったせいだ。

　何事かと身を乗り出してみると、まだ少女と言える年とし頃ごろの女が一人、馬車が進むのを妨ぼう害がいするように両手を広げて立っている。御ぎよ者しやがすかさず御者台から飛び降りて、女をどかそうとするが、女は全身で踏ふん張ばって動こうとしなかった。そして、叫さけぶ。

「──どうしてですか、領主様！」

　腹の底から湧わきあがる、怒いかりの声だった。なぜ裏切ったと叫ぶような、信じていたのにと泣くような、道行く人が足を止めずにはいられない、そんな声だ。

　御者が女を黙だまらせようと、その口を手で覆おおう。だが、女はその手に嚙かみついて振ふりほどき、馬車に向かってまた叫さけんだ。

「なんでそんな魔ま女じよを城に入れたりするんですか！　あたしの父さんはその魔女のせいで死んだのに！　一いつ緒しよに泣いてくれたのは噓うそだったんですか？　聖女を騙かたる魔女なんか許さないって言ったのは噓だったんですか？　あなたも結局そうやって、自分が困ったらそんな得え体たいの知れない女に頼たよるんですか！　答えてください──トーレス様！」

　聖女を騙る魔女──リアの事だ。

　女が馬車を睨にらむその目つきが、リアをさらい、魔女と罵ののしった盗とう賊ぞく達の目つきと重なる。

　リアのせいで、あの女の父親が死んだ？　──なぜだ。治ち療りようをする事しかできないはずのリアが、どうやって人を殺したってんだ？

　医者が減って、そのせいで治療が遅おくれたという事か？

　テオの父親と同じように。

　俺おれはゼロの姿を探して、前に止まっている馬車を見る。

　すると勢いよく馬車の戸が開き、領主が大おお慌あわてで飛び降りてきた。

「パーセル！　なんという……馬ば鹿かな事を──！」

　御ぎよ者しやに腕うでを摑つかまれたまま、女は目に涙なみだを溜ためて領主を睨み付けた。膝ひざを震ふるわせ、どうにかその場に崩くずれまいとするように唇くちびるを引き結ぶ。

「馬鹿はあなたの方です！　魔女なんかに惑まどわされて……トーレス様ともあろうお方が！」
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「口を慎つつしめパーセル！」

　領主は女の胸倉を乱暴に摑つかんで、御ぎよ者しやの手からもぎ取るような勢いで細い体を引き寄せた。ひ、と女の喉のどから怯おびえたような悲鳴がこぼれる。

　お互いの額を突つき合あわせるようにして、領主は恐おそろしく真しん剣けんな顔で女を睨にらんだ。

　唇くちびるが動く。低く押し殺した声は聞き取れなかったが、俺おれの目が確かならこう言っていた。

「──私を信じろ」

　その一言で、引きつっていた女の表情がすっと和らぐ。

「そして──」

　領主は神父が馬車から降りて来たのを見計らい、長い腕を振り上げた。

「歯を食いしばれ！　この不信心者がぁ！」

　女の頰ほおを張った。

　ぱん、と小気味のいい音が弾はじけて、女はその場に崩くずれ落おちる。

「ご……御領主様！」

　慌あわてて叫んだのは神父だった。

　目は見えていないはずだが、音だけで何が起きたか察したのだろう。

「民が聖女様に疑心を抱いだくのは、いたしかたのない事です。確かに許される行為ではありませんでしたが、歳とし若い女性に暴力など──」

「いやいや、神父殿。教会と聖女様への冒ぼう瀆とくは、下へ手たをすれば死罪に繫つながる。公衆の面前で聖女様を魔ま女じよと罵ののしった以上、あの程度の罰ばつは必要です。──ですからどうか、何も聞かなかった事にしていただきたい。あれは我が城の庭師の娘でして、最近父を亡くして平静を失っているのです」

　神父は短く祈いのりの言葉を口にする。

「誰だれかの責任にしなければ、親しい人の死を受け入れられない──私にも経験があります」

　倒たおれた女を助け起して、神父は穏おだやかに微笑ほほえんだ。

　いかにも、慈じ悲ひ深い聖職者って感じだ。

　前にリアが「優しい方なんです」とか言っていたが、実際、獣けもの堕おち以外には穏やかで優しい性格なのだろう。それが「獣堕ちは人間じゃない」とまで言い切るほど冷れい酷こくになれるんだから、教会の教えってのは恐ろしいもんだ。

　と言っても、教会の人間のほとんどは「生前の罪を悔くい改あらため、奉ほう仕しに尽つくし穢けがれた魂たましいを清めよ」とか言うくらいで「即そく座ざに死ね」なんて態度は取らないのが普ふ通つうなんだが……。

「いつか死を受け入れ、乗り越えられる日がくるでしょう。あなたに神のご加護があらん事を」

　お決まりの祈りの言葉を吐はいて女を馬車の前から下がらせ、神父は領主と共に馬車へと戻もどって行った。




　馬車はその後、滞とどこおりなく城へと到とう着ちやくした。城は海のすぐ近くに建っていて、乳白色の岩がん壁ぺきが遠目にもよく目立つ。海風で金属が錆さびるせいか装そう飾しよくは極きよく端たんに少ないが、むしろそれが、風になびく旗に描えがかれた海と船の色合いを引き立たせていた。

　リアが領主の息子を治ち療りようしている間、俺おれとテオは別室に通される。

　テーブルが一つと、椅い子すが四つあるだけの狭せま苦くるしい部屋だ。壁かべも床ゆかも剝むき出だしの石材なせいで、牢ろう獄ごくのようですらある。

　ゼロはリア達と同じ馬車に乗っていた関係上、治療の場についていく流れになったのだ。

　それでようやく、俺はゼロの意図に気付いた。

　ゼロはもう一度聖女の奇き跡せきを間近で見て、魔ま法ほうの正体を探るつもりだったのだ。

　領主の息子の治療に獣けもの堕おちの俺が立ち会うわけにはいかないが、ゼロならば許される可能性があり、そして実際許された。

　俺があれこれと詮せん索さくすれば神父と衝しよう突とつするが、ゼロが無知なふりをして質問すれば、神父もリアも聖人根性を発揮していろいろ教えてくれるだろう。だからリア達の馬車に当然のような顔をして乗ったのだ。さすがは魔ま女じよだ。抜ぬかりない。

　そして、テオは領主達と別れて俺と二人きりになるなり、領主への文句を口にし始めた。

「あーあ。やなもん見た。なんだよ、あいつ。領主だからって偉えらそうにさ。ちょっと聖女の姉ちゃんを魔女だって言ったからって、あんなに強くひっぱたくなんて！」

　いかにも子供らしいものの見方に、俺は苦笑いした。

「そうじゃねえよ、テオ。領主はむしろ、あの女をかばったんだ」

「何言ってんだよ。思いっきり叩たたいてたじゃねえか！」

「領主が真っ先にあの女を引っぱたいて罰ばつを与えたから、後から出てきた神父が何も言わなかったんだ。それに、領主はそんなに強く叩いてなかった。音は派手だったがな」

　金持ちをかばうのかよ、とテオが頰ほおを膨ふくらませる。

　金持ちだからどうのって話じゃないんだが……。少し考えて、俺は両手を開いて手の平を打ち合わせた。つまり拍手だ。ぱん、と威い勢せいの良い音が弾はじけて、テオがびくりと飛とび跳はねる。

「な、なんだよ」

「これが、領主がさっきの女にやった事だ。音はでかいが、一発ならさほど痛くない」

　テオは顔を顰しかめて、ぱん、と自分も両手を打ち鳴らしてみる。小さな手の平は少しだけ赤くなったが、痛みも赤みもすぐに引く事をテオは理解しているだろう。

「……けど顔を叩くのは、手を叩くのと違ちがうだろ？」

「そうだな。──だから領主は平手で叩いた。本気で罰を与えるためなら、拳こぶしで殴なぐってもよかったんだ。棒で叩いてもよかったし、教会を冒ぼう瀆とくしたと言って牢獄に入れてもよかった」

　だが、領主はそれをしなかった。平手一発で全すべて終わらせるために、大勢が見ている前で女を叩いたのだ。教会は慈じ悲ひを声こわ高だかに口にする。だから領主は「見ての通り私が罰を下しました。どうかお慈じ悲ひを」と大勢の前でやったのだろう。

　へらへらしているように見えて、あの男は思いのほかやり手らしい。

「じゃあ領主様があの人を叩たたかなかったら、神父様はあの人を棒ぼうで殴なぐってた？」

「さあ。それは分からんが……ま、やってたかもな」

　変なのぉ、とテオはくしゃくしゃと髪かみをかき乱し、テーブルに突つっ伏ぷした。

　それにしても、馬車の前に飛び出してきたあの女──確信を持ってリアを魔女だと言っていた。肉親の死の責任を誰だれかに押し付けたという気持ちは分かるが、気になるのは領主の方だ。

　──聖女を騙かたる魔女なんか許さないって言ったのは噓うそだったんですか？

　女は確かにそう言った。そして領主は、

　──私を信じろ。

　と答えた。

　つまり領主は、リアが魔女だと考えてるって事か？　それなら、なんで病気の息子の治ち療りようのためにリアをわざわざ呼び寄せた。息子が救えれば、相手が魔女でも聖女でもいいのか？

　盗とう賊ぞくに、庭師の娘、領主。

　そいつらがリアを魔女だと考える理由はなんだ？

　しばらく頭を捻ひねってみて、結局答えを出せずに俺おれは諦あきらめた。










【幕間　募る病】










　五人の男達が、ロータス砦とりでへと向かう森を駆かけていた。

　全員が傷を負っているせいもあり、足場の悪い森では思うようには進めない。決して速くはない移動速度だったが、その中でさえセクトは確実に遅おくれつつあった。必死に足を動かしているのに、気がつくと仲間達との距きよ離りが開いている。それに気付いた仲間達はセクトを気き遣づかってくれるが、もはや少し足を止めてもらったくらいではどうしても追いつけない。

　運が悪かったのだ、とセクトは思う。

　聖女の拉ら致ちに失敗したのは、誰だれのせいでもない。ただ、運が悪かったのだ。

　──聖女を生かして連れてこい。気持ちは分かるが、殺すなよ。

　そう命じられて、腕うでの立つ男五人で連れだって馬車を襲おそった。

　聖女の一行が立ち寄った町の教会で問題を起こして神父を足止めし、先を急ぐ聖女とその侍じ女じよだけを先行させて襲しゆう撃げきするまでは完かん璧ぺきだったのだ。だが、偶ぐう然ぜん通りかかっただけの獣けもの堕おちが介かい入にゆうしてくるなど、一体誰に予想ができたと言うのだろう。

　そんな状じよう況きようで、命がある。──むしろ、運がよかったのかもしれない。あの場で全員殺されてもおかしくはなかったのに、全員軽傷で済んだのだから。

　計画の途と中ちゆうではぐれたテオがあの場にいて、立ち去る時にナイフを握にぎらせてくれた事も幸運だった。おかげで全員が縄なわから抜ぬけ出だして、根城であるロータス砦を目指す事ができている。

　──だが、もう無理だ。

　随ずい分ぶん前から足の感覚がなくなっているし、酷ひどく具合が悪かった。怪け我がのせいではない。昼を過ぎた辺あたりから急に辛つらくなった事を考えると、また、あの魔ま女じよが──。

　セクトはとうとう、膝ひざをついた。すかさず仲間の一人が駆け寄ってきて、セクトを支えて立ち上がらせようとする。顔の半分が髭ひげで覆おおわれた中年の男で、名をタルバという。

「おい、だめだ座るな、立て！　ロータス砦はもう見えてるんだ……諦あきらめるな、歩け！」

「無理だ、もう……無理だ……息が、くるしくて……」

　ひゅう、と。喉のどの奥おくで笛のような音がする。いつからこんなに呼吸が苦しくなったのだろう。いつからこんなに手足が重くなったのだろう。一年以上も前から、少しずつおかしくなり始めていた。気がつけば物を食べる量も減っていて、水を飲むだけで痛みを感じるほどだった。

　じりじりと、蝕むしばまれていく。そして今、体を蝕む病の牙きばはついに心臓にまで達したのだ。

「砦に戻もどれば医者がいる！　診みてもらえるさ……まだ生きられる！」

　苦痛を堪こらえて、地面をかいた。ふと、その手ての甲こうに焼き付けられた山や羊ぎの刻印が目に入る。

　こんなもの。こんなもの、こんなもの──！

　自分の手の甲に爪つめを立て、ぎりぎりと爪で引ひき裂さく。あふれ出した鮮せん血けつで山羊の刻印が見えなくなり、セクトは笑った。笑った頰ほおを涙なみだが伝って、手の甲を濡ぬらす血を洗い流して山羊の刻印を再び浮うかび上がらせる。

「馬ば鹿かだな……俺ぁ、馬鹿だなぁ……命より金が大事だって……金さえあればって……」

　思っていたのだ。だが、死ぬのがこんなに辛つらいとは。

　こんなにも、怖こわいとは。

　畜ちく生しよう、と。地面に額を押し付けて呻うめく様に言う。

　苦しい、苦しい、苦しい。

「だめだ、死ぬな！　お前が死んだら、お頭かしらになんて言やいいんだよ……！　連れて帰るぞ、絶対に。俺が背負ってやるから──」

　力強く体を支えるタルバの腕うでは温かいが、どうしてかひどく遠く感じられる。

　息ができなくて、言葉も出ない。ただがむしゃらにもがいた腕を、四人の仲間達の全員が強く握にぎってくれた。すっと、呼吸が楽になる。がちがちに引きつっていた体から力が抜ぬけて、自分は死んだのだと気付いた。

　暗くなる視界の中で、むさくるしい男達の情けない泣き顔が見える。

　ああ、最後に、こいつらといられて。

　──むしろ、運が良かったのかもしれない。




「……なあ、おい。どうした？　死じまったのかよ……？」

　呼びかけても、腕のなかの男は動かない。

　こときれたセクトの死体を抱だいたまま、タルバはこみ上げてくる嗚お咽えつを押さえ込んだ。

　魔ま女じよの力で弱っていたセクトが、一いつ緒しよに聖女の襲しゆう撃げきに行きたいと言い出した時、「やめておけ」と反対した頭目を説得し、一緒に連れて行く事に決めたのはタルバだ。

　置いてくるべきだった。そうすればロータス砦とりでのベッドの上で、せめてもっと安らかに死ねたはずなのに。

「……死ぬのかな、俺も。こんな風に」

　仲間の一人が、ぽつりと呟つぶやく。その男の首筋にも山羊の刻印があった。

「殺しちまえばよかったんだ！　あんな魔女、あそこで殺しちまえばよかったんだよ！」

　別の仲間が叫さけんで、手近な木を殴なぐり付つける。その時、鳥の羽音が高く響ひびいた。

　全員が首をめぐらせると、いつの間にか木の上に、頭からマントを被かぶった人ひと影かげがある。

「──お頭ぁ！　失敗だ！　神父と獣けもの堕おちに邪じや魔まされて……セクトが……！」

　タルバが叫ぶと、木の上の人影はゆるゆると首を振ふった。「そうか」と呟く声は気落ちしているようで、仲間の死を悼いたむようでもある。

「……テオはどうした？　一いつ緒しよじゃないのか」

「イデアベルナに向かったはずだ。聖女の道案内に雇やとわれてたから──」

　次の瞬しゆん間かん、枝の上から人ひと影かげは消えていた。
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「いやっはっはっは！　見事見事！　さすがは聖女様、あの病弱な息子めがあっという間に回復するとは！　あなた様がおりませなんだら、私の息子は今いま頃ごろこの世にはいなかったでしょう」

　豪ごう勢せいな食事がずらりと並べられた円えん卓たくにつき、領主が葡ぶ萄どう酒しゆを片手に豪ごう快かいに笑って言った。

　同じくテーブルについている神父は額に青筋を浮うかべ、リアも微び妙みような表情を浮かべている。聖女の隣となりには侍じ女じよがおり、その隣では、テオは見た事もない豪勢な料理を前にして、詰つめ込こめるだけ胃い袋ぶくろに詰め込もうとしている。

　その隣に俺おれとゼロが続き、一周して領主に戻もどるという席順だ。──言うまでもなく、異常事態だ。聖女の侍女や、身元不ふ詳しようのゼロやテオが同席しているだけで十分に異常だというのに、獣けもの堕おちである俺が領主と同じ食事の席にいるなんて、よほど切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようでもなければ起こりえるはずがない。

　だが実際、俺達は一つの円卓に集っている。場所は、リアが領主の息子を治ち療りようしている間、俺とテオが一いつ緒しよに通された使用人の控ひかえ室しつ──そこに、どういうわけか突とつ如じよ宴えん席せきが作り上げられ、領主がリアやゼロを引き連れて登場したのだ。

　ゼロいわく、

「我わが輩はいは傭よう兵へいと食事をすると言ったのだ。そうしたら、領主がどうしても我輩と一緒がいいと言い出してな」

　つまり、伝統と格式のある城の食堂に獣堕ちを招くわけには行かず、ならば領主の方から使用人用の控え室に出向けばいいという結論に達したわけだ。

　おまけに、だ。

「聖女まで呼び付けておいて、当の患かん者じやはただの風か邪ぜだったではないか。肺を患わずらってなどいなかったぞ。──しかもほとんど治りかけていた」

　そういう事だったらしい。なるほど、神父が青筋の一つや二つ立てても無理はない。

　盗とう賊ぞくに襲おそわれるような思いまでして必死に駆かけつけたのに、その病人がただの風邪で、しかもほぼ治りかけでしたなんて状況だったわけだ。

　おまけに、死ぬほど嫌きらいな獣堕ちと同じテーブルで食事をするはめになったんじゃ、どんな聖人だろうと穏おだやかではいられない。

「領主様……聖女様はお忙しい方です。次からは城内の医師が手を尽つくしても治らなかった場合のみ、聖女様にお縋すがりするようにしていただきたい」

「まあまあ神父殿。そう堅かたい事を申もうされますな。さあほら、みなさんどんどん召めし上あがれ！　イデアベルナの魚料理は天下一品！　獣堕ちの傭兵君も遠えん慮りよする事はないぞ！　海の男は心が広い。偏へん見けんがないとは言わないが、獣堕ちだからと差別するような事もない。何より、海の上では仕事ができるかどうかが全すべてだからな！」

　領主の野太い笑いが急ごしらえの宴えん席せきに響ひびき、神父の指が苛いら立だたしげにテーブルを引っかく。

「君は旅の傭よう兵へいなんだろう？　私もいろんな国に行ったがなぁ、最近ではイデアベルナにこもりきりだ。是ぜ非ひ、面白い話を聞かせてくれ」

「話つってもな……ウェニアス王国が魔ま女じよを公的に認めて、魔ま女じよ狩がりを廃はい止ししたくらいしか、最近じゃ他国に大きい動きもねぇよ」

「ウェニアス王国──あの異い端たんの蛮ばん国こくめ……！」

　神父が忌いま々いましげに吐はき捨すてた。それを、どこか面白そうに領主が見やる。

「そう、ウェニアス王国！　あれは面白い事件でしたなぁ。五百年もの間続いていた教会による宗教的支配が、たかだか数日で瓦が解かいした！　悪の魔ま術じゆつ師し十三番と、それを打うち倒たおした若き魔女アルバス。心に響く物語じゃないか！　確かウェニアス王国は、魔女を狩かるための傭兵を集めていただろう？　傭兵君はそこに行ったのかね？」

「行くだけは行った。だが、ほぼ仕事はしてねぇよ。ありゃ国と魔女の戦争ってより、魔女同士の戦争だった。──まあ、ウェニアス王国的には、魔ま法ほう使つかいってのが正式名めい称しようらしいが」

　領主は目を輝かがやかせて頷うなずく。

「そう、それだ。魔法使いだ！　確かに伝聞を運んできた者もそんな事を言っていた。男も女も魔法なるものを使うのなら、なるほどそう呼ぶのが確かに正しい」

　にっと。でかい口に印象的な笑みを刻んで、領主は一口で葡ぶ萄どう酒しゆを飲み干す。

「ウェニアス王国は、魔女による反乱で混乱していた。私は疑問だったんですがな、神父殿。なぜ教会は、鎮ちん圧あつに力を貸さなかったのです？　あそこは陸路の要かなめでしょう。たとえウェニアスの王が否いなと言っても、兵を派は遣けんして反乱を鎮圧すべきだった」

　そうは思いませんか？　と領主は神父に同意を求めた。だが神父が何か答えるのを待たず、一人でまた喋しやべり始める。

「だが教会は手をこまねき、結果、交通で最も重要な国を魔法使い達の手に引き渡す事になった。──なぜです？　ウェニアス王国が教会への法外な献けん金きんを拒こばんだから、その見せしめだったのですか？　金とは──まったく神の使徒さえも狂くるわせる！」

「領主様！　口を慎つつしんでいただきたい。あなたは教会を──」

「侮ぶ辱じよくしているなどと思わないで頂きたい。私は敬けい虔けんな信徒です。領地内の小さな教会にも寄付は惜おしみませんし、私の信心深さは誰だれよりも、神に使える方々が保証してくださる。ああ──そうそう、聖女殿！　保証と言えば面白い話がある」

　急に話をふられて、リアはつつかれた猫の様に肩かたを跳はねさせた。

「知っていますかな？　〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官が、裁定を〝誤った〟という話です。そう……ある聖女様を、魔女と間ま違ちがえて殺してしまったのですよ」

　領主は声をひそめて言ったが、目の前に〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官がいる状じよう況きようでは声をひそめたところでなんの意味もないだろう。

　俺おれは神父が領主の首を鎌かまで切り落とそうとするんじゃないかと気が気じゃなかった。

　だが神父は静かに椅い子すに腰こしを下ろしたまま、ただ体を硬かたくしている。

　──嫌いやな予感がした。

　この領主、まさか。

「や、やめてください領主様……そんなの、冗じよう談だん……ですよね……？」

「いやいや！　神に誓ちかって事実です。私の記き憶おくが正しければ、その迂う闊かつな裁定官は、そう──確か、両目を眼帯で覆おおった盲もう目もくの神父であったと……」

「──失礼させていただきます！」

　乱暴に立ち上がって杖つえを取り、神父が足音も荒あらく部屋を出て行った。

　俺はぽかんとしてその後ろ姿を見送り、続いて領主に目を向ける。

「おや……怒おこらせてしまったか。──まあいい！　食おう！」

　笑って、領主は仕切りなおしとばかりに大きく手を叩たたく。

　なんという……恐おそろしく豪ごう儀ぎなジジイだ。

「よかったのか？　怒らせて……」

「心配は無用だ、傭よう兵へい君。さっきも言ったが、私は近きん隣りんの教会神父から絶大な支持を得ているし、港町の領主なんて立場にいる関係上、教会の上層部にも繫つながりがある。女も斡あつ旋せんするし、お忍しのびの船旅だってお手の物だ。その私の首を落としては、逆にあちらの立場が悪くなる」

「それはそれは……いかにも権力者って感じだな……」

「そう、私は権力者だ。金もあるし力もある。頭もいいし、色男だ」

　実力の伴ともなった自信家ってのはこれだから……。俺は耳を伏ふせて領主との会話を打ち切り、目の前の皿に集中する。

　神父が立ち去ったドアを不安そうに見送って、リアがおずおずと質問を口にした。

「あの……本当なのですか？　本当に神父様が、魔ま女じよでもない人を……」

「神に誓ってと言ったでしょう。しかしまあ……事実にはいつでも裏があるものです」

「裏……？」

「私が個人的に聞いた話では、その〝間ま違ちがいで殺された聖女〟というのは、近隣の教会神父と結けつ託たくし、民を虐しいたげる非道な存在だったらしいですな。聖女が裁定官に殺されて、住民達はひどく喜んだとか。──だが教会としては、神父達が腐ふ敗はいし、魔女と手を組んでいたなどとは認められない。だから裁定官が〝間違えて〟聖女を殺したと言うしかなかった」

　そして教会の一員である裁定官は、教会に「お前は間違えたのだ」と言われればそれを否定できない。俺はあの美形神父が嫌きらいだが、少しだけ同情してやってもいい気持ちになった。

「神父殿には、そんな心無い裏切りに屈くつせず、今後も正しい裁定を下していただきたいものですな。魔女を魔女だと知りながら断罪できないのなら、裁定官など存在する意味が無い」

　その神父を、善人を殺した間ま抜ぬけのように言って部屋から追い出しといてよくもまあ……。

　リアも沈ちん痛つうな面おも持もちで、神父が出て行った粗そ末まつな木の扉とびらを見る。

「私が思うに……一番恐おそろしいのは善人を装った悪人であり、毒を含んだ豊ほう潤じゆんな葡ぶ萄どう酒しゆです。騙だまされて、喜んで懐ふところに入れたが最後、中からじわじわと蝕むしばまれていく。そして何よりも恐ろしいのは、それが毒だと知らずに口にする人々に、飲むなと言えない事だ。飲むなと言った者が断罪される世の中だ。私はそれがこの上なく恐ろしく、何よりも我が慢まんができない」

　──なんだ？　この領主、何の話をしてるんだ？

　気がつくと領主の目は鋭するどく細まり、リアを睨にらみ付つけるようですらある。

「──ご領主殿は、聖女が毒であるとお考えか？」

　とぼけたような、ゼロの質問だった。

　領主は軽く目を見開いて、ゼロの方に視線を向ける。睨むような目つきはすでに消えており、陽気な船乗りの表情が戻もどってきていた。

「何をおっしゃられるか！　性た質ちの悪い冗じよう談だんですぞ、ゼロ殿。教会の神父殿が聖女と呼ぶ御お方かたを毒などと言ってみなさい。即そつ刻こく私が火あぶりだ」

「その言葉にこそ、毒が含まれているように我わが輩はいには感じられるが？　まるで教会の権けん威いに邪じや魔まされて、聖女を毒だと言えないと嘆なげいているように聞こえるぞ」

「さぁて。そう聞こえましたかな？　どうです、聖女様」

「わ……わたしは……その……分かりません……」

　蚊かの鳴くような声でどうにか答え、リアは顔を伏ふせた。フォークを握にぎったまま、料理を口に運ぶ事も、降ろす事もできずにいる姿があまりに哀あわれで、俺おれは仕方なしに立ち上がる。

「ごっそーさん。リア、下がるぞ」

　弾はじかれたように顔を上げ、リアがまじまじと俺を見た。

「あの、でも……」

「顔色が最悪だ。休まねぇとお前さん、倒れるぞ」

　腕うでを摑つかんで、無理矢理立たせる。すると侍じ女じよも一いつ緒しよに立ち上がり、リアの体を支えた。

「いいよな？　領主様」

「聖女様の護衛にそう言われては、お引止めする事もできまい。偉えらいじゃないか、傭よう兵へい君。ちゃんと聖女様の事を考えて……さっさと退席した神父殿とは大違いだ」

「俺はなりゆきでついて来ただけで、聖女の護衛じゃねぇよ。そっちの女の護衛だ」

「なるほど……ならば、ちっとも偉くないな」

　男の俺でも落とせそうな、魅み力りよく的てきな笑顔で言ってくれるぜ、このジジイ。

「最上級の部屋を用意させてある。無茶な頼たのみに応こたえてくださって感謝します、聖女様。どうぞゆっくり体を休めていただきたい」

　リアはもう答える事もできなかった。

　立っているのも辛つらい様子なので、その体を抱だき上あげる。ぐったりと俺おれの肩かたに頭を預けるリアの顔色は、ますます悪くなっていく。ここまでかなりの無茶をしてきた。行軍の経験もない若い女が、そもそも耐たえられるような道程ではなかったのだ。

　そのうえで、この仕打ちだ。俺は軽くゼロを睨にらんだ。これはさすがにやり過ぎだ。いくらリアが魔ま女じよである可能性を疑っているにしたって──実際に魔女だとしても、こんな風に攻こう撃げきしていい理由にはならないだろう。

　綺き麗れいごとを言うつもりはないが、純じゆん粋すいに気分が悪い。

　だが、ゼロも俺を睨み返していた。そのうえ、

「君は我わが輩はいの護衛だったか……忘れていた」

　などと、嫌いや味みのたっぷりこもった台詞せりふを吐はく。

「何を──」

「行けばいいだろう。聖女を連れてな。か弱い聖女を休ませてやるといい」

　睨み合いを終わらせたのはゼロの方だ。ふいと視線を逸そらされて、俺の中に苛いら立だちが募つのる。

　──なんなんだよ、いちいち突つっかかりやがって。

　部屋を出ると、一いつ瞬しゆん遅おくれてテオが追いかけてきた。

「……どうした？　お前は食ってていいんだぞ？」

「んや。おれ、空気読める子供だから」

　聞き返そうとして、俺は部屋の中からこぼれてくる声に耳を立てる。領主の声だが、小声になっている。獣けもの堕おちでなければ聞こえなかっただろう。

　だが、確かに──。

「ようやく二人きりになれましたな。美しい──〝魔女殿〟」

　そんな会話が聞こえた。俺はドアに振ふり返かえり、鼻の頭に皺しわを寄せる。

「おじさん？　どしたの？」

「いや……なんでもねぇ」

　俺の見ていないどこかで、ゼロは領主に「自分は魔女だ」と明かしたのだろう。明かさなかったにしても、ゼロはほのめかしていた。そして領主は感づいた。

　道理で、領主は神父とリアをあの部屋から追い出したがっていたわけだ。

　最初から、領主はゼロと二人きりで話しがしたかったのだ。恐おそらく、リアについて。

　いや、魔女についてと言うべきか……。

　どうやら俺達は、領主にまとめて部屋から追い出されたらしい。




「待って、行かないで下さい」

　案内された部屋にリアを横たえて立ち去ろうとした俺の尻尾しつぽを、リアが慌あわてたように摑つかんだ。

　力は強くなかったので悲鳴は上げずにすんだが、慌ててリアの手から尻尾を取り返して振り返る。

「侍じ女じよが側にいてくれる。寝ねてるあんたの近くに俺おれがいたらまずいだろう」

　リアは激しくかぶりを振ふった。すると侍女は静かに礼をして、音もなく部屋から去って行く。おいおい、いいのかよ、獣けもの堕おちの男に聖女様を任せて。別に俺はいいけどよ。

「テオを部屋の外に待たせてるんだ。そう長くはいられねぇぞ」

　仕方なく、椅い子すをベッドの横まで引きずってきて腰こしを下ろした。
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「ごめんなさい、わがまま言って……」

「別にわがままってほどのもんでもねぇだろう。疲つかれてるんだ、とっとと寝ちまえよ」

「……お話を……して下さいと、言ってもいいですか……？」

　まるで子供のような事を言う。

　だが、話と言われても俺は子供を寝かしつけられるような話は一つも知らない。

「なあ、リア。お前さんなんだってそう……」

　一いつ瞬しゆん、適切な言葉を探して迷う。

「俺に……懐なつくんだ？」

　それが、一番しっくりくるように思えた。大人について回る子供か、そうでなきゃ、でかい犬かなんかに懐く子供に近い印象を受ける。

　リアが俺に見せる態度は、神父や侍女に対する態度よりはるかに幼い。

　俺おれがどう思っているかリアも察したんだろう。小さく「ごめんなさい」と呟つぶやいた。

「わたしは孤こ児じなんです。母が病気で死んでしまって……孤児になって……引き取られた孤児院に、獣けもの堕おちの子がいて……」

「はーん。それで、最初から俺を怖こわがらなかったのか」

　はい、とリアは懐なつかしそうに目を細めた。

「ほら……わたしって、とろいでしょう？」

「否定はしねぇよ」

　素直に答えると、リアは笑った。いじわる、と俺をなじる声も楽しげだ。

「寮りよう母ぼさんによく怒おこられたんです。役立たずって……けどそのたびに、その子がわたしをかばってくれた。わたしが怒られてるときに、わざと誰だれかとケンカしたり、物を壊こわしたりっていう、すごく不器用なやり方だったけど……」

「ただ悪ガキだっただけじゃねえのか……？」

「違ちがうんです。だって、普ふ段だんは凄すごくいい子だった。いつも木の上にぼーっと座って、誰にも見つからないようにしてたんです。けど誰かが失敗したり、何かを壊したりすると、ふらっと現れて全部自分のせいにしちゃうんです。代わりに寮母さんに怒られて、叩たたかれて……」

　いつの間にか、リアの手が俺の指を握にぎっていた。振り払わず、好きなようにさせておく。

「傭よう兵へいさんを見てると、あの子の事を思い出して……見た目も全然違うけど、雰ふん囲い気きが似てるんです。ほんの少しだけど……わたしの事、守ってくれる人なんだって思ってしまって……」

　ばかですよね、ごめんなさい。とリアは俺の指を握る手に力を込める。

「あの子が孤児院を出る時、いつかわたしを迎えにきてくれるって約束したんです。わたしはとろいから、きっとろくな仕事もできないだろうからって。その時に、この羽をくれて……」

　リアはいつも首から提げている、白い羽の首飾りにそっと触ふれて寂さみしげに目を伏ふせた。

　──アクディオスの聖女。

　誰もがその奇き跡せきに縋すがる。聖女様と崇あがめて幻げん想そうを抱いだき、現実が想像と違ちがえば勝手に幻げん滅めつして魔ま女じよと罵ののしる。そういう威い圧あつ感かんの中で、リアは生きているのだ。

「だが俺でなくたって、守ってくれる奴やつは多いだろう。神父や、いつも一いつ緒しよにいる侍じ女じよだって」

「神父様は、私が魔女か聖女かを見極める間、守ってくれてるだけですもの……それに、サナレは少し厳しいから……」

　サナレはリアの侍女の名前だ。

　神父かリアが侍女をそんな名前で呼んでいたのを、なんとなく覚えている。基本的に印象の薄うすい女だが、主張し過ぎないあたり、有能な侍女なんだろう。

「サナレも私と同じで、孤児だったんです。みんなの苦しみが分かるから……わたしが情けない事を言うと、世の中にはもっと苦しんでる人がいるんですよって。美お味いしい物をたくさん食べて、綺き麗れいな服を着られているのに、辛つらいなんて言ったら本当に辛い人に失礼だって……」

　どうしてか、ふとテオの言葉を思い出した。

　強いんだから、いいだろうと。獣けもの堕おちなら、殺したい奴やつを殺せるだけの力があるんだから、ちょっとくらい差別されてもいいはずだと。

　それが望んで得た力だろうと、望んでもいない力だろうと、力を持たない人間からすればそんな事はどうでもいい。力を持っているのだから、恵めぐまれているのだから、少しくらい苦しくても文句を言うのは贅ぜい沢たくだと考える。

　聖女になったその時から、リアの世界から〝弱味を見せて縋すがってもいい存在〟が消えた。その気持ちが少しだけ──本当に少しだろうが、俺おれには分かる。

「じゃあ、その……幼なじみの獣堕ちってのは、今どうしてるんだ？　お前が護衛になってくれと頼たのめば喜ぶだろう。迎えにくるって約束なんだろ？」

　リアは静かに首を左右に振ふった。

「分からないんです。忘れちゃったのかも。けど……きっと誰だれかの役に立ってる」

「獣堕ちが人の役にねえ」

「獣堕ちだっていろいろでしょう？　あの子はいつも、誰かのせいで怪け我がしてた。……だからわたしはいつもあの子に包帯を巻いて……でも、上じよう手ずにできなくて」

　くすくすと、リアは肩かたを揺ゆらした。

「わたしは……わたしも、誰かの役に立ちたかった……だから私に奇き跡せきの力があるって分かって、すごく嬉うれしかったんです。人の役に立てるって……わたしも、あの子みたいに人を救う事ができるって」

　俺の指を握にぎる手に力がこもる。リアは震ふるえていた。

「ねえ……傭よう兵へいさん。領主様は、わたしが魔ま女じよだと思ってるんでしょうか……？」

「さぁ……どうだろうな。あんまりいい印象は持ってないようだが──」

　だが、領主は魔女だと分かっているゼロに対して好意的だった。

　領主は魔女に対して悪感情があるのではない。──ただ、リアを信じていないのだ。

「どうしてかしら……わたし……領主様に何かしてしまったの……？」

「心当たりがあるのか？」

　リアは枕まくらに顔を埋うずめて、否定を込めて首をふる。

「分からない……けど、サナレも神父様も、来るべきじゃないって言ってたんです。二人とも、危ないから聖都から出るべきじゃないって……近ちか頃ごろ、わたしの事を……」

　殺そうとしている奴らがいる。

　リアを襲おそった盗とう賊ぞくに、馬車の前に飛び出して来た女──そして領主。聖女という存在を心よく思っていない連中がかなりの数いるのは間ま違ちがいない。

　特に医者や、医者の家族──医者を頼たよっていた奴らは、聖女のせいで医者が生活できなくなっているのだから、聖女を殺せば解決するなんて極論に走ってもおかしくはないだろう。

　新しい技術が生まれ、古い技術が廃すたれるときは、高い確立で暗殺騒ぎが起こるものだ。




　──この国にはもう一人、魔ま法ほうに長たけた者がいる。




　それが、ゼロの読みだ。

　だが、なぜ自分が聖女にならず、リアを聖女に仕立て上げたのか。

　聖女として名が知られれば、必ず反発する一派が出てくる。それを見み越こしてリアを聖女に仕立て上げ、賞賛も憎ぞう悪おもひっくるめてリアに押し付けたのだとは考えられないか。

　もしそうなら、リアに魔法を教えた奴やつは、聖女の恩おん恵けいを受けているはずだ。

「……なあ、リア。聞いていいか」

「はい」

「お前は……魔法を誰だれに教わったんだ？」

「……ま、ほう？　って……あの、ウェニアス王国の？」

「そうだ。お前さんが使ってるのも、それだろう？　魔法の本を読んだのか？」

「ごめんなさい、わたし……何を言われているのか……私、字も読めないし、本なんて……」

　噓うそをついている様子はなかった。リアは本当に、自分が使っている奇き跡せきが魔法だなんて微み塵じんも思っていない。そして【ゼロの書の写本】についても知らない。

　だが、リアは実際に魔法を使っているのだ。──ゼロの言葉を信じれば、だが。

「わたし、ただ人を救いたいだけなんです……誰かの役に立ちたくて……なのにどうして殺されそうになるの？　どうして領主様は、わたしにあんな事……」

　勘かん弁べんしてくれ。こういうのは俺おれの仕事じゃない。

　どうすりゃいいんだ？　気休めを言えばいいのか？

「傭よう兵へいさん……わたし……」

　怖こわい、と言って、それきりリアは沈ちん黙もくした。

　枕まくらに顔を埋うずめたリアの頭を、大分悩んだ挙あげ句くに撫なでてやる。しばらくそうしていると、リアの体から力が抜ぬけて、規則的な寝ね息いきが聞こえ始めた。

　眠ねむったのだ。俺は安あん堵どしてようやく肩かたの力を抜く。

　──結局、何も聞き出せなかったか。

　涙なみだで濡ぬれたリアの頰ほおを軽く拭ぬぐって、毛布を肩までかけて立ち上がる。

　しかし、妙みようだ。

　どうして神父は、リアを魔ま女じよだと断定していないんだ？

　領主の反応や町の奴らの噂うわさから、リアが魔女である可能性に気づくはずだ。疑わしきは処しよ刑けいする事で有名な〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官が、なぜリアを生かしてる？

　一度〝間ま違ちがえて〟聖女を殺しちまった事があるから、慎しん重ちようになってるのかもしれない。

　リアに教会の後うしろ盾だてがないかを確認してから殺すつもりか？　だがそれにしては、リアを魔ま女じよだと言う奴やつらから守ってやっている風ですらある。

　考えがまとまらないまま、音を立てずにリアの部屋を出る。

　その瞬しゆん間かん、そこそこの勢いで首に棒ぼうを突つき付つけられ、俺おれは全身を強こわ張ばらせた。

　噂うわさをすれば影かげとは言うが──頭の中で考えただけでも有効なのかよ。

「待まち伏ぶせとは穏おだやかじゃねぇな……神父様」

　顔を正面に向けたまま、視線だけを横にずらす。思った通り、そこには引ひき裂さいてやりたくなるような翠髪の美青年が、壁かべに背を預けるようにして澄すまし顔で立っていた。

「大事な聖女様の護衛を放ほうり出だしてどこに行ったのかと思ってたが……覗のぞき見みか？　いい趣しゆ味みとは言えねぇな」

「穢けがらわしい獣けもの堕おちが聖女様に不ふ埒らちな真ま似ねをしはしないかと、見張っている必要があったので。そもそもサナレさんに頼たのまれなければ、二人きりになどさせませんでした」

　さすが、有能な侍じ女じよだ。神父が部屋に乗り込んできて俺を追い出し、ついでにリアに説教をくれている様子が目に浮うかぶようで、俺はうんざりした気持ちになった。

　もう少し気楽にできねぇのか、この男は。

「……あなたは、随ずい分ぶんとウェニアス王国の内情について詳くわしいようですね」

「──あ？」

「一体何をかぎ回っているんです？　魔ま法ほうに、魔法の本？　まるで聖女様が魔ま女じよだと断定しているような質問の仕方に聞こえましたが……」

「なるほど、盗ぬすみ聞ぎきか」

「質問に答えた方が身のためですよ。場合によっては教会にあだなす魔女の手下として、この場で首を落とします」

「獣堕ちが魔女の手下？　冗じよう談だんだろう、俺はこの間まで、魔女を全ぜん滅めつさせるためにウェニアス王国にいたんだ。ウェニアス王国に詳しいのはそのせいだって分かるだろうが。魔法に関する本が高値で取引されてるって話も、商人から聞いたんだよ。旅の傭よう兵へいは情報が命だからな。で、聖女様がその本を読んだんじゃねえかと思っただけだ。──もちろん、そうだった場合は神父様に情報提供するつもりだったぜ？」

　俺がしゃあしゃあと答えると、神父は忌いま々いましげに鼻を鳴らして俺の首から棒をどける。

　──全く、気配に気付かなかった。

　扉とびらの外で神父が息をひそめていると気付けなかったのだ。ゼロに忍しのび寄よられる事には少し慣れたが、自分に悪意を持っている相手に気付けないのはさすがに背筋が凍こおる。

「疑いを持たれたくないのなら、何もせず、騙かたらず、人間の命令に従って家か畜ちくのように振ふる舞まう事です。それが唯ゆい一いつ、獣堕ちが神に許される道なのですから」

　言いたい事だけ好き勝手に言い残し、神父は踵きびすを返す。神父の背中が角を曲がり、完全に見えなくなってから、俺おれはようやく安あん堵どの息を吐ついた。

　──どうも苦手だ、あの男は。草むらに潜ひそむ毒どく蛇じやを思い出させる。

「……ん？」

　ふと、視線を感じて俺は首をめぐらせた。

　すると、曲がり角から少しだけ顔を出し、テオがこちらを凝ぎよう視ししている。

「……何してんだ、お前」

「や、おじさんの事待ってたんだけど……」

　テオは廊ろう下かの角を曲がって消えた神父の後ろ姿を見た。

「おれ、あの人ちょっと苦手」

「はは……同感だな」

　思わずこぼれた乾かわいた笑いと共に頷うなずくと、「やっぱり？」とテオも苦笑いした。

　それから急に、

「じゃ、行こっか」

　と言った。俺は目を瞬しばたたく。

「行く？　って……どこにだよ」

「ゼロにお詫わびの贈り物、買いに行くんだろ？　さっき出てきた侍じ女じよのねーちゃんに話したら、これ貸してくれたんだ」

　テオは手の平に、小さな金の細工で作られた山や羊ぎの首くび飾かざりを広げて見せた。

「聖女様の紋もん章しようだって。聖女様がこの城にいるから、門番にこれ見せれば出入りさせてくれるはずだし、疑われて止められても、侍女のねーちゃんに確認が来るから大だい丈じよう夫ぶだろうって。それに、ほら」

　テオが小こ袋ぶくろを掲かかげて見せる。上下に揺ゆすると、ちゃりちゃりと音がした。

「無事に案内してくれた報ほう酬しゆうだって、侍女の姉ちゃんがくれたんだ。だからさ、おれも町で買い物してぇから、ついでにおじさんの買い物にも付き合ってやろうと思って」

　にひひ、と。テオは一本足りない歯並びを見せて笑い、俺の手を摑つかんで「早く行こうぜ」と引っ張った。





２






　結局、押し切られる形で町に出る事になった。俺はいつもの黒いマントで顔と体のほとんどを隠かくし、テオと連れだって人通りの多い通りを歩く。

　強い潮の香りが、この町には満ちていた。

　水上げされたばかりの魚を荷車に積んだ商人が、慌あわただしく馬車を走らせて駆かけていく。新しん鮮せんさが命の魚を、できるだけ早く違ちがう町へと運ぶためだろう。

　そして魚を売った金で船の帆ほを張りかえるべく、船大工と真しん剣けんに怒ど鳴なり合あいをしている漁船の船長がいる。その近くの小さな店では、魚を燻くん製せいにする煙をもくもくと上げている。

　道に平行して伸のびる水路が、町の中まで海の気配を運んできているようだった。道が交差するところでは水路も交わり、小船を魚に見立てた巨きよ大だいな生いけ簀すのようにも見えた。

　町の人間は水路の存在に慣れ切っていて、ゆらゆらと浮かぶ小船の船頭に銅貨を投げ渡しては、同じように商品を投げ渡されて危なげなく受け取っている。

　テオがそれを真ま似ねしたがって小船に銅貨を投げ込み、投げ返された珍めずらしい果くだ物ものを受け取り損ねて悲鳴を上げた。

　果物が地面に落ちる寸前で、俺おれが受け取ってテオに渡してやる。

「大人しく桟さん橋ばしから買えよ」

　水路の所々に伸びている、小さな木の桟橋を指差した。旅行者や上品ぶったご婦人は、桟橋にしゃがみこんで小船に手を伸ばして商品を受け取っている。

　するとテオは澄すました顔で、

「たまたま受け取り損ねただけだって」

　と果物にかじりついた。──そして、予想外の味だったのか全身を硬こう直ちよくさせて吐はき戻もどす。

　そのまま捨てそうな勢いだったので、俺が引き受ける事にした。一口齧かじると、甘あまそうな見た目に反して強きよう烈れつな渋しぶみがある。俺は嫌きらいじゃないが、子供には辛つらいだろう。

　舌に残った果物の破片をぺっぺと地面に吐き出しながら、テオは平然と果実を食う俺を奇き妙みような生き物でも見るような目つきで見上げた。

「よく食えるね、おじさん……」

「お前こそ、味も知らない果物をよく買えるな……」

「ぼーけんだよ、ぼーけん。男は何にでも挑ちよう戦せんしなきゃ」

「で、失敗したと。金は慎しん重ちように使えよ貧びん乏ぼう人にん」

　テオに銅貨を投げ渡す。この果物を買った値段だ。小船で売っている商品のほとんどは、売り買いのしやすさを重視して銅貨一枚か銀貨一枚に統一されているらしい。

　これも、領主トーレスの政策なんだろうか。

　それほど多くの港町を知っているわけではないが、町の中にまで水路を引いている町はイデアベルナが初めてだ。

　海の上に丸太を並べて作った町なら見た事があるが──。

「イデアベルナは〝生せい還かんの港〟って言われてんだ。昔、死んだと思われてた王様が、ひょっこりこの港から帰って来たからだって。だからイデアベルナから出発した船は沈しずまないんだって」

「この辺あたりは海流が穏おだやかで、座ざ礁しようするような浅あさ瀬せもねぇ。嵐あらしだってめったにないんだから、船が沈むなんてのはよっぽどの整備不良が原因だろうからな」

　言うと、テオは嫌いやそうに顔を顰しかめて俺を睨にらんだ。

「夢の無い事言うなよなあ。かっこいいじゃん、生せい還かんの港！　いいよなぁ、船に乗っていろんなところ旅してよ、そんでいろんな美う味まいもの食うんだ」

「船乗りになりたいのか？」

「チビは船乗りに向いてるって言うし、よさそうだろ？　けどま、今は聖女様に気に入ってもらって、雑用として雇やとってもらえたらいいなーとは思ってるけど」

「抜ぬけ目めねぇなあ、お前って奴やつは……そんな事たくらんでたのかよ」

「まーね。今回の仕事で役に立つところたくさん見せれば、無い話じゃないだろ？　船乗りはそれがダメだったとき考えよっかな。金もらいながら旅できるなんてサイコーじゃん」

「それを言うなら商人も、商売して金を稼かせぎながら旅してるぞ。旅芸人だって、芸を売りながら旅してる」

「あ、そっか。じゃ、何になったって旅はできるんじゃん。じゃあ、おれ医者になりたい」

　それは無理だと即そく答とうしそうになり、慌あわてて黙だまる。

　医学が教会の管かん轄かつから離はなれてからこっち、大手を振ふって「医者でございます」と名乗るには、高名な医者に「この者は確かに医者である」と証明書を書いてもらう必要があるという風潮が生まれた。もちろん教会の息がかかっている医者に、だ。

　その証明書を得るには、高額な学費を要求する学校を卒業するか、根回しで高名な医者の弟で子しになり、長年の苦労の末に証明書を書いてもらうしかない。

　証明書を持たない医者はヤブ医者であり、下へ手たをすると怪あやしげな術で人心を惑まどわす魔ま女じよや魔ま術じゆつ師しとして摘てき発はつされる。──それが、今の医者と教会の関係だ。

　つまり貧びん乏ぼうで親無しのテオがまっとうな医者になれる可能性は、万に一つもない。

「旅の医者になってさ、医者が足りない村に行って、病気の人を助けるの。おじさんと一いつ緒しよに旅するのもいいかもなー。ね、おれって役に立つだろ？　一緒に行ってやろうか」

　いい考えだろ？　とテオは目をきらきらと輝かがやかせて俺おれを見る。本気で言っているのではなく、ただ夢を語っているだけだ。俺はそれに対して、小声で「そうだな」と答える事しかできない。

「だが……言っとくが、楽な旅じゃねえぞ？」

「いいよ。今も十分楽じゃないし」

　確かに、そうか。父親が死んで、母親は盗とう賊ぞく団だんに入り、そしてもうテオの事を待ってはいないという。──きっと、他の男に入れ上げでもしたのだろう。そうなると、子供のテオには居場所がない。

　確かにテオは役に立つし、もしテオが本気なら、連れて行ってやるのも悪くなさそうだ。

「なあ、テオ。お前本気で……」

「あ、あれ美味そう！　おれ、ちょっと買ってくるね」

「あ、おい！」

　話題や目的が一いつ瞬しゆんでコロコロ変わる。こういうところが、テオとゼロは微び妙みように似ている。恐らく、ゼロが子供っぽいのだろう。

　テオは屋台のおっさんとしばらく何事か言い合って、ほくほく顔で俺おれのところに戻もどって来た。

　その手には、木の串くしに刺ささった揚あげ魚が大量に握にぎられている。

「いっひっひ。俺にはでかい相棒がいるんだぜって脅おどしたら、たくさんおまけしてくれた。おじさんにも分け前やるよ。やっぱり強いって最高にいい事じゃん」

「あ……あのなぁ……！」

　どうりで、屋台の店主がケダモノを見るような目でこっちを見てるわけだ。これじゃいくら顔を隠かくして普ふ通つうの人間のふりをしていても意味が無い。

「それで、決まったの？」

　テオの言葉はいつも唐とう突とつで、主語が無い。いい加減慣れてきたが、質問の意図が即そく座ざに理解できるほどには慣れていない。

「何がだよ？」

「だーかーら！　ゼロへの贈り物だよ。何にするか決めたのかって聞いてんの！」

「その辺の屋台で美う味まそうなもんでも見み繕つくろってやりゃいいんじゃねえのか？」

「だからー！　形に残る物にしろって言っただろ！　ほんっとに朴ぼく念ねん仁じんだなぁ」

「お前、その言葉どこで覚えたんだ……？」

「母ちゃんが父ちゃんに良く言ってたの」

「そうか……お前の父ちゃんは俺の同類か……」

　母ちゃんいっつも怒おこってたぜ、とテオに恐おそろしげな顔で忠告される。

　そうは言っても、だったら何を贈れってんだ？　形に残るものだとか、光り物だとか前にテオは言ってたが、どう考えても俺が買えるような値段の宝ほう飾しよく品ひんより、ゼロの持っている宝石の方が価値は高い。

「まさか考えてなかったわけ？」

「いや、考えるも何も……女に何か贈った事なんかねぇし……俺が贈り物とか気持ち悪ぃし……逆に迷めい惑わくかもしれねぇし……」

「おじさん、でかい図ずう体たいして気弱すぎだろ……人になんかあげた事ねーの？」

「痛みと恐きよう怖ふと絶望だったら、大勢にくれてやったぞ」

「おじさん。おれ、真ま面じ目めに聞いてんの」

　冗じよう談だん混まじりに笑うと真しん剣けんに睨にらまれて、返す言葉に詰つまる。

「……ありません」

　つい敬語で答えると、ぺしりとテオが小さな額を叩たたいた。

「頼たよりないなぁ、それでも大人の男かよ！」

「大人の男にだって経験のない事なんて山ほどあるんだよ！」

「なんかないのかよ、頭に浮かぶ何かさあ。ほら、いろいろ定番はあるだろ？　経験なくたって想像できるだろ？」

　定番。──定番か。それなら俺おれにもなんとか想像できるかもしれない。

　男が女に贈って喜ばれるものの定番。

　どこかの酒場で聞いた吟ぎん遊ゆう詩人の歌を思い出す。確か、恋する乙女おとめに口付けと愛の歌がどうとか──。

「あ、キスを贈るとか、歌を贈るとか、そういうのは絶対ナシな」

　ダメなのかよ。危ないところだった。俺はさっと口を閉ざす。

　しかしその他の定番か。食べ物でもなく、形のある物で、女に贈る定番と言ったら──。

「き……綺き麗れいな花……とか……？」

　一いつ瞬しゆん、テオの目が恐おそろしく冷れい酷こくな光を放った気がした。

　何言ってんだこいつ？　でかい図ずう体たいして「綺麗なお花」とか恥ずかしくねーの？　と、その目が確かに言っていた。

「あー、まあ……いいんじゃねぇかな。綺麗な花……うん、いいと思うよ、おれ……」

「やめろぉお！　俺をそんな目で見るんじゃねえ！　忘れろ！　忘れてくれ、聞かなかった事にしろ！」

　すいとテオが視線を逸そらし、子供らしからぬ乾かわいた笑いをこぼす。

　なんだこの恥ずかしさは。こんなに恥ずかしい思いをしたのは初めてだ。

「ああもういい！　やめだやめ！　贈り物なんぞいらねぇよ！　大体なんで俺が詫わびなんぞしなきゃなんねぇんだ！」

「あ、拗すねんなよ大人のくせに！」

「拗ねてねぇよ！　大体、俺の方が腹立ててるくらいなんだからな。そりゃあいつにはあいつの考え方があるんだろうし、カマかけて様子を見るってやり方も分かるが……」

「何ぶつぶつ言ってんだよ。ゼロはおじさんの相棒なんだろ？　ほらぁ、おれも選ぶの手伝ってやるから！　港の方に露ろ店てんが出てるってよ。水路の露店よりいい物が並んでるんだって。ゼロが喜びそうな珍めずらしいもんが買えるかもしんないからさ、行ってみようって！」

　早く早くとテオが俺の腕うでを引っ張る。

　心底行きたくなかったが、城に戻もどるにはテオが持っている聖女の紋もん章しようを見せる必要がある。テオの手を振ふり払はらう事は簡単だったが、俺は大人しくテオについて行くしかできなかった。




　宝ほう飾しよく品ひんを扱あつかう店ってのは、露店でも女が群がる。

　そうでなくても、シャレた雰ふん囲い気きの男が群がる。

　そんな露店に全身をマントで覆おおった怪あやしげな大男が近づけるわけもなく、いわんや獣けもの堕おちが近づけるわけもない。結果として、テオを使って品物を選ぶ事になった。

　テオに露店を見てきてもらい、テオの口から「こんなのあったよ」という話を聞く。それを聞いて、俺おれが選ぶという方式だ。

　まどろっこしい事この上ないが、これが一番面めん倒どうごとを起さずに済む。

「うーんと。細かい模様が入ってる、銀の腕うで輪わ」

「いや、あの女は指輪とか腕輪は窮きゆう屈くつだとか言って嫌いやがりそうだ」

「じゃあ、いろんな色の宝石がたくさん並んでる首くび飾かざり」

「だめだな。体からぶら下げるもんは、木に引っ掛けたりして邪じや魔まになる」

「赤い宝石のついた、金色の髪かみ飾かざりは？」

「却きやつ下かだ！　赤い宝石は縁えん起ぎが悪い。十三……いや、無む駄だなゴタゴタを引き寄せそうだからな」

「おじさんさぁ……」

　選ぶ気あるの？　と言げん外がいに言われて思わず黙だまる。

　そう言われても、実用性のない宝飾品になど興味もないし、女物となったら尚なお更さらだ。どれがいい？　と言われても、俺にはまったくピンと来ない。

　そもそも、ゼロには宝ほう飾しよく品ひんなど必要ないのだ。あれは自分を美しく見せるためのもので、ゼロはすでに十分過ぎるほど美女だ。

「折せつ角かくおれが付き合ってやってんのにさぁ！　もっと真ま面じ目めに考えろよ！　ゼロに許して欲しくねーの？」

「許してもらうも何も、俺は何も悪い事なんざしてねぇよ」

「まだそんな事言ってんのかよ……おじさん、ひょっとしてゼロの事好きじゃないの？」

「なに？」

　唐とう突とつな質問に思わずテオを見返すと、真しん剣けんに責めるような視線とかち合ってぎょっとする。

「ゼロより聖女様の方が好きになったんだろ。だから、ゼロに何も贈りたくないんだ！」

「な……なんでそうなる！　別にそういうわけじゃ……」

「じゃ、ゼロの事好き？」

「す……ッ!?」

　答えられない。子供の言う事に深い意味は無いと分かっているが、俺の今までの人生が「ああ好きだ」とさらっと口にする事を拒きよ絶ぜつする。俺にとって縁えん遠どおい言葉過ぎるのだ。

　だが思い返してみれば、ゼロは平然とその言葉を口にする。

「き……嫌きらいじゃねぇな……」

　辛かろうじて、それだけ言った。だがテオは不満そうだ。

「じゃ、聖女様の事は？　嫌いなわけ？」

「いや、嫌いじゃねぇが……」

「おじさんは、ゼロも聖女様も同じくらい好きって事？」

　確かに、この言い方だとそうなってしまう。だが違ちがう。俺の中では明確に、ゼロとリアの間には差がある。差というか、区別と言った方がいいかもしれないが……。

　ゼロは俺おれの雇やとい主ぬしで、相棒で、俺だってあの女を友人だと思っている。ゼロも俺を友だと言っていたし、そういう関係でいいだろう。

　リアはそういうのではなく、もっと違う……そう、他人だ。

　俺がうまく説明できずにまごまごとしていると、テオは露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうな溜ため息いきをついた。

「おじさん、ゼロにひどい事してんだぜ？　分かってる？　ゼロはおじさんの事が好きだって言ってんのに、おじさんは聖女様の方を大事にしたんだ。なのに、おじさん悪いと思ってないわけ？　そんなのってひでぇよ……もうおれ、手伝ってやんねぇ！」

　言い捨てて、テオはくるりと身を返して走り出した。そのまま、あっという間に人ゴミに紛まぎれて姿を消してしまう。

　俺はしばし呆あつ気けに取られてその後ろ姿を見送り、かなり遅おくれてから慌あわてて立ち上がった。

「待てよ、テオ！」

　そして追いかける。

　──お前が持ってる聖女の紋もん章しようが無いと、俺も城に帰れないんだぞ！




　港から離はなれて、町の方に戻もどって走る。

　この町は潮の臭においがきつく、港の辺あたりでは輸入品の香こうの臭においなども入り混じっているせいで、臭いを追ってテオを探す事は難しそうだった。

　人ごみの隙すき間まからちらちら見える明るい茶ちや髪ぱつを目印に、どうにか見失わずに追いかけてこられたが、それもとうとう見失ってしまったらしい。立ち止まって、俺は頭を抱かかえた。

　どうする？　テオだっていつかは城に戻るだろうし、城の裏門で待ってりゃ会えるだろう。探さずにこのまま帰っちまうか？

　一いつ瞬しゆんそんな事を考えて、俺は否定を込めて首を振ふる。

　いいや、これはさすがに──俺が悪かった。テオに対しても、ゼロに対しても、考えが足りなかったのだ。

「……テオ！　どこにいる！　俺が悪かったから、戻ってこい！」

　人ひと気けの多い大通りで、迷子の息子でも探すように声を張り上げる。

　だが、声を張り上げているのは怪あやしげな黒マントの大男だ、はたからは逃にげた奴ど隷れいを探す怪しい奴隷商人にでも見えているだろう。実際、港町には子供を狙ねらった人買いが多い。子供を船で連れ去ってしまえば、もう見つける術すべはほとんどない。それを考えると、余計にあせった。

　悪目立ちは避さけたいが、とにかくテオを見つけなければ。

「テオ！　返事をしろ！」

「──おじさん！」

　返事があった。しかも、妙みように切せつ迫ぱくした声で。

　咄とつ嗟さに声の方に向かって走る。

「助けておじさん！　助けて！」

　大通りを抜ぬけ、脇わき道みちに入る。すると、俺おれと同じように全身をフードとマントで覆おおった何者かがテオの体を突つき放はなし、路地裏に逃げ込むところだった。

　人買いか、子供狙ねらいの変態かはしらねぇが、どちらにせよテオをさらって俺から逃げるのは不可能だと踏ふんだらしい。

「テオ、平気か？　怪け我がは？」

「な、無いよ。大だい丈じよう夫ぶ」

「ここで待ってろ、すぐ戻もどる！」

「お、おじさん！　待って、いいよ追いかけなくて！」

　そう言われても、目の前で仲間を拉ら致ちされそうになって黙だまって逃がすほど優しくもない。

　一応、一発くらいは殴なぐっておきたいもんだ。殴られても許せるのが強さだとかテオには言ったが、それはそれ、これはこれ。罪には罰ばつが必要だ。

　俺が追いかけて来る事に気付いて、拉致犯の男は慌あわてたように声を上げた。

「待て！　ちょっと待ってくれ、あんた誤解してる！」

「誤解かどうかは殴ってから決める！」

「むちゃくちゃじゃねぇか！　クソ──！」

　マントの裾すそをなびかせながら、男は角を曲がった。一いつ瞬しゆん遅おくれてそれを追う。と──何かにつまづいて俺は盛大にすっころんだ。

「いってぇ……！　くそ、曲がり角に障しよう害がい物ぶつとか、何の罠わなだよ……！」

　慌てて起き上がると、音に驚おどろいたのか、どこかで大きな鳥が羽ばたく音がした。

　ひらひらと白い鳥の羽根が落ちてきて、溜ため息いき混まじりに拾い上げる。

　もう、拉致犯の足音も聞こえない。どこかの建物に逃げ込んで息を殺しているんだろう。こうなったらもう見つけ出すのは難しい。

「ちっ……殴りそこなったか」

　拾った羽根を風に流して、俺は自分が一体何につまづいたのかを確認する。

　一瞬、それはごみの詰つまった布ぬの袋ぶくろのように見えた。だがすぐに、それが見み間ま違ちがいだと気付く。

「あーあ……最悪だ……」

　まさか──死体につまづいて転ぶとは。

「おじさん！」

「来るなテオ！」

　近づいてきた小さな足音が、角を曲がった先でぎくりと止まる。

　俺は腰こしを屈かがめて死体を検分した。さっきの男が殺したのかと思ったが、ぱっと見で外傷が無いところをみると病死だろう。飢うえ死じにという感じでもない。

　死体は比較的新しく、まだほとんど腐くさっていないが、病死した死体に子供を近づけていいもんじゃないだろう。別に路地裏に転がっている死体など珍めずらしくもないし、今いま更さらのような気もするが……。

「うん……？」

　ふと、死体の首筋に視線が引き寄せられた。しゃがみ込んで髪かみをどかす。

　──山や羊ぎの刺青いれずみ。

　いや、これは。

「焼き印か……？」

　刻印の周囲の皮ひ膚ふが、火傷やけどで硬かたく引ひき攣つれている。刺青も焼き印も、そもそもは奴ど隷れいや犯罪者を識別するために使ったもんだが……今では趣しゆ味みや団結の証あかしとして使う奴らもいる。

　盗とう賊ぞくに、船乗りに、死体──クレイオン共和国では、山羊が随ずい分ぶんな人気らしい。

　しかしこの図ず柄がらは一体、何の象徴なんだ？

　確かどこかで……えらく最近、どこかで山羊の紋もん章しようを見た気がするんだが……。領主の紋章がそうだったんだろうか？　どうもはっきり覚えていない。

　思い出そうと首を捻ひねりながら、立ち上がる。死体の側に長居は無用だ。

「おじさん！」

　角を曲がると、テオが真っ青な顔色で飛びついてきた。

「さ、さっきの人……もも、もしかして、こ、殺し……？」

「いや、逃にげられた」

　答えると、テオの全身からどっと力が抜ぬける。

「おい、なんでそこで安心するんだよ」

「あ、いや……そのー……あの人おれの知り合いで」

　へへへ、とテオが気まずそうに笑う。──知り合いだと？　俺おれは軽く引きつった。

「だ……だったらなんでてめぇ、助けてなんて叫さけんだんだよ！」

「ほ、本当に助けてほしかったんだよ！　盗賊なんだ、あの人！　おれの事連つれ戻もどしに来たんだけど……おれ、戻りたくなかったから、つい……！」

「つい……じゃねぇだろうが！　大体、なんで盗賊がお前の居場所を知ってんだよ！」

「それは、あのー……」

　へへへと笑って、テオは「怒おこらないでくれよ」と前置きする。

「あの、聖女様を襲おそった盗賊達をさ……縄なわで縛しばったじゃん？　おれ、あいつらにナイフ握にぎらせておいたんだ。それで縄切って逃げたはずだから……おれがイデアベルナに向かったってバレてたみたいなんだよね……」

　ナイフと聞いて、俺はテオがいつも大事に持ち歩いている、父親の形かた見みだという大おお振ぶりのナイフを見た。だがそれはずっとテオの腰こしにぶら下がっていたし、ほとんどの仕事をそれ一本で済ませるテオが、わざわざ予備のナイフを持ち歩いていたとは考えにくい。

　そういえば最近、俺おれはお気に入りの小さなナイフを無くしたところだが……まさか。

「俺のお気に入りのナイフを盗ぬすんだのはてめぇかぁあ！」

　どこかで落としたとばかり思っていたが、テオが盗んで盗とう賊ぞくに握にぎらせていたらしい。

「ごめん！　ほんと、ごめんなさい！　だってあいつらが怖こわい目で睨にらむから、つい！」

　俺は拳こぶしを握にぎり締しめ、死なない程度の力でテオの頭を殴なぐる。

「お、怒らないって言ったじゃねーかぁ！」

「俺は言ってねぇよ。──それにしたって、だ。俺おれ達は馬車を飛ばしてようやくイデアベルナに来れたんだぞ？　なんでその俺達に、盗賊共がこんなに早く追い付けるんだよ」

　それは、と答えようとしたテオの首で、きらと金の鎖くさりが光った。リアの侍じ女じよから預かった聖女の紋もん章しようで、テオはそれを首から提げて、服の中に隠かくしているのだ。

　それを見た瞬しゆん間かん、頭の奥おくに引っ掛かって出てこなかった答えが急に浮ふ上じようしてきて、俺はテオの首に手をかけた。

「うわ、ちょちょ、ちょっと待っておじさん！　反省してるから、殺さない──」

「聖女の紋章だと……!?　だったらなんで盗賊達の体にこれが……！」

　テオの首に光る鎖を摑つかんで服の下から紋章を引っ張り出し、その細工を間近で確認する。

　間ま違ちがいない。

　それは盗賊や死体の体にあったのと全く同じ、立派な角つのを持った雄おす山や羊ぎの紋章だった。
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　気がつくと、夜が間近に迫せまっていた。

　結局あの後港に引き返し、本気を出してゼロへの贈り物を見み繕つくろっていたせいだ。そのおかげで、まあ……いい物が買えたと思う。役にも立つ代しろ物ものだし、きっとゼロに似合うだろう。

「贈り物っていいもんだろ？」

　そう言って、どうしてかテオが嬉うれしそうに笑う。

「父ちゃんは、母ちゃんに贈り物するのが好きだったんだ。母ちゃんが喜ぶからってさ」

　夕日で赤く燃える海を背に、テオを抱かかえて急ぎ足で城へと戻もどる。

　テオの他愛のない雑談に適当に相あい槌づちを打ちながら、俺は山羊の刻印について考えていた。

　雄山羊は聖女の紋章で、それを盗賊達が体に刻んでいた。これは、偶ぐう然ぜんじゃないだろう。

　その事に、ゼロは気づいているのだろうか？

　いや──とっくに、気付いていたはずだ。リアの侍女は、聖女の紋章を常に首から提げていたのだ。それにゼロが気付かないわけがない。

　まだ、問題は起こってないかも知れない。けれど、いつか問題が起こるかも知れない。

　盗賊の体に刻まれた刻印と聖女の紋章に関係を考えて、ゼロはそんな風に言ったのだ。

「……なあ、テオ」

「うん？」

「前にお前、山や羊ぎの印がある奴やつが盗とう賊ぞく団だんに集ってくるって言ってたよな？　その理由、分かるか？」

「さぁ……タイギのためだって、母ちゃんは言ってたけど。山羊の刻印がある人は、そのタイギが分かるんだって」

　タイギ？　──大義の事か。

「この国を良くするんだって。聖女様のせいで悪い事が起こってるから、聖女様を捕つかまえなきゃいけないんだってさ。まあ……俺おれはそうは思わないんだけどね」

　この国を良くするための、大義。

　それが、リアを連れ去る事なのか？　それでこの国の問題──医者不足が解消すると、奴らは思っているんだろうか。ただ、残った唯ゆい一いつの生命線を断つ事になるだけだろう。

　傷薬で人が死ぬ事はないと思ったが、傷薬を巡めぐって人が争う事はあるという事か──だが、それはリアのせいじゃない。

　それでも、これは間ま違ちがいなく〝魔ま法ほうを原因として起こった問題〟だ。そして守護の章の魔法は、他の国でも同じような問題を引き起こす可能性がある。

　それを、ゼロは見過ごせない。リアに魔法を教えた誰だれかを見つけなければならないわけだ。

　そしてゼロの護衛である以上、俺はそれに従う義務がある。

　リアの護衛を引き受けてからこっち、二人きりになる機会もほとんどなかったし、あまりゼロと話していないような気がした。それに気付くと、急にゼロの話を聞いてやらねばという気持ちになってくる。

　詫わびの品を買って、正解だったかもしれない。ようやく、俺はそんな風に思った。




　城に帰りつき、通用門の門番に聖女の紋もん章しようを見せる。

　入城を許可されると同時に、慌あわただしく城を飛び出していく馬の姿がちらと見えた。──ひょっとして馬にまたがっていた男は領主か？　鮮あざやかな葡ぶ萄どう色いろのベストに見覚えがあるから、たぶんそうだろう。こんな時間に、何をあんなに慌あわてて……。

　首を捻ひねりながら、使用人用の通用門をくぐる。

　俺達の寝ね床どこは、昼間宴えん席せきになっていたあの部屋だ。だが部屋に戻る前に、ゼロを見つけて話をする必要がある。しかし、一体どこにいるやら──。

「っと……」

　通用門をくぐってすぐ、何かにぶつかって俺は足を止めた。

　見下ろすと、夕日の赤を存分に吸い込んだ白銀の髪かみが目に入る。

「よう、丁度いいところに──」

「……どこに行っていたのだ？　傭よう兵へい」

　すいと、ゼロが顔を上げる。冷れい徹てつな無表情──明らかに、怒おこっている。

　笑いかけようとした表情のまま、俺おれはたじろいで軽く下がった。

「どこって……町に……」

「我わが輩はいを、置いてか」

「し、しょうがねぇだろ！　お前は領主と話してたし……」

　ゼロへの贈り物を買いに行くのに、ゼロを連れて行くわけにはいかない。しかし、お前への贈り物を買うために出かけていたんだなどという説明はしたくない。

　弁解めいた言葉は尻しりすぼみになり、俺は黙だまった。「あちゃあ」と、テオが耳元で呟つぶやく。

「君は……我輩の傭兵ではなかったか。我輩と一いつ緒しよにいるのが仕事ではないのか……？」

「そ、そりゃそうだが……護衛にだって、たまには自由時間も必要だろう」

「自由時間？」

　ふっと、ゼロは視線を下げる。

「……そうか。そうだな、自由時間は必要だ。すまなかったな、君の自由時間の邪じや魔まをして。我輩はただ……ただ、我輩も……」

　──少しだけ、一緒に行きたかった。

　囁ささやくようにそれだけ言い残し、ゼロはくるりと踵きびすを返した。長い外がい套とうの裾すそをひるがえし、足早に城の中へと消えていく。そんな後ろ姿を、俺は呼びとめる機会を逸いつして呆ぼう然ぜんと見送る事しかできなかった。

　なんだ、今のは？　まったくゼロらしくない。

　するとテオが俺の肩かたから滑すべり降おり、小さな手の平で俺の背中を思いきり叩たたいた。

「早く追いかけろよ！　ゼロは寂さびしかったんだ！　おじさんと一緒にでかけようと思って、きっとずっと待ってたんだよ！　あーもー、おれのばかばか！　もっと早く帰ってくるべきだったのに……！」

「追いかけろっつったって……追いかけてどうするんだよ」

「謝るんだよ、決まってんだろ!?　今こそ贈り物攻こう撃げきだって！　てってーてきに謝れよ！　父ちゃんが女を怒らせたらとにかく謝れって言ってたからな！」

　お前の親父は本当に信じられるのか……？

　とにかく放ほうっておくわけにもいかない。俺は慌あわててゼロの後を追いかけた。




　長い廊ろう下かを、靴くつ音おとを高く響ひびかせながらゼロは速足で歩いていた。

　その背中に追いついて声をかけるが、ゼロは返事もせずに歩き続ける。

「おい、待てよ！　ちょっと話を聞けって！　置いていったのは悪かった。テオにどうしてもって言われて仕方なかったんだよ。俺も町に用があったし、お前は領主と……」

「そう、我わが輩はいは領主と話をしていた。領主と二人きりでな。……君はその時何をしていた？」

「何って……」

　俺おれが言いよどむと、ゼロは露ろ骨こつに鼻先で嘲ちよう笑しようする。

「聖女に優しく手を貸して、君は我輩を置いて出て行ったのだ。神父に聞いたぞ？　聖女の部屋に付つき添そって、いかがわしい事をしていたそうではないか。正しい意味での〝据すえ膳ぜん〟だったのだろう？　我輩、ちゃんと意味を覚えたぞ。ならば食わねば男の恥なのだろう」

「待て待て待て待て！　断じて違ちがうぞ！　言葉の正しい使い方を覚えた事を褒ほめてやりたいところだが、誤解だ！　噓うそだ！　神父の陰いん謀ぼうだ！　俺にそんな勇気があると思うのか!?」

　自分で言っておいてなんだが、少し情けない気持ちになる。しかし事実だ、仕方ない。

「大体……俺がリアと一いつ緒しよに出て行くはめになったのは、お前と領主が俺達を部屋から追い出したせいじゃねえか」

「違うな。我輩は、君と食事がしたかったのだ。領主が我輩と何か話したがっているのが分かったから、わざわざ君のいるあの部屋に宴えん席せきを用意させた。なのに君は我輩ではなく、聖女を選んで出て行ったのだ！」

　まずった。──そうか、そういう状じよう況きようだったのか。

　確かに領主があの部屋から追い出そうとしていたのは神父とリアだけで、俺は追い出されたリアに付き添ったに過ぎない。

「それは……確かに悪かったが、お前だってリアが具合悪そうにしてるの見てただろう。神父は先に席を立っちまったし、侍じ女じよ一人じゃ──」

　ゼロはまだ歩みを止めない。

「君はいつもそれだ。いつもいつも、聖女にはできないから、聖女は弱いから、聖女が心配だからと、君は聖女にばかり気を遣つかう。ならば、君の大好きな聖女の下げ僕ぼくになればいいのだ。心配しなくとも、約束の報ほう酬しゆうは必ず払はらう。君がここにいると分かっていれば、力が戻もどった時に我輩がここを訪れればいいのだからな」

「おい、いい加減にしろよ！　さっきから聖女、聖女って……！　お前らしくもねぇな！　リアに嫉しつ妬とでもしてるみてぇだぞ！」

「嫉妬など……！」

　ゼロは振ふり返かえって俺を睨にらんだ。だが一いつ瞬しゆん言葉に詰つまり、急速に勢いを無くしていく。

「嫉妬など……していない」

　まるで、自分自身に言い聞かせるような言い方だった。ゼロは落ちつかなげに視線を床ゆかに彷徨さまよわせ、口を閉じつ開きつしている。

「我輩は、ただ……どうして、こんな……これではまるで、我輩が馬ば鹿かみたいではないか……そう、まったくこんなのは……我輩らしくもない……」

　肩かたを落として、息を吐く。ようやく、ゼロはまともに俺を見た。その表情は途と方ほうにくれているようで、そうするといつもの超ちよう然ぜんとした雰ふん囲い気きが消えてまるで子供のようになる。

「ただひどく、嫌いやな気持ちがするのだ。君が聖女に優しくしているのを見ると……君の行動が道理に適かなっていると分かっていても、心のざわめきを抑おさえられない。これは何かの病気か？」

　くしゃりと、前まえ髪がみをかき上げてゼロはゆるゆると首を振った。

　自分の感情に振りまわされて、自分でもどうしたらいいか分からない。誰だれにでもある、いかにも人間らしい感情だ。病気ではなくむしろ健全で、だがゼロは、きっと今までそういう感情を経験した事がない。

　だからまるで子供のように振り回されているのだ。

「それとも……これが嫉しつ妬となのか？　我わが輩はいは、聖女に嫉妬しているのか？」

「へぁ？　や……ど、どうだろうな……！　たぶん、そうだと……思うが……」

　自分で言っておいてなんだが、答えにくい。

　嫉妬ってのはつまり、なんだ。あれだ。つまり「お前は嫉妬してるんだ」と指し摘てきするって事は、「お前は俺が好きなんだ」と言っているのとほぼ変わらない……事になる。

　獣けもの堕おちの俺が、男なら誰でも心しん酔すいするような美女であるゼロに、「嫉妬でもしてるのか？」など……今いま更さらながら、とてつもない自惚うぬぼれだ。

「……傭よう兵へい。我輩、ずっと聞きたかった事があるのだ。ずっと考えていて、考えても分からなくて……もう、君に直接聞くしかないのだが……聞いてもいいだろうか？」

[image: ]

「な……なんだ、改まって。俺おれに答えられる事なら、そりゃ答えるが……」

「君は、大きな胸が好みなのか？」

　危うく、膝ひざから崩くずれかけた。胸の大きさが──どうしたって？　好すきか嫌きらいかという話で言えばもちろん好きだが、それが今までの会話の流れのどこに関係があるってんだ？

　俺が何も言えずにいると、ゼロは勝手に話を続けた。

「領主が……我わが輩はい、領主に聞いたのだ。我輩になくて、聖女にある魅み力りよくとは何かとな。なぜ君は聖女を選ぶのかと……すると領主は豊満な乳ち房ぶさが男を狂くるわせると」

　何を吹き込んでるんだあの船乗り領主は。

　そして何を吹き込まれてるんだこの泥どろ闇やみの魔ま女じよ様は。

「いいか、落ち着け魔女。何がどうして領主とそんな話をしたのかは知らんが、俺は別に胸の大きさで女の価値を計ってるわけじゃねぇぞ」

「だが、君は聖女の揺ゆれる乳房を確かに見ていた！」

　やめろ。でかい声を出すな。神父に聞かれる。聞かれたら確実に首が飛ぶ。それに別に俺は見てない。時々目に入る事は確かにあったが、あえて見ていたわけじゃない。

「我輩の胸は……普ふ通つうだ」

「そうだな、デカくはねぇな……」

「だが形は素晴らしいと領主にも褒ほめられた！」

「見せたのか!?」

「服の上からでも分かるそうだ」

　なんだびっくりした。いや、俺も見た事はあるけどよ……もちろん不ふ可か抗こう力りよくだったが……確かに形は完かん璧ぺきで……いや違ちがうそんな事は今はどうでも──。

「しかし傭よう兵へいが形よりも大きさを重視するのなら、我輩は聖女には敵かなわない。だから傭兵は、聖女の事ばかりを構うのかと思ったのだが……」

「違う！」

　どんな誤解だ。俺が胸の大きさだけで従う相手を決める馬ば鹿かだと思ってんのかこの女は。

　だが確かに、リアがいなかったらゼロに向けていただろう注意を、全すべてリアに向けていた事は事実だ。

　領主に言われた通り、聖女の護衛としてならば正しいが、ゼロの護衛としては問題だった。

　だからテオだって、贈り物をして謝れなどと言い出したわけで……そういや、すっかり渡し損ねたな。俺は意味もなく、懐ふところを探った。中にはゼロへの贈り物があるが、今渡すべきなのか？　だが、どうやって渡すんだ？　なんて言いながら渡せばいいんだ？

「……すまんかった」

　考えながら、とりあえず謝罪だけはしておく。

　素直に謝罪するとゼロはぱっと顔を上げ、訝いぶかるように俺を睨にらんだ。

「……それは、巨きよ乳にゆうに惑まどわされた事に対する謝罪か？」

「胸から離はなれろ！　本来の雇やとい主ぬしを最優先にしなかった事への謝罪に決まってんだろ！」

「それはいいのだ。聖女はとろいし、魔ま法ほうだか奇き跡せきだかの影えい響きようで衰すい弱じやくしている。君が我わが輩はいではなく聖女を優先するのは道理だ。──しかし君は、それ以上に聖女に好意を抱いだいている」

「そんな事──」

「ある」

　雇い主に噓うそをつくなと、念を押すような言い方だった。俺おれはしばらく考えて、確かにリアに少なからず好感を抱いている事を認める。

「どうしたって……嫌きらえねぇだろう、あれは」

　ドジで、隙すきだらけで、頭の中がお花畑な、根っからの善人。今にも崩れそうな積み木を支えたくなるのと同じ真理だ。危なっかしくて見ていられない。

「覚えているか、傭よう兵へい。恥じらいとか、守ってやりたくなるような弱さとか……そういうものを、男は好むのだと君は前に言っていた。聖女はまさにそれだ。だから君が聖女を好ましく思うのは、きっと人類が誕生した頃ころより脈々と受うけ継つがれている、自然の摂せつ理りなのだろう」

「いや、そこまで大げさな話じゃ……」

「だが君は、聖女を守りたいと思うだろう？　少なくとも、殺してやろうとは思うまい」

「相手が誰だれだって、殺す理由もないのに殺したりはしねぇよ」

「では、殺す理由があったら……どうだ？」

「──なに？」

「信じたくないかもしれないが、傭兵。領主から聞いた話を元に考えると──聖女は滅ほろぼすべき魔ま女じよだ」

　あまりにもきっぱりと、ゼロは言い切った。耳から入ってきたゼロの言葉を、俺は一いつ拍ぱく遅おくれてようやく理解する。

「……ちょっと待て。どういう事だ？　なんだってそう言い切れる」

　怖こわい、と。そう囁ささやいて泣いたリアの顔を思い出す。

　ただ人を救いたいだけなのにと、悪意に晒さらされて震ふるえるリアの涙なみだを。

「クレイオン共和国では医者が減っていると、宿で医者が話していたのを覚えているな？」

「覚えてるが……リアのせいで医者が減ってるから、リアは魔女だってのか？」

　思わず鋭するどい声が出る。

　俺は自分がうろたえている事に気がついた。自分でも驚おどろくほど、ゼロの口から「リアは滅ぼすべき魔女だ」と言われた事に衝しよう撃げきを受けている。

　ひどく、落ち着かない。

「そうではない。問題なのは、医者が減っているのに、聖女が医者の役目を果たしていないという事だ」

「は、果たしてるだろうが……！　あの女は、ちゃんと……」

「果たしていない。──正確に言えば、果たす相手を選別しているのだ。その選別からあぶれた者は傷と病を抱かかえたまま死ぬしかない。それがクレイオン共和国の現状だ」

　どうも、廊ろう下かでできる立ち話ではなさそうだ。

　俺はゼロを促うながして、再び城の裏庭に出た。これは俺の持論だが、内ない緒しよ話ばなしはひらけた場所でするのがいい。狭せまい部屋でこそこそやっていると、盗ぬすみ聞ぎきに気付かない可能性が高いからだ。

　その点、人ひと気けのない裏庭なら接近されればまず気付く。

「共和国の定義を知っているか、傭よう兵へい」

　裏庭についた途と端たん、ゼロが言った。

「王国は王が元首で世せ襲しゆう制せい。共和国は国民から元首を選出する」

「見事な模も範はん解答だな……我わが輩はい、君が馬ば鹿かなのか賢かしこいのか時々分からなくなる事がある……」

「俺は傭兵で、戦争屋で、国に雇やとわれて殺し合うのが仕事なんだよ。国の政治の形式の基本くらいは理解してる」

　細々とした定義まで学んだわけではないので詳くわしく説明はできないが、会話に困らない程度の知識ならあるつもりだ。

「そう……共和国とはつまり、次の君主が確定していない国だ。現在の元首が死んだとしても、その子供が元首を引ひき継つぐ事はない。つまり国民に人気があり、より力を持っている人物が、ここクレイオン共和国の次の元首となるわけだ」

「ま、そうなるわな」

「では、人気とはなんだと思う？　どうすれば民からの人気を得られる？」

「そりゃ、国民の望む物を与えりゃいいだろうよ。衣食住に、それから仕事。災害対策もそうだろうし……」

「そして、医い療りようだ」

　ぎくりとした。

　医療とは、つまりは命だ。怪け我がをした時に駆かけ込こむ場所がある。病気をしたときに呼べる医者がいる。そういう場所に人は集まり、人が集まる場所は豊かになる。

「クレイオン共和国では医者が減っている。だが、聖女は一人しかおらず、当然全員の治ち療りようはできない。では誰だれから治療しよう？　今にも死にそうな貧者だろうか？　それとも──治りかけの風か邪ぜで苦しむ、有力な領主の息子だろうか」

「ッ──それは！　領主が噓うそをついてリアを呼び寄せたんじゃねえか！　肺の病気で死にかけてるって聞いたから、リアだってわざわざ……！」

「だが、その手紙に応じると決めたのは聖女自身だ。聖都には、聖女の奇き跡せきを求めて旅してきた病人が多く集っているのではないか？　それを置いてでも、聖女はイデアベルナを目指した。なぜだ？　共和国内でも大きな力を持つ、イデアベルナの領主の要よう請せいだったからだろう」

「それは……」

「それで聖女を責めるつもりはない。実際問題として、命には優先順位が存在する。三日後に死ぬ老人と、生まれたばかりの赤子では命の価値が違ちがうのだ。だが、そういう選せん択たくで省かれた末まつ端たんの者達は誰だれに縋すがればいい？　富を持たない人間は死ぬしかないのが現状だ」

「だからって、リアを殺せば解決するって話でもねぇだろう！」

「無論、そこまで極論する気はない。だが、どれほど必死にやったところで、聖女は治ち療りようする人間を選択する必要がある。──ではその選択権を掌しよう握あくする事ができたら、どうなる？」

　リアが誰を優先的に治療するか。それを選択する権利をもし、得られたら。

「例たとえば我わが輩はいを次の元首として支持すれば、聖女の奇き跡せきを優先的に得られるようになるとしたら──君は我輩を次の元首にするため尽じん力りよくしてくれるのではないか？」

　優先的に医い療りようを受けられる権利。それがどれほど魅み力りよく的てきか──特に、外からの新しい病が頻ひん繁ぱんに入ってくるこの国では。

　医者の減少と、医療の一極化。その一極化した医療を掌握すれば──クレイオン共和国全体の医療を握にぎるに等しい力を得る事ができる。

「聖女の加護を得られた者が、元首の座を得られる。とすれば、みなこぞって聖女を自らの手中に収めようとするだろう。では、どういう方法で？　──知っているか？　傭よう兵へい。アクディオスという町を聖都として進しん呈ていしたのは、貧びん乏ぼう人にんを奴ど隷れいとしか見ていない事で悪名高い豪ごう商しようの悪女だそうだ。そして、聖女はその悪女を茶飲み友達としていたく気にいっているらしい。領主が言うには、聖女は政治に疎うとく、自分に近づく人間の善悪が判断できないのだそうだ」

　献けん金きん、寄進、ワイロに、ごますり。

　つまりは、誰が一番リアに──聖女に気に入られるかという戦いだ。

　ならばクレイオン共和国は、聖女に支配されていると言っても過言ではない。

　絶対的な君主がいない共和国だからこそ、聖女という存在が強く国の未来を左右する。

「だが……それはリアのせいじゃねぇだろう……？　その悪女がリアにすり寄ってるのが問題なら、悪女の方をどうにかすりゃいい！　その悪女が、リアに魔ま法ほうを教えた可能性だってあるだろう？」

「ああ……そうだな」

「あの女はただ、人を救ってるだけだ。結果的に治療する人間を選んでるかもしれねぇが、頼たのまれれば誰にだって奇跡を与えたいと考えてるし、実際にそうしてる。自分を襲おそった盗とう賊ぞくや……俺おれにだって。それでも滅ほろぼさなきゃならんほどの害悪だって言うのかよ!?」

「だが──こういう話も聞いた」

　聞きたくないと思った。ゼロの口からは──リアの疑いを煽あおる言葉を、これ以上。

「聖女は貧者の魂たましいを狩かり集め、それを富める者にふりまいている恐おそろしい魔女だと」

「それを──てめぇはそのまま信じるのかよ！」

　鋭するどく吼ほえて、俺おれはゼロの胸むな倉ぐらを摑つかんで引き寄せていた。

　細い体は恐おそろしく軽くて、ゼロのつま先が軽く浮く。間近に引き寄せたゼロの美び貌ぼうと、青あお紫むらさき色いろの瞳ひとみ。その、どこか蔑さげすむような無表情に俺の背筋が寒くなる。

　俺は今、雇やとい主ぬしを脅おどした。本気でやりあっても勝てない相手を、感情に任せて脅したのだ。

「悪い……悪かった……」

　からからに乾かわいた口でどうにか謝罪を吐はきながら、ゼロの体を下ろす。ゼロは無言で服を整え、それから真っ直ぐに俺を見た。

「君は──本気で聖女に惚ほれたのか？」

「違ちがう……！　俺は、ただ……」

　ただ、縋すがるように俺の指を摑んだ手の感かん触しよくを覚えているだけだ。

　あの、人を救う事しかできない、弱いばかりの女が滅ほろぼすべき魔ま女じよだと思えないだけだ。

　何も分かっていないようなあの女に、周まわりで起こっている事実だけをつきつけて、おまえは魔女だ、悪だと言うのが嫌いやなだけだ。

　それは「お前が獣けもの堕おちだから、お前の周りで人が死ぬ」と言われるのと同じ事ではないのか。ゼロが「魔女が存在しているから、無実の人間まで魔ま女じよ狩がりで殺される」と言われているようなものではないのか。悪気がないのは分かっているが、お前さえいなければ──と。

「同情に、同調か……君は怖こわいのだな、傭よう兵へい。君を慕したう人間を、君の手で追おい詰つめる事が。追い詰める手伝いをする事が、裏切りだと感じるのだろう」

　ゼロが呆あきれたような息を吐き、ひどく情けない気分が俺の肩かたに圧おし掛かかる。

「心配しなくとも、我わが輩はいだって確信もなく聖女を滅ぼそうとは思っていない。領主からの情報を鵜う吞のみにしたりもしない」

　分かっている。ゼロはただ、得た情報の話をしただけだ。リアが滅ぼすべき魔女である可能性があると、領主の情報からは推測できると言っただけだ。

「だがな、傭兵。聖女に自覚があるにせよ、無いにせよ……この国は聖女のせいで病みつつある。医者が減り、治ち療りようを受けられずに死んでいる者がいる。聖女が現れなければ永らえたかもしれない命が消えている。我輩はそれを正さなければならない。間接的にであれ、魔ま法ほうによって作り出された状じよう況きよう下かで失われた命の咎とがは我輩にある」

　だから、とゼロは続ける。顔を上げて、俺を見た。

「必要とあれば、我輩は聖女を殺す。それが、我輩の──」

「義務だってんだろ？　分かってる！　だったら、報ほう酬しゆうを受け取ってそれを手伝うのが俺の仕事だ。お前が聖女を殺すってんなら、俺はお前の命令に従う」

　意識せず、突つき放はなすような言い方になった。するとゼロは俺とは逆に、柔やわらかな表情を浮かべて見せる。

「傭兵。もしこれが仕事でなかったら……君は、どうしたいと考える？」

「──あ？」

「我わが輩はいとの契けい約やくを反ほ故ごにして、聖女を守りたいと思うか？　もし我輩との契約がなかったら。君が自分の意思だけで動けるのなら。──君は、どうする？」

　──俺おれ自身の、意思。

　咄とつ嗟さに答えられなくて、俺は誤ご魔ま化かしのような言葉を吐はいた。

「な、何言ってんだよ……俺はお前と契約してる身で、護衛料だって先さき払ばらいで受け取ってる。今いま更さら契約がなかったらとか、自分の意思ではどうのなんて……」

「君は、自分の利益を最優先に動く〝傭よう兵へい〟だろう？　今までだって、状じよう況きよう次第で雇やとい主ぬしを裏切り、よりよい条件で契約を結んでくれる主君を選んできたのだろう」

「そりゃ、確かにそうだが……」

　それが傭兵という生き物で、金で動く傭兵に忠誠や仁義など存在しない。

　それでも俺がゼロと行動している理由は、ゼロが俺を人間に戻もどせるからだ。──だが俺がゼロの護衛をやめても、ゼロはいつか俺のところに戻ってきて、俺を人間にしてくれるという。

　それを見み透すかしたように、ゼロはふと穏おだやかな表情を浮かべてすいと手を伸のばした。

　ゼロの指が俺の頰ほおに触ふれて、猫でも撫なでるように優しげに動く。

「前にも言ったはずだ、傭兵。我輩は、君を無理に我輩の側に縛しばりつけようとは思わない。君が我輩の傭兵をやめたいと言うのなら、好きにすればいいのだ。それでもいつか我輩は、君との契約を果たしにくる。我輩と君は今、一いつ緒しよにいたいから一緒にいる。それは永遠に縛られた契約ではなく、我輩と君の意思だ。──我輩はそれが心地よく、それが壊こわれるのが怖こわい」

　それは、俺が前にテオに言った言葉ではなかったか。

　できないのではなく、やらないだけだと。俺だって、それと同じだ。

　俺が何も答えられずに黙だまると、ゼロはくつくつと肩かたを揺ゆらして笑った。

「不思議なものだな、傭兵。さっきまで我輩は、嫉しつ妬とに捕とらわれて平静さを失っていた。だが、自分が嫉妬している事を知り、認めた今は穏やかだ。君が聖女ではなく我輩を選んでくれる事を、我輩は心を踊おどらせながら待つ──それはきっと、とても苦しくて、とても楽しい」

「……けどお前、俺を名前で縛って下げ僕ぼくにするとか前に言ってなかったか？」

「君が我輩に名前を教えたら、な」

　結局、それも俺の選せん択たく次第という事か。そして、俺の選択とは一体なんなのか──。

「いい顔だな、傭兵。迷い、苦悩している者の顔は極めて魅み力りよく的てきだ」

「からかってんのか？　これでも結構へこんでるんだぞ、俺は」

「我輩だってへこんでいる。何せ、生まれて初めて得た友に、早々に裏切られそうになっているのだから──しかも、二度目だ。君は十三番にたぶらかされて、一度我輩を裏切った」

　そう言われては、俺に反論のしようもない。

　手の平で顔を覆おおって沈ちん黙もくした俺に、ゼロは楽しげに笑って見せた。










【幕間　背負う咎】










　殺された、と。

　その知らせを受けた瞬しゆん間かんに全すべての仕事を投げ出して、一番足の速い馬を飛ばして城を出た。

　急いだところで死者が生き返るわけではないと、理解していても気ばかりが急せく。

　市街警備の兵に導かれ、人ひと払ばらいのされた路地裏に入ると、そこには受けた知らせ通りの死体が転がっていた。

　明るい赤毛の、まだ若い少女の死体だ。

　服が破かれ、剝むき出だしになった白い背中に赤黒い字が見える。




『神よ、お許しください。

　私は神の国より寵ちよう愛あいを賜たまわった聖女様を汚けがしました。

　死をもって償つぐないます』




　死体の傍かたわらに転がる錆さびた釘くぎの先に、血と肉の破片が絡からまっているのを見れば、この文字がどのようにして書かれたのかは一目で知れる。

「血の流れ方から見て、生きている時に書かれたようです。濡ぬれた布が喉のどの奥おくまで詰つまられていて……声も上げられなかったのでしょう。路地に積んである荷物を取りに来た水夫が見つけたときには、もう」

　その両手足は縄なわで縛しばられ、顔は腫はれ上あがって原型を留めていない。やぶかれた服のかわりに血と、青あお紫むらさき色いろの痣あざが彼女の全身を覆おおっていた。

　けれどもトーレスは──イデアベルナの領主であるトーレス・ナダ・ガディオは、その死体が誰であるのか一目で分かった。──どんな姿だろうと、見み間ま違ちがえるものか。

「──ああ、パーセル……」

　いつも城の庭を完かん璧ぺきに整えてくれていた、寡か黙もくな庭師の大切な一人娘だ。

　いつかは自分も父のような庭師になるのだと、きらきらと輝かがやく笑顔で未来を語るこの少女の成長を、トーレスもまたずっと近くで見守ってきたのだ。

　パーセルの父が死んだ時は共に涙なみだを流してその死を悼いたんだし、至らないながらも父親代わりになろうと努めた。

　それなのに。

「どうして……こんな……」

　ほんの少し前まで、生きていた。

　──どうしてですか、トーレス様！

　そう言って、馬車の前に飛び出してきたではないか。

　いつものように意志の強い瞳ひとみに力を宿して、領主であるトーレスを正面からなじったではないか。

　あの未来への希望と力に満みち溢あふれた少女が、まるで遊あそび飽あきられた人形のように路地裏に転がっている。

　背中に、クギで血文字を刻まれて。

「だれか、服を……この子の服を持ってきてくれ……！　若い娘にこれ以上、こんな無残な姿を晒さらさせるな！　──早く！」

　怒ど鳴なって、トーレスは自分の上着を脱ぬいでパーセルの体に巻き付けた。

　抱だき寄よせた少女の体は硬かたく強こわ張ばり、トーレスを拒きよ絶ぜつするかのようにひどく冷たい。

「すまなかった……すまない、パーセル……！」

　自分の、せいだ。パーセルが死んだのは、全すべて。

　牢ろう獄ごくに入れるべきだったのだ。

　パーセルが馬車の前に飛び出して、聖女を魔ま女じよだと罵ののしったとき、捕とらえて牢獄に入れてしまうべきだった。頰ほおを打っただけで解放など、すべきではなかったのだ。せめて一いつ緒しよに城へと連れ帰るべきだった。

　何の権力も、自分を守る盾たても持たない無力な少女が、あれほど大勢の前で聖女を批判して無事で済むわけがなかったのだ。

　聖女を侮あなどっていた。──あの、魔女を。

　神父も聖女も、間ま違ちがいなく城にいた。ならばパーセルを殺したのは、イデアベルナの住民だ。

　これは死者への戒いましめではない。

　聖女を批判するなという──トーレスへの、警告なのだ。
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「是ぜ非ひ、一いつ緒しよに聖都アクディオスにいらしてください。傭よう兵へいさんとゼロさんにはとてもお世話になりましたから、何かお礼がしたいのです。──もちろん、テオさんにも」

　リアがそう言い出したのは、イデアベルナを出発する日の朝だった。

　魔ま法ほうの調査をする関係上、俺おれ達もどうせ聖都には向かう予定だった。そして当然、魔法を使っていると思われる張本人であるリアの近くにいられる方が都合はいい。

　そんな状況での願ってもない申し出に、俺達は一も二もなく聖都行きを快かい諾だくした。

　ここまで来るともう、神父も反対する事はなく、ただ盛大に嫌いや味みったらしく、忌いま々いましげに溜ため息いきをつくだけに留めた。さすが、神父は行動が大人だな。

「おじさん。贈り物ちゃんと渡した？」

　テオに肘ひじで小こ突づかれて、俺は視線を下げる。それから、静かに首を左右に振ふった。

「な……何やってんだよ！　物だけ買っても、渡さなきゃ意味ないんだぜ!?」

「それくらい俺でも分かる。だが……渡し方が分からなかったんだよ」

「普ふ通つうに渡せばいいだろ！　もー！　だらしないなぁ……！」

　普通ってなんだ、普通って。殺し合いと罵ののしり合あいで生きてきた傭兵に、急にお詫わびの贈り物をしろなんて言う方がむちゃなんだ。普通にと言われても、俺にはその普通が分からない。

「寂さびしくなりますな、我が心を惑まどわせる美しいお嬢じようさん。あなたには是非ここに留まっていただき、もっと有益な話をお聞きしたかった。何か困った事があれば、このイデアベルナきっての船乗りトーレス・ナダ・ガディオに何なりとお申し付けください」

　領主は厳いかつい手でゼロの両手をがっしと摑つかみ、無ぶ遠えん慮りよに唇くちびるを押し付ける。それから聖女に向きなおり、威い圧あつ的てきなまでに好意的な笑顔を向けた。

「聖女殿も、道中お気を付けください。昨今は盗とう賊ぞくも多い。国が荒あれる前兆ですかな……嘆なげかわしい事だ。とはいえ聖女殿には、神と教会の守護がある。誰だれが死んでも貴方あなただけは生き残りましょう──神のご加護を」

　握あく手しゆを求めて差し出された領主の手を、リアはおずおずと摑み返す。

　一いつ瞬しゆん、領主がリアの手を握にぎり潰つぶしそうに見えてひやりとしたが、領主はただ礼れい儀ぎ正しくリアの手に尊敬を示す口付けを落とすだけだった。

　どうも、昨日にも増して攻こう撃げき的てきに見えるが……。

「さあ諸君！　聖女様の出発だ！　盛大にお見送りしろ！」

　領主がよく通る声で見送りの兵達に指示を出す。同時に全員がリアの馬車に敬礼を送る姿は、統率の取れた軍隊然としていて勇ましい。

　ゼロはちょっと首を傾かしげて、領主の服の裾すそを引っ張った。反射的に腰こしを曲げた領主の耳に、唇くちびるを近付けて何か囁ささやく。

　途と端たんに目を見開き、何か言いかけた領主を残して、ゼロはさっさと馬車へと乗り込んだ。

　領主が新たに用意した馬車は巨きよ大だいと言っていいほどで、俺おれ達全員が乗っても十分に広いと感じられる。馬車の内装も恐おそろしく豪ごう勢せいで、馬車に乗るなり、テオはふかふかのクッションにはしゃぎ始めた。聖女と侍じ女じよがそれを見て笑い、神父は隅すみの方で影かげのようにじっとしている。

　俺が馬車の隅──つまり神父の対角だ──に腰こしを下ろすと、当然のような顔をしてゼロが俺の足の間に滑すべりこんできた。

「他にも場所は十分に空いてる気がするんですがね……ご主人様？」

「馬車は揺ゆれる。支えてくれ」

　舗ほ装そうされた道を行く、まっとうな陸路だ。緩かん衝しよう装置が完かん璧ぺきに機能している高級馬車は当然ほとんど揺れないし、支える必要などまったくないんだが……。

「……支えてくれ」

　我わが輩はいの護衛なのだから、とでも言うようにゼロは繰くり返かえす。行きはリアを支えてやったのだから、帰りは主あるじである自分を支えるのが筋だと言うのだろう。

「はいはい……ご命令どおりに」

　俺が大人しくゼロの体を抱かかえて支えると、ゼロは満足そうな笑みを浮うかべ、俺の胸に深々と体重を預けてきた。

「お前、さっき領主に何言ったんだ？」

「うむ……気落ちしているようだったのでな。君のせいではない、と言ったのだ」

「気落ち……？」

「極めて個人的な話だ。今はまだ、君にその話をすべきではない」

　領主と極めて個人的な話をするほど親密になっているとは驚おどろきだ。しかし「極めて個人的な話」を俺に漏もらさないのは理解できるが、「今はまだ」という意味が分からない。

　いつか教えてくれるって事か？　なんらかの補足を期待して首を傾かしげてみせたが、ゼロはそれ以上話す必要はないとでも言うように、静かに目と口を閉ざしてしまった。




　御ぎよ者しやの話によると、港町イデアベルナから聖都アクディオスまでは、徒歩で七日、馬車で四日の道のりらしい。快適な旅を目的に作られた大型の馬車だから、移動速度が遅おそいのだ。

　直線距きよ離りで見れば二つの町はさほど離はなれていないのだが、間に森やら谷やらが立ちはだかっているせいで、舗装された道を進むとどうしても時間がかかる。

　基本的には道中に点在している宿に泊まれるのだが、最初の一晩だけは野宿をする必要があり、俺が見張りに立つ事になった。

　──まだ、潮しおの匂においがする。

「俺はどうしたいのか……か」

　昨晩のゼロの問いを、自分に対して繰くり返かえす。

　ゼロを裏切りたくないと思う。もしリアのせいで人が死んでいるのなら、滅ほろぼすべきだろう。

　だが、リアを殺したくないと思っているのも事実だった。

　他人の死になどとっくに不ふ感かん症しようになっていると思っていたが、「名前も知らない他人が死んでも気にならない」というだけだったらしい。

　ゼロがリアを滅ぼすべきだと決めて、仮に俺おれが手を下す事になったとしたら──。そもそも俺は、ゼロに命令されたからと言ってリアを殺せるのか？　殺せなかった場合は、俺はゼロの敵になるのか？

「どうも……俺には難しすぎるな」

「何が難しいんです？」

「ぎ──！」

　静まりかえった夜の森で危うく絶ぜつ叫きようしかけ、俺は慌あわてて口を押さえた。

　足音もなく、気配もなく──神父は俺の真後ろまで接近していた。手を伸のばせば首を落とせる距きよ離りだ。今は夜で、周囲には光も無い。

　神父は眼帯を外はずし、その目は確実に俺の首を捉とらえていた。

「叫さけんで聖女様の安あん眠みんを妨ぼう害がいするようなら、即そつ刻こく首を落としていたところです。……命拾いしましたね」

　こいつはこれで本当に神父なのか……？

　神の御み使つかいより悪あく魔まの右みぎ腕うでって感じだぞ。聖水かけたら死ぬんじゃねぇのか。本当に死なれたら逆に怖こわいから試さないでおいてやるが。俺は軽く舌打ちし、深く息を吐はいた。

「お前が獣けもの堕おちの感覚をかいくぐるような異常な隠おん密みつ能力を発揮して近づいてくるからだろうが。足音ってのは〝今から近づきますよ〟って意思表示だぞ。ちゃんと音を立てて歩けよ」

「こちらからの質問は一つ。──一体何を企たくらんでいるんです？」

　取り付く島もねぇな。

　神父は俺の首に杖つえの先せん端たんを突つき付つけて鋭するどく問う。

「何の話だ？　俺はお前さん達に頼まれて護衛して、聖女様に是ぜ非ひにと招かれて一いつ緒しよに聖都に向かってるんだ」

「聖女様に取り入ってそう仕向けたのが貴様ではないと──私が思うとでも？」

　俺を射い殺ころせそうな憎ぞう悪おの目だった。

　どうもこの神父は完全に、俺がリアになんらかの害を与えると思い込んでいるらしい。もっと言えば、俺が聖女を犯して食おうとしてるとでも考えているんだろう。

　獣堕ちへの漠ばく然ぜんとした偏へん見けん程度じゃ、ここまで強い憎悪は生まれない。十中八九、この神父は身近な誰だれかを獣堕ちに殺されている。──しかも、最悪な形でだ。

「聖女様が聖都への同行を認めたからといって、私が警けい戒かいを解といたなどと思わない事です。獣堕ちを聖都に招くなんて……聖女様の慈じ悲ひは度を越こしておいでだ」

「おいおい……勘かん弁べんしてくれよな。敬けい虔けんな神の使徒なら獣けもの堕おちを嫌きらうのは当然だが、お前さんが俺おれに向けてるのは個人的な憎にくしみだろう。獣堕ちに家族でも殺されたのか？　それとも恋人を食われたか？　だとしても、それをやったのは俺じゃねぇ」

「質問しているのはこちらです。──誰だれかに雇やとわれ、聖女様の弱みを探りにきたのですか？　魔ま女じよである証しよう拠こを摑つかめば、聖女様を意のままにできるとでも？」

　聖女を掌しよう握あくする事は、クレイオン共和国の医い療りようを握にぎるのと同じ事。つまりリアが本当は魔女で、その秘密を握れた方が都合がいいって輩やからもいるのだろう。聖女様に取り入って気に入られるよりも、弱味を握った方が手っ取り早い。

　ご苦労な事にこの神父は、そういった手合いからもリアを守っているわけだ。

　だが、俺に向ける疑いとしては究極に見当はずれだ。

「無む駄だに目立つ獣堕ちが、こっそり聖女様の秘密を探るなんて仕事を受けるわけがねぇだろう。俺はゼロに雇われてる傭よう兵へいだ。俺には俺の意思なんてものはねぇし、ゼロに命令された通りに動く。──前にお前が言った通り、俺は人間様の命令を黙だまって聞くだけの家か畜ちくだよ」

　自分で言いながら段々むかついてきて、最後の方は吐はき捨すてるような言い方になった。

「そっちこそ、どういうつもりだよ。お前の大事な聖女様は、昨日今日クレイオン共和国に来たばかりの俺から見ても、魔女疑ぎ惑わくで真っ黒だ。〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官が、それを殺さずにいるってのは職務怠たい慢まんじゃねぇのか？　疑わしきは殺すのがお前らだろう」

「疑惑？　馬鹿馬鹿しい……」

　俺と同じく、吐き捨てるように神父は言った。

「彼女が聖女であるか、魔女であるかは私が決める事です。裁定に必要な情報は、口さがない人々の噂うわさでも、陰いん謀ぼうをめぐらせる権力者の助言でもない。私は神の教えに従い、そして私の信念に基づいて、私の責任で判断を下します。自分の行動の理由や責任を全すべて他人にゆだねる家畜には分からないでしょうが」

「へぇ……？　信念？」

　俺はわざとらしく嘲ちよう笑しようして見せた。

　信念。責任。判断。──どれもこれも、俺には無む縁えんで忌いま々いましい。何より、毅き然ぜんとした態度でその言葉を口にする神父が神経にさわって仕方ない。

「だがお前さんは確か、前に魔女と間ま違ちがえて聖女を殺したんじゃなかったのか？　お前さんの信念の元に魔女だと判断した女は、実際は聖女だったんだろ？　ああ、おっと。そういや、間違えたのは教会の方だったか。実際は魔女だったのに、教会がそれを聖女だと言い張ってるんだってな。だがそうだとしたら、お前の大事な神も、教会も、その教えに基づいたお前の信念とやらだって、ろくなもんじゃ──」

「私の、この目は──」

　ぞくりとした。俺おれに突つき付つけられている杖つえには今、大おお鎌がまの刃やいばは無い。それなのに、凍こおり付つくような刃の冷たさを確かに感じる。

「奇き跡せきを騙かたる魔ま術じゆつを見み抜ぬくためにある。善を装う悪を見抜くためにある。日の光に照らされた世界が見えない代わりに、闇やみに隠かくされた真実を見抜く事ができる。上うわ辺べばかりの美しさも、作られた笑顔も、耳に心地よい甘かん言げんも、私には意味がない。貴様が聖女様に害をなす存在であると判断したら、私は聖女様の眼前だろうとその穢けがれた首を叩たたき落おとします」

　それだけ言って、神父は杖を下ろした。今ここで、俺の首を落とす気はないらしい。

「忠告はしましたよ。あなたに今できる最善の行動は、聖女様の好意を辞して今夜の内にこの場から消える事です」

　踵きびすを返して、足音も無く神父は消えた。

　神父の姿が完全に見えなくなって、ようやくまともに呼吸ができるようになる。

「……ったく。厄やつ介かいな感じになっちまったなぁ……」

　リアと……リアに魔ま法ほうを教えた誰だれか。

　リアを魔ま女じよだと言う女に、聖女の紋もん章しようである山や羊ぎの刻印を刻んだ盗とう賊ぞく達。

　わざわざ町まで聖女を呼び付けておいて、まるで責めるようですらあった領主の態度。

　そして、リアが滅ほろぼすべき魔女なのか、否いなか。魔女であったとして俺はどう行動したいのか。

　それらの問題を、神父にギラギラと殺気を向けられながら解決しなければならない。

　しかし、神父があそこまで俺を排はい除じよしようとするわりに、一線を踏ふみ越こえてこない事に違和感を覚えた。俺が嫌きらいで、排除はしたいが、それだけの理由で殺しはしないという事か。あれでも一応、神の教えに従う神父だ。〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官として魔女を殺しはするが、個人的な感情での殺人はご法はつ度とにしているのだろう。

　それは裏を返せば、俺を排除する正当な理由が見当たらないという事だ。だったら素直に聖都まで護衛をさせて、仕事が終わったら追おい払はらえば済む話だ。それこそ家か畜ちくのように扱あつかえばいい。だというのに、神父は不自然なほどに俺を排除したがっているように感じる。

　なぜだ？

「……俺を聖都に入れたくないのか？」

　何か、見られてまずい物でもあるのか。知られてまずい事があるのか？　それこそ、リアが魔女である証しよう拠ことか……。

　もしかしてあの神父は、リアが魔女だって証拠を摑つかんでいるんじゃないのか。それを何らかの理由で隠そうとしてるんだとしたら、どうだ。

「さすがに……飛ひ躍やくし過ぎか」

　俺は憂ゆう鬱うつを抑おさえて首の後ろを撫でた。

　そして、凍りつく。

「──噓うそだろ、どういう……ッ」

　指に、ぬるりと温かい。

　見れば赤く、それは間ま違ちがいなく俺おれの血だった。痛みに気づかなかった事を考えると、かなり鋭えい利りなもので切られたのだろう。

　だがいつ、誰に──。考えるまでもなく、神父にやられたとしか思えない。確か初めて神父と交戦したときも、防いだはずの刃やいばに首の皮を切られていた。

　だが今回は、神父は大おお鎌がまの刃を出してすらいなかったのに──。





２






　わざわざ忠告してやったのに、どうして貴様はまだこの馬車に乗っているんだ。今すぐその首を落とされたいか。──とでも、恐おそらく言いたいのだろう。

　革の眼帯越しに神父の視線が痛いほど突つき刺ささり、俺はひたすら馬車の外を見続けて残りの数日間を過ごした。

　代わり映えのしない景色にテオは早々に退たい屈くつし、今では馬車の屋根に乗ってアクディオスへの到とう着ちやくを待ちわびている。

　そんなテオが、突とつ然ぜんバンバンと客車を叩たたいた。

「見えてきたぜ！　聖都アクディオスだ！」

　窓の外の景色は相変わらず、あくびが出るほどのどかな森だ。

　するとゼロが窓から大きく身を乗り出した。落ちないように慌あわてて外がい套とうの裾すそを摑つかむと、ゼロがテオの指差す方向に目をすがめて感かん嘆たんの声を上げる。

「おお、あれが……！」

　聖都アクディオス──。

　馬車が丘おかを越えた瞬しゆん間かん、その景色は現実の物とは思えない規模で俺の目に飛び込んできた。

　まず目に入ったのは、陸の内側まで深く抉えぐれた、奇き妙みような形の崖がけだった。

　水の力で陸が削けずられ、長い年月かけてこんな形になったのだろう。その、内側に深く切れ込んだ崖にぐるりと囲まれる形で、広大な湖が広がっていた。湖の果ては遥はるか彼方かなたで、対岸の崖が薄うすもやにかすれてうっすらと目視できる。

　その湖のほぼ中心に、島が浮うかんでいるのが見えた。島までは真っ直ぐに、一本の吊つり橋ばしが延のびている。

「まあるい花か瓶びんに、水が入っているみたいでしょう？　今は満潮だから、水位が高くて……海の方で潮が引くと、ここの水位も下がるんです。海と繫つながってるんだって」

　完かん璧ぺきに凪ないだ水面は空の色を写し取ったような濃い青をしており、湖を泳ぐ魚の鱗うろこが日の光を反射してギラギラと輝かがやいている。あまりにも眩まぶしいので、水面を直視するのが難しいほどだ。

　アクディオス島は広大な塩湖に浮かぶ小島だと聞いてはいたが、俺の想像を遥かに越える広大さに、落ちた顎あごがしばらく元に戻もどらなかった。

　いつも眠ねむたげに淀よどんでいるゼロの目も、この時ばかりはキラキラと輝かがやいている。

「すごいな……我わが輩はい、こんなの初めて見た」

「綺き麗れいなところでしょう？　わたし、アクディオスが大好きなんです」

　ゼロが頰ほおを上気させてこぼすと、リアが控ひかえめながらも、自じ慢まんげに言う。

　意外にも、ゼロは素直に深く頷いた。

「我輩も好きだ。好きになった。あれはとても美しい。なあ、傭よう兵へいもそう思うだろう」

「そうだな。まあ、驚おどろいた」

「とても綺麗だ……我輩も欲し──」

「やめろ。頼たのむ。やめてくれ」

　お前が何かを欲しがるとまったく冗じよう談だんにならねぇんだよ。

　恐きよう怖ふの魔ま女じよが一夜にして聖都を制圧する阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずが恐おそろしく自然に想像できてしまい、俺おれは本気でゼロに懇こん願がんした。

　たとえゼロがやらなかったとしても、超過保護な兄貴の十三番がやらかしかねない。

　十三番と言う男は、ゼロが「空を見たい」と言ったからという理由それだけでほいほいと国一つに戦争を勃ぼつ発ぱつさせるような、いっそ文句のつけようもない、理想的なまでに迷めい惑わくな悪の魔ま術じゆつ師しだ。

「てめぇの兄貴には前科があるんだからな……分かってんだろうな……！　今後一生、未来永えい劫ごう、迂う闊かつに物を欲しがるんじゃねえぞ！」

「なんと窮きゆう屈くつな……！　純じゆん粋すいに何かを欲しがる事もできないとは……我輩がかわいそうだ！」

　まず町を欲しがるな。そこから基準が狂くるってる。俺は二度とあいつの陰いん気きな面をおがみたくはないし、あいつが仕出かす規模のでか過ぎる家族愛に振ふり回まわされるのもまっぴらだ。

　俺が睨にらむと、ゼロはつまらなそうに唇くちびるを尖とがらせてリアを見た。

「潮が引くと水位が下がるという事は、実際はもっと大きな島なのか？」

「はい。満潮の時は、島の半分以上が沈しずんじゃってるんです。人が住めるのは、今見えてる島の天てつ辺ぺんの部分だけで」

　確かに湖は馬ば鹿かみたいに広大で、島もそれなりに大きくはあるが、人間が住める土地が少ないせいか町の規模は想像したほどではない。これじゃ税収も微び々びたるもんだろう。これなら、聖女とお近づきになるために差し出す領土としては妥だ当とうな気がした。

「島へは、崖がけから続いてる吊つり橋ばしを渡って行くんです。橋は一本しかなくて幅はばも狭せまいから、馬車では進めないので歩かなくちゃいけないんですけど……」

「不便じゃねえのか？」

「わたしは平気なんですけど、怪け我がをした人や、病気の人はちょっと大変そう……一応、歩けない方は背負しよい子こで運んで差し上げられるように、人を雇やとってるんですけど」

「それはそれは……聖女らしいお心こころ遣づかいだこって」

　純じゆん粋すいに感心したつもりだったが、リアは不満そうに頰ほおを膨ふくらませ、特に痛くもない力で俺おれを叩たたく。するとそれに続くように、ゼロが冗じよう談だんにならない力で俺の鳩みぞ尾おちに拳こぶしを叩たたきこんだ。

「な、なにしやがる突とつ然ぜん……！　マジでいてぇぞ！」

「君は殴なぐられるのが好きなのかと思ったのだが……違ったか」

　どういう誤解だ。リアの真ま似ねをするなら、せめてもう少し可愛かわいらしい力で殴れ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　傭よう兵へいさん……！」

「いや、いい！　寄るな！　お前の優しさが今の俺には災害だ……！」

　何せ神父がとてつもない眼力で俺を睨にらんでいる。

　だというのに、状じよう況きようを理解していないリアは俺に拒きよ絶ぜつされたと思って涙なみだぐむ。

「すっげー。修しゆ羅ら場ばじゃん。おれ本物の修羅場って初めて見た」

「違う！　てめぇ笑ってんじゃねぇぞテオ！　降りてきやがれ！」

　窓から逆さになって顔を覗のぞかせたテオが、言いたい事だけ言ってさっと顔を引っ込める。

　あのガキ、八やつ裂ざきにして食ってやろうか……！

　そんな馬鹿なやり取りをしている間に、馬車は吊つり橋ばしの前で止まった。

　実際に吊り橋を前にすると、思った以上に急きゆう勾こう配ばいだ。崖がけから島に向かう吊り橋なのだから、下り坂になっているのは当たり前なんだが、吊り橋の作りがいかにももろそうなので、最初の一歩を踏ふみ出だすのに勇気が要る。

　おまけに傷んでいる羽目板が多く、俺が体重をかけたら簡単に底が抜ぬけそうだった。俺が引ひき攣つったのを見て、リアが困ったような顔になる。

「そろそろ修しゆう繕ぜんしないとって思ってるんです。前にちょっと太った方が通った時に、羽目板が壊こわれてしまって……ほとんど渡りきる直前だったので大丈夫だったんですけどね。あ、でもこの前ちょっとその話をしたら、修繕に手を貸してくださる方がすぐに見つかったんです！」

「そりゃな。聖女様が困ってるってんなら、何を置いても自分が恩を売っておきたいって思う奴やつはごまんといるだろうよ」

「もう、またそんな言い方……！」

　どうしてそんなに意地悪なんです？　と怒おこったように聞かれて、どうしてなんだろうなと自分でも考える。まあ、育ちが悪いんだろう。

「神父が渡るには、背負しよい子こが必要なのではないか？　昼間は目が見えないのだろう」

　危ないぞ、とゼロに言われて、神父は慌あわてたように首を振ふった。

「杖つえがあれば木の腐ふ食しよくは分かりますし、私は訓練されているので大丈──」

「そうなんです！」

　リアのゼロに対する力強い同意が、神父の言葉を遮さえぎった。

「わたし、いつも神父様には背負子を使ってくださいって言ってるんですけど……大丈夫だと言って聞いてくださらないんです。〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官たるものどうこうとか、難しい事を言い出して……けど、裁定官だからって危ない事は危ないでしょう？」

「まったくその通りだ。いつの世も、訓練されているから、などという驕おごりこそが致ち命めい的てきな失敗へと繫つながる。排はい除じよできる危険ならば、大だい丈じよう夫ぶなどとたかをくくらず、事前に排除しておくのが正しい選せん択たくというものだろう？　神父よ」

「いえまあ、それは確かに、その通りではあるんですが……」

「何より、君がうっかり落ちたりすると、聖女が騒さわぐ。足場の不安定な吊つり橋ばしで、この致命的に運動能力が欠けつ如じよしている聖女が騒さわいだらどうなると思う？　きっと湖に落ちてしまうぞ」

　あり得ないとは、誰だれも言わない。仮にうっかり神父が羽目板を踏み抜いたら、神父が無事でもリアが危ない。そういう女だと、ここに来るまでの道のりで嫌いやと言うほど理解した。

「そうなったら大おお騒さわぎで、面めん倒どうな事になる。そして我わが輩はいは面倒な事が大嫌いだ。──よって、傭よう兵へいよ」

「あん？」

　なんでそこで俺おれが出て来るんだよ。嫌な予感しかしねぇぞ。

「神父をかついで運んでやるといい」

　お断りだ。そう俺が口にする前に、

「結構です！」

　神父が絶ぜつ叫きようした。全身に鳥とり肌はだを立てているところを見ると、本当に死ぬほど嫌なのだろう。

　なるほど……気が変わった。

　俺は神父の細い体を抱かかえ上あげた。

「ひ……ぎ……あ──あぁあぁあ！　降ろせ！　降ろしなさいこのケダモノ！　私は一人で歩けます！」

「無む駄だなあがきはやめるんだな。神に愛された容姿をお持ちの美形神父様よ。ここで刃は物ものを振ふり回まわすと、吊り橋の縄なわが切れて聖女様も天に召めされる事になるぞ」

「ぎ、ぐ……こ、の……！　堕だ落らくの象しよう徴ちようめぇえぇえ──！」

　最高の気分だ。

　神父の口から吐はき出だされる罵ば詈り雑ぞう言ごんという最高に心地いい音楽を耳元で聞きながら、俺達は長い吊り橋を渡り切った。

　吊り橋の勾こう配ばいを少しでも緩ゆるやかにするためか、吊り橋の終着点である石造りの足場は地面よりかなり高く作られており、足場から下りる階段はゆうに二十段以上あるだろう。

　その階段を挟はさみこむように、一対の守護神像が建っている。

　教会の教えでは、神を守る守護神が七体存在する事になっている。だから教会にとって七は「神聖な数字」とされていて、逆に六は不完全な数字として避さけられる。

　俺は教会の教えに詳くわしい方じゃないが、ここに立っている守護神像が何を司つかさどっているのかだけは知っていた。

　向かって右の石像は剣けんを持っていて、左の石像が盾たてを持っている──戦いくさにおける攻こう守しゆを司つかさどる守護神で、戦場での人気者だ。国の正規兵であるお偉えら方がたは、出陣の前にかならずこの守護神像を祭った礼拝堂で祈いのりを捧ささげる。

　しかし、それが聖都の入り口に立っているというのは、なんとも妙みような気分だった。

「やけに物々しい出で迎むかえだな……威い嚇かくされてる気分だ」

　石像を見上げて呟つぶやくと、いつもほとんど口を開かない侍じ女じよが「威嚇しているのですよ」と答えてくれた。

「アクディオスが聖都になるより以前に、教会より贈られた守護神像だそうです。アクディオスは元々、王が敵の侵しん攻こうより逃のがれるために作られた町ですので、町の守護のためにと……」

「はーん。この守護神像が、侵攻してくる兵に睨にらみを利きかせてるってわけか」

　いい加減に降ろしなさいと神父が暴れるので、俺おれはその体を放ほうり出だした。ほぼ落としたようなものだが、神父は無ぶ様ざまに転ぶ事なく、実に優ゆう雅がに着地する。こいつの運動神経は本物だな。

「アクディオスには聖堂があるんですよ。ここからでも塔とうが見えるでしょう？」

　全身をくまなく手で払はらいながら、神父が侍女の話を補足した。

　町の方に視線を向けると、確かに古びた聖堂の塔が見える。吊つり橋ばしのすぐ近くに建てられているらしく、守護神像の背後にそそりたつ塔にはそれなりの威い圧あつ感かんがあった。

「こんなに小さな町にも、教会があるのだな」

　感心したようにゼロが塔に向かって目をすがめる。俺も目を細めて頷うなずいた。

「ここらには他に町もなさそうだしな。聖堂がなきゃ教会信者は辛つらいだろう」

　教会の鐘かねは時を告げる鐘だ。教会の人間は〝時間〟にうるさく、日時計、砂時計、水時計など、とにかくありとあらゆる手段を使って正確な時間を知りたがる。

　そして一日数回決まった時間に鐘を鳴らし、町の人間に今がどれくらいの時間なのかを知らせるのだ。俺としては、別に時間なんぞ分からなくても生活できると思うんだが……高貴な仕事をなさっていらっしゃる方々にとって、時間が分かるというのは重要な事らしい。

　神父が解説を続ける。

「教会の保護を得るために、王国時代に王がアクディオスに聖堂を建てたんです。聖堂は立派なんですが、人口が少ないせいか神官の派は遣けんも途と絶だえてしまい、今は廃はい教会状態ですがね……まったく、嘆なげかわしい。教会本部は、もっと末まつ端たんの信者を大切にすべきです。民が少ないだとか、王都から離はなれているとかいう理由ですぐに神官の派遣をおこたって……」

　解説の後半はほとんど愚ぐ痴ちだ。神父も神父で、教会に対しては不満に思う部分もあるらしい。

「ですが〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官様より聖女様の治ち癒ゆが奇き跡せきであると正式に裁定をいただければ、この町の教会も活気付く事でしょう」

　侍女がそう言って静かに微笑ほほえむと、そうですね、と神父も穏おだやかに同意する。

　けれど、と侍じ女じよはふと表情を曇くもらせた。

「神父様は、仕事を終えられた後は、聖都を離れておしまいになるのでしょう？」

　神父はどこか申し訳なさそうに頷うなずく。神父の仕事は聖女か魔ま女じよかの裁定であって、リアの護衛はそのついでだ。仕事が終われば、神父は聖女の元を去るのだろう。

　侍女はいかにも残念そうに息を吐はいた。

「その後、聖女様を守ってくださる頼たのもしい護衛を探さなくては……神父様以上に頼たよりになる護衛なんて、そう簡単にはみつからないでしょうから」

　階段を下りかけて、俺おれはもう一度守護神像を振り返った。

　吊つり橋ばしの方を真っ直ぐに睨にらむ、一対の石像。腰こしの部分に切り込みが見えるから、上半身と下半身をばらばらに作って組み立てたのだろう。

　たった一人の王が逃にげ伸のびるために作られた町、か。──権力者ってのはこれだから好きになれねぇな。

「どうした？　傭よう兵へい」

　少し先を歩いていたゼロに呼びかけられて、俺は「なんでもねぇよ」と答えて前を歩く集団の後に続いた。




　町に入ると、聖女の帰き還かんを喜ぶ住民達が殺さつ到とうし、歩くのにも苦労するほどだった。

　数歩歩くたびに病気やら怪け我がやらを治してくれと懇こん願がんされ、その全すべてにリアが応じようとするので一層収拾がつかなくなる。

　そんなリアを神父と侍女がたしなめて、その間に護衛達が住民を遠ざけるという一連の流れが、一つの決まり事として完全に出来上がっているようだった。

　ちなみに、護衛の奴やつらは足場の階段を下り切ったところでリアを待ち構えており、今も数人でがっちりリアの身辺を固めていた。馬車も用意してあったのだが、リアが「歩いて行きたいのです」と言い出した結果の徒歩である。

　リアとしては「領民と触ふれ合あいたい」という純粋な気持ちからなのだろうが、護衛する身からすれば迷めい惑わく極まりないだろう。

　しかしここまで守りが堅かたいって事は、まさか聖都でも命を狙ねらわれる危険があるのか？

「聖女様！　隣りん国ごくより旅してまいりました、どうか私の娘を──」

「まって、お願い、お兄ちゃんを治して──せーじょさま！」

「だめだだめだ！　聖女様はお疲れだ！　明日、門が開くのを待ちなさい！」

　──違ちがうな。悪意で襲おそわれるのを警けい戒かいしてるんじゃなく、純粋に聖女の奇き跡せきに縋すがろうとして無茶をする奴らから守ってるんだろう。

　何せ、命がかかった問題だ。今治ち療りようしてもらわなければ、明日にはもう死んでいるかもしれない。そんな状じよう況きようで必死にならないのは、すでに命を諦あきらめている半死人だけだろう。

「あーあ、この町、金持ちばーっかり……」

　テオのつまらなそうな呟つぶやきに、俺おれは改めて町並みを見回す。

　リアの周まわりに殺さつ到とうしているのは、ボロを着たような貧びん乏ぼう人にんから、金持ちの商人までさまざまだ。だが確かに、ここに住んで生活していると思おぼしき住民達は、なるほど全員がいかにも金持ち然としている。

「まあ、聖女様がいる町に住めるなら、金持ち共は喜んで大金を投げ打つだろうからな」

　だが、それにしては──。

　俺は鼻をひくつかせた。

　金持ちばかりの暮らす瀟しよう洒しやな町並み──に、似つかわしくない死し臭しゆう。

「──やはり、いらないな……」

　ゼロが小さく呟いた。

「思ったほど、美しい町でもなさそうだ」
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　獣けもの堕おちを聖女様の屋や敷しきに泊めるなんてとんでもない──と、神父が言い出すかと思っていたが、神父は意外なほどにあっさりと俺とゼロが滞たい在ざいする事を認めた。

　その理由が「その方が監かん視ししやすいので」なのだから、俺の方から聖女の屋敷に滞在するのを遠えん慮りよしたくなったが……この町の長おさたる聖女様に是ぜ非ひにと言われては断れない。

「晩ばん餐さんまで、部屋でゆっくりしててください。町を見て回りたかったら、出かけても大だい丈じよう夫ぶですよ。門番にちゃんとお客様だって伝えてありますから。部屋にはお風ふ呂ろもありますので、長旅の疲れを癒いやしてくださいね」

　珍めずらしく神父に反対されなかったのが嬉うれしいのか、リアは上じよう機き嫌げんで俺達と別れた。当然の事ながら俺とゼロの部屋は別々で──と言っても、廊ろう下かを挟はさんだ向かい側だが──テオは侍女と一いつ緒しよにどこかへ消えた。

　どうやら、テオを執しつ事じに引き合わせて小間使いとして正式に採用する運びになったらしい。盗とう賊ぞくの雑用から大出世だ。テオを聖都に送り届けるという仕事もこれで終りだろう。

「しかし、これは……」

　案内された客間に入ってみて、完全なる場違い感に俺は軽く頭痛を覚えた。

　びっしりと刺し繡しゆうの入った絹張りのソファに、毛足の長い絨じゆう毯たん。無数の蠟ろう燭そくで室内を照らす照明に、天てん蓋がい付きのベッド。──正直言って、宝石箱に間ま違ちがって放ほうり込まれた石ころの気分だ。

　飾かざられている調度品の数々はどれも全力で自分の値打ちを主張しており、うっかり爪つめでも立ててしまったら、なんて考えるとまったく落ち着けたもんじゃない。

「厩うまやの方がマシだぞ、こりゃ……」

　心底そう思うが、まさか「厩うまやに案内してくれ、そこで寝ねる」とも言えない。言ったらリアは泣くだろうし、リアが泣けば神父が怒おこる。

　とりあえず荷物を下ろし、窮きゆう屈くつな装備を外して部屋の隅すみに纏まとめて置いてみる。しかし、荷物は置けても俺おれの身の置き場がない。どうしろってんだ、一体。この長旅の泥どろにまみれた体で、絹きぬ張ばりのソファや真っ白なシーツのベッドに触ふれるわけもない。

　ほぼ、入浴を強制されているようなものだった。湯を浴びるのは嫌きらいじゃないが、体が乾かわかないのは面めん倒どうだ。ゼロに乾かしてもらえりゃいいんだが……濡ぬれた体でゼロの部屋に行くのもなんだし、風ふ呂ろに入る前に「今から風呂に入るから後で乾かしに来い」などと言いに行くのもどうかと思う。

　俺はとぼとぼと浴室に向かって、眩まばゆいばかりの大理石の浴よく槽そうに眩暈めまいを覚えた。──しかもすでに湯が張ってある。客がすぐに風呂に入る事は折り込み済みらしい。

　しかし、ここの人間はどこから水を調達してるんだ？　周まわりは海水で、周囲には川もない事を考えると、井い戸どを掘ほってあるんだろうか。前体制の国王も、妙みようなところに町を作ったもんだ。敵兵から逃にげるための町と言ったって、これじゃ籠ろう城じようしたところでじり貧は目に見えている。

　そんな事を思いながら、湯気を上げる湯船に浸つかった。途と端たんに、透とう明めいだった湯が真っ黒になる。毛は汚れを吸うからな……。

　だが、全身を温あたたかな湯に沈しずめられる機会ってのはそうそうない。偶ぐう然ぜん適温の温泉を見つけられたときくらいで、この贅ぜい沢たくは純じゆん粋すいにありがたかった。

　深々と息を吐はき、目を閉じる。無意識に、かなり気を張っていたようだ。

　緊きん張ちようがほぐれていって、眠ねむくなる。うとうとし始めたところで、どこかで扉とびらが開く音が聞こえた。薄うすく目を開け、そちらに耳をそばだてる。──妙に、近かったが。

「見つけたぞ、傭よう兵へい！　ここにいたか！」

「ぎゃぁああぁ！」

　勢いよくドアを開けて、ゼロが浴室に入ってきた。完全に気を抜ぬいていたところへの侵しん入にゆうに、俺は全身の毛を逆さか立だてて思わず叫さけぶ。

「やはり湯ゆ浴あみか……我わが輩はいはとっくに済ませたというのに、君は随ずい分ぶんとのんびりだな」

「何を普ふ通つうに会話を続けようとしてるんだお前は！　まず非礼を詫わびてとっとと出てけ！」

「……非礼？　我輩が君の湯浴みに居合わせるのはこれが初めてではないだろう？　何を今いま更さら怒っているのだ」

「いや、そりゃ外で体を洗ってるときでだな……」

「場所がどこだろうと、やっている事は同じだろう。なんなら背中を流してやってもいいぞ」

「分かった、もういい俺が悪かった……で？　何の用だよ」

　俺は怒るのを諦あきらめた。確かに今更だし、服を脱ぬいだところで毛皮を着てる獣けもの堕おちにとっちゃ全ぜん裸らが恥ずかしいという感覚も薄い。

「我わが輩はい、町を見て回ろうと思ってな」

「町？」

「そうだ。我輩には我輩の仕事があるのでな」

　リアが何の魔ま法ほうを使っているのか、リアに魔法を教えたのは誰だれか、そしてリアが滅ほろぼすべき魔ま女じよなのか──町に出向いて聞きこみでもするつもりなのだろう。

「……では、確かに伝えたぞ」

　それだけ言って、ゼロはくるりと背を向ける。一いつ瞬しゆん呆ぼけて、俺おれは慌あわててゼロを呼びとめた。

「待て待て待て！　それだけ言いに来たのか？　なんのために──」

「君がたとえ聖女への鞍くら替がえを考えていようと、今はまだ我輩の傭よう兵へいだ。我輩がどこで何をしているか伝えるのが筋だと、君はいつも我輩を叱しかるだろう。だから、筋を通しに来たのだ」

「な、なるほど……」

「しかし、今後聖女に寝ね返がえって我輩の敵になるかも知れない相手に、余計な情報を与えるのも少々不安だ。なので我輩は、君について来いと言ったりはしない」

「ね、寝返るって、そんな大げさな。俺はただ、リアが悪人だと思えないだけでだな……」

「だから、君は聖女を滅ぼしたくないのだろう？　だが我輩は、暫ざん定てい的てきにではあるが聖女を滅ぼすべきだと考えている。この点で我輩と君は対立しており、君はいつ聖女を守る騎き士しとなってもおかしくない。善人である聖女を滅ぼそうとする、我輩こそが悪だと決めてな」

　よくある英えい雄ゆう物語ではないか、とゼロに言われて俺は言葉に詰つまった。

　確かに、悪の魔女に従っていた下げ僕ぼくが、聖女の美しい心にふれて寝返るという話はよく聞く。

「まあ、君がまだ迷っているというのは我輩にも分かる。しかし……人々から恐おそれられている獣けもの堕おちの君が、一人で情報収集をできるわけもないだろう。もし君が、聖女を守るべきかを決めるための情報を得ようと思ったら、我輩の協力が必要だろうと思うのだが……まあ、我輩の知った事ではないな。以上だ。ではな」

　ちらと流し目を残して、ゼロは颯さつ爽そうと浴室から出て行く。俺は慌てて湯船から飛び出した。

「おい待て！　分かってんなら置いてくんじゃねえ、俺も行く！　イデアベルナで置いてった事への仕返しのつもりか？　置いてくにしても俺を乾かわかしてから行けぇ！」




　結局、ゼロと連れ立って聖女の屋や敷しきを出る事になった。

　浴室から飛び出すと、面白くてしょうがないといった様子でゼロが俺を待ち構えており、ようやくからかわれたのだと気がついた。

「そんな、濡ぬれた猫のように哀あわれな姿で追おい縋すがられては、我輩も見捨てにくい。そこまで君が望むのならば、我輩の供を認めよう」

　などと、究極に傲ごう慢まんな態度で言われて少しばかり腹が立ったが、俺がゼロに対して働いている不義理を思えば仕方がない。

　ゼロに護衛として雇やとわれている身で、俺おれは聖女に肩入れしている。

　そりゃ、純じゆん粋すいに〝傭よう兵へい〟の観点で考えれば、ゼロを切ってリアにつくのが正解なんだろう。神父がリアの護衛をやめたあと、頼たよりになる護衛を探さなければとリアの侍じ女じよも言っていたし、名乗りを上げれば案外するっと雇ってもらえそうだ。魔ま女じよの護衛なんていかがわしい仕事に比べれば危険も少なく、みんなに愛される聖女様の護衛として生きていくのも悪くない。

　だがもし俺がリアの護衛になれば、ゼロは俺の敵になる。そしてゼロがリアを殺そうとしたとき、俺はゼロと戦う事になるだろう。──すると間ま違ちがいなく、俺はゼロに殺される。

　そういう冷れい酷こくな面が、この女には確かにある。

　ちらと、俺は隣となりを歩くゼロを見下ろした。

　早さつ速そく屋台で食べ物を仕入れたゼロは、魚の蒸し焼きを忙しそうに食べている。

「む……なんだ？　欲しいのか？」

　俺の視線に気付いて、ゼロが魚を食べる手を休めて俺を見た。俺と魚を交こう互ごに見比べ、嫌いやそうに顔を顰しかめる。

「仕方のないやつだな……一口だけだぞ」

　しぶしぶ魚を差し出されて、なんとなく悪戯いたずら心ごころが湧わいたので魚を丸ごと一匹、一口で食ってやった。尻尾しつぽの先だけが残った串くしを見て、ゼロが絶望の悲鳴を上げる。

　そんな小さな事で心がすっとしたような気がしちまうんだから、我ながら器が小さい。

「わ、わ……我わが輩はいが好意で少し分けてやると言ったのに……一度ならず二度までも！　この、貪どん欲よくなケダモノめぇ！　欲望に溺おぼれて我輩の全すべてを貪むさぼり尽つくすつもりか！」

「人聞きが悪い事を公衆の面前で叫さけぶんじゃねぇ！　通行人に通報されるだろうが！」

「我輩の魚が……我輩の白くてふわふわの焼き魚が……」

「別にもう一匹買ってくりゃいいだろうが、魚くらいで喚わめくなよ……」

「今の魚が良かったのだ！　新しく買った魚は、同じようでまったく違う魚なのだ！　君はそれが分かっていない！　それぞれに個性があって、それぞれに味があるのだ。ああ、我輩の愛いとしい魚……我輩は悔くやしい……！」

　俺は無視して聖都の町並みを見回した。

　どこを見ても、山や羊ぎの紋もん章しようだらけだ。病人は多いがみんな幸せそうで、安心しているようでもある。この町にいれば、いつか病気を治してもらえると思っているからだろう。

　聖女による治ち療りようを待つための診しん療りよう所しよも多く見られ、一見してとことん平和な町だ。

「聖女様に病気を治して頂いたの。ずっと胸を患わずらっていて、もう長く生きられないって言われていたのに……」

「昔やった怪け我がで動かなくなってた指が、動く様になったんだ。これでまた仕事ができる」

「ありがたい……医者など何の役にも立たん。聖女様さえいてくれれば、クレイオン共和国は安あん泰たいだ」

　耳をそばだてると、町のあちこちでそんな声が聞こえてくる。

　聖都に着く前は、それなりにリアを魔ま女じよだと言う声も聞こえていたが……。

「聖女の膝ひざ元もとである聖都において、聖女の悪評を囁ささやく者がいるわけがないだろう」

　俺おれの考えを読んだように言いながら、ゼロが未練がましく串くしに残った魚の尻尾しつぽを齧かじった。

「人間の主義主張や考え方が多様な以上、完かん璧ぺきな唯ゆい一いつというものは実在できない。優しさを弱さだと言う者がいて、強さを横暴という者がいる。ならばできる事はせいぜい、聖女を完璧だと考える者だけを集める事くらいだろう」

「それが……この町か？」

「我わが輩はいには、極めて偏かたよった人間が集っているように見えるがな……誰だれもが聖女の治ち癒ゆを求め、誰もが聖女に縋すがっている」

　聖女に見捨てられたら死ぬしかないという恐きよう怖ふから、町の人々は聖女万ばん歳ざいを口にする。実際、この町では誰にどんな話を聞いても、「聖女様は素晴らしい方です」と訓練されたような返事しか返ってこなかった。

　愛される君主というのは、確かにいる。港町イデアベルナの領主などがその典型だろう。欠点は多いが、町の人間の事を気にかけていて、有能でもある。

　だがそういう場合、領民は笑いながらこう言うのだ。

「問題はあるが、いい方だ。あの女おんな癖ぐせさえなんとかなりゃ、もっといいんだがねえ」

　手放しの賞賛は恐怖政治の典型だ。間ま違ちがいなく、この町は歪ゆがんでいる。そしてリアに自覚があろうと、無かろうと──歪めているのはリアの存在そのものだ。

　そしてこの歪みは、いつかクレイオン共和国全体に広がっていくのだろう。

　ふと、俺は港町イデアベルナでリアを魔女だと罵ののしった女を思い出した。

　歪みは──すでに、広がり始めている。

　表通りを抜ぬけて、路地裏に入った。表通りに面した家々に比べれば、まだ小さくてつましい雰ふん囲い気きの家が並んでいる。恐おそらく、表通りにある金持ちの家で仕事をする使用人達の家だろう。

　そもそもが小さい町で、見るべきものはほとんど見み尽つくしてしまった。ぐるりと回って、聖女の屋や敷しきの近くまで戻ってきてしまう。と、屋敷からボロを着た男が出てくるのが目に入った。ずっしりと重たげな袋ふくろを大事そうに抱かかえて、足早に駆かけて行く。

「……なんだ？　雑用にも見えねぇが」

「〝ぎせー〟と〝けんしん〟のしとだよ」

　子供の足音と共に、覚えのある舌ったらずな声が聞こえ、俺は後ろを振ふり向むいた。

　そして、目を剝むく。

「──テオ!?　お前、なんだそのかっこ！」

　思わず、聞いた。

　いつもボロボロの服を着ていた盗とう賊ぞくの雑用が、今は小こ奇ぎ麗れいな服を着た、貴族の小間使い風の少年に劇的な変身をとげている。

　その変わりようはすさまじく、一いつ瞬しゆん、本気で誰だれだか分からなかった。

　俺おれが啞あ然ぜんとしていると、テオはちょっと肩かたを竦すくめて居心地悪そうに目を逸そらした。

「おれ、お使いの帰りなんだ。そんで、聖女様の小間使いとして外に出るなら、相応の格好をしなさいって。風ふ呂ろに入れられて、ごしごし洗われて最悪だよ。髪かみまで切られてさ」

　確かに、だらだらと伸のびて肩にまで届いていたテオの髪は、今はさっぱりと切きり揃そろえられている。テオが髪の先を摘つまんで持ち上げる手に、ふと真新しい包帯を見つけ、「怪け我がか？」と一言聞いた。テオは「ちょっと火傷やけど」と顔を顰しかめる。さほど痛くはないようだ。
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「今夜はすっげーご馳ち走そうにするんだって、聖女様言ってたぜ。それでいろいろ準備があるんだ。おれも早さつ速そく役にたっちゃってるってわけ」

「よく似合っているではないか。我わが輩はい、見み違ちがえた」

「そ？　へっへ、この服着てると、みんな優しくしてくれんの。どんな高そうな店に近づいても追おい払はらわれないんだぜ？　服が違うからって、おれはおれのままなのに。なんか変な感じ」

「それで……犠ぎ牲せいと献けん身しんの使徒と言うのは、どういう意味だ？」

　横からゼロが問いかけると、「えーとね」とテオが視線を空に泳がせた。

「山や羊ぎの焼き印を入れるんだ。病人や怪我人の痛みや苦しみを、自分が少しだけ引き受けますっていう印なんだって。それで、その焼き印を入れると金がもらえんの。あと、焼き印がある人だけが入れる療りよう養よう所しよもあるんだって。そこで病気が治るわけじゃねえけど、とりあえず屋根があってメシは出る」

「ああ……よくあるアレか」

　信心深い教会の信者が、自分の信しん仰こう心しんの証あかしを立てるために体を傷つける事がある。そうする事で教会から信しん頼らいを得て、なんらかの援えん助じよを引き出すのだ。

　この場合は、「聖女様は素晴らしい方です」と宣伝する見返りに、金と屋根と食事を与えるという事だろう。テオの話からすると、療養所というより一種の救貧院に近そうだ。

「聖都に来たはいいけど、聖女様の治ち療りようの順番は待てないし、宿に泊まる金もないし……って人は、焼き印を入れてもらって療養所に入ったり、もらった金で医者を探したりするんだってさ。──俺おれの母ちゃんも、そうやって医者を見つけてきたんだ」

「なるほどなあ……一応、自分が治療できないときの事も考えてあるんじゃねえか」

　感心して頷うなずく。だが、俺は予想外に険しい表情を浮うかべているゼロを見てぎょっとした。

「……どうした？」

「いや……少し、気になる事があってな……」

「気になる事？」

　聞き返すと、ゼロは静かに首を横に振ふる。

「確信ではない。──確信ではない情報を君に与えて君の判断を鈍にぶらせたくはないのだ。それに君が我わが輩はいと離り別べつする場合、知らない方がいい事もある」

　急に、壁かべを見せ付けられたような気がして俺は黙だまった。

　──今後我輩の敵になるかも知れない相手に、余計な情報を与えるのも少々不安だ。

　そう、出かける前にゼロは言った。あれは半分は冗じよう談だんだったのだろうが、確かな事実でもあったわけだ。

　俺が黙ると、テオは俺とゼロを交こう互ごに見比べ、気難しげに腕うでを組んで俺を睨にらむ。

「なんだよ、まだ仲直りしてねぇの？　離別って、別れちゃうって事だろ？　ったくもー、だらしねぇなあ！　とっとと謝っちまえよ、絶対おじさんが悪いんだから！」

「いや、そういう簡単な話じゃねえんだよ、これは」

　慌あわてて弁解めいた事を言うと、ゼロが表情を和らげてくしゃりとテオの髪かみを撫なでた。

「そう……これは選せん択たくと決断の問題なのだ、テオ。傭兵は今、分かれ道に立ってどちらに進もうか悩んでいる」

「それって、結局聖女様に浮うわ気きしてるって事だろ？　そんなの最低じゃん」

「そうでもないぞ、テオ。我輩しかいないから仕方なく我輩を選ぶのではなく、無数の選択の果てに、最良の一つとして選ばれた方が我輩も嬉うれしいしな」

　くすくすと笑うゼロに、テオは理解不能といった顔をする。

「我輩は楽しんでいるのだ。苦しんでいるが、楽しくもある。願わくば──傭兵が我輩を選んでくれればいいのだがな。無論、強要はできないが」

「強要はしてねぇが、無言の圧力は感じるぞ……確実に……」

「当然だ。君が何かを選せん択たくするとき、捨てられる何かが必ず生まれる。選択するのは楽ではないぞ、傭よう兵へい。だが何も選択せず、ただ流されて、そして最悪の結果になったとき……あの時何かすれば変えられたのではないかと悔くいる事はもっと辛つらい。我わが輩はいはな、傭兵」

　ゼロは俺おれを見た。妙みように、真しん剣けんな目をしている。

「君に……我輩のようになって欲しくないのだ」

　ゼロが書いた【ゼロの書】によって生まれた魔ま法ほうと、魔法によって起こった混乱。

　ゼロは盗ぬすみ出された【ゼロの書】の捜そう索さくを、十三番に委ねた。──それを、ゼロは悔いている。自分で探すべきだった。十三番を疑うべきだった。信じて任せるべきではなかった。

　何よりも、【ゼロの書】を焼くべきだったとゼロは後こう悔かいしているのだ。

　生み出した技術を捨てる事を惜おしんで、夢を見て、そして惨さん劇げきが起きた。とても「仕方がなかった」「自分のせいじゃない」では済まされない惨劇が。

　起こり得る惨劇を回かい避ひするためなら、どれほど嫌いやでも、辛つらくても、惜しくても、切り捨てなければならないものがある。

　それを、ゼロは身をもって知っているのだ。





４






　聖女の屋や敷しきに戻もどり、ほどなくして晩ばん餐さんになった。当然、給仕の連中は獣けもの堕おちが食事の席に着くのを知って青ざめたが、リアに朗ほがらかに「わたしの恩人なのです」と紹しよう介かいされては逆らえるわけもない。

　正直言って、居心地悪い事この上なかった。普ふ通つうの人間からすれば、猛もう獣じゆうの姿をしている俺が怖こわいのは仕方がない。それをいきなり「怖がるな」と命じるのは無茶な話だし、命じられた方にとっては拷ごう問もんだ。

　アクディオスではあまり食べられない肉料理を振ふる舞まってもらえたのはありがたいが、結局、ろくに味わいもせずに早々に部屋に下がらせてもらった。

　俺の食欲を減退させたのは、晩餐の雰ふん囲い気きだけではない。──この、死し臭しゆうだ。

　昼間は獣堕ちの俺がかすかに感じる程度だったが、夜になって急に臭においが強まってきた。

　海と繫つながっているという塩の湖は、海と同じく潮の匂においに満ちている。そこに死体の腐ふ敗はい臭しゆうが入り混じり、俺の呼吸器官にとてつもない打だ撃げきを与えていた。

「くそ……どこから来てんだ、この死臭……！」

　とても我が慢まんできなくて、俺はマントで鼻を覆おおって部屋を出た。

　臭においの原因を見つけたからと言って、それをどうにかできるとは限らない。例たとえばそこが墓だったら、全すべて暴いて火をつけるなど不可能だ。

　だが臭いの元を確認すれば、少しでも安心ができる。

　死し臭しゆうは人を不安にさせるもんだ。それが死臭だと知らなければただの「何か腐くさってる？」程度の臭いだろうが、これが死臭だと知っている俺おれには正直辛つらい。

　とにかく、臭いの元を見つけよう。見つけて、可能ならそいつをどうにかしよう。

　埋うめるなり、焼くなり、沈しずめるなり──。

「あら……どちらに？」

　角を曲がると、出会い頭にリアの侍じ女じよと行き当たった。大分俺の存在に慣れたのか、もう怯おびえるような素振りは見せない。

「聖女様が、お話をなさりたいとおっしゃっています。晩ばん餐さんの席でご気分が悪そうでしたので、何か失礼があったのかと気にしていらっしゃって……」

「いや……あれは聖女様のせいじゃねえよ。ただ、臭いが──」

「……臭い？」

　不思議そうに聞き返されて、俺は慌あわてて首を振ふる。

　たぶん、普ふ通つうの人間はこの臭いに気付かないんだろう。慣れて鼻が馬ば鹿かなっている可能性もある。そこで「死臭がきつくて落ち着かない」などと言い出しては、変に角を立てる事になりそうだ。

「いや……気にしねぇでくれ。悪いが、俺の正規の雇やとい主ぬしの方からお呼び立てがあってな。そっちに行かなきゃならねぇんだ」

「ですが、ゼロ様のお部屋は……」

　侍女は俺の肩かたを通り越し、俺の部屋の正面にあるゼロの部屋を見る。俺は顔を顰しかめた。

「……裏庭に来いって命令なんだ」

「裏庭に……？」

　侍じ女じよが不ふ審しんそうに眉まゆをひそめる。そりゃそうだろうよ、恐おそろしく不審だ。

　それでも、有能な侍女は聖女の客に対して出過ぎた詮せん索さくはしないようだ。

「では……そのように、お伝えします」

　と言って、侍女は浅く腰こしを折った。




　廊ろう下かを抜ぬけて、出口が分からなかったので窓を乗り越えて屋や敷しきの外に出る。

　正面玄げん関かんに出ると、臭いは少し和らいだ。──とすると、裏か。

　屋敷の裏に回って、鉄てつ柵さくを乗り越えると雑木林に出る。ランタンに火を入れて道を照らしながら臭いの方へと進んだ。

　今は丁度干潮なのか、水が引いて濡ぬれた岩場がむき出しになっている。苔こけでぬめる岩場を、水際に向かって進むほどに臭においはどんどん強くなっていく。

　潮が引く時に逃にげ損そこねた小さな魚が、干ひ潟がたでビチビチと暴れていた。昼間に見れば楽しげな光景だろうが、死し臭しゆうのただよう夜中では恐おそろしく不ふ吉きつに思える。

　俺は魚を摑つかんで水に放ほうってやった。

　その魚を、待ってましたとばかりに水面に飛び出してきた巨きよ大だいな魚が丸まる吞のみにしてしまう。

　すまん……余計なお世話だったな。だが、あのまま放っておけばどちらにせよ死んだか……死に様的には、別の魚に食われて死んだ方が小魚としても本望だろう。たぶん。

　そんな事より死臭だ。

「死体を水に捨てたのか……？」

　究極に物質的な表現をすれば、死体は動かない肉と骨の塊かたまりだ。自分で歩いてもくれないわけで、当然重いし邪じや魔まになる。処理に困って湖に捨てた奴やつが出てもおかしくはないだろうが──。

　視界を塞ふさぐように立ち塞がっている巨大な岩を回りこむ。その瞬しゆん間かん、俺は思わずランタンを落とした。地面に落ちたランタンが転がって、臭いの元を照らし出す。




　──積み上げられた、大量の死体。




「こ……れは……！」

　死体の山、とよく言う。だがこれは、死体で埋うめ立たてて作った陸だ。

　ちゃぷちゃぷと揺ゆれる水面から顔を出しているのは、海水を含んで青白く膨ふくらみ、悪あく臭しゆうを放はなつ、まだ新しい死体。だがその下には、魚についばまれ、白骨化した死体が無数にある。

　聖都についた瞬間から感じていた、あの死臭。夜になって臭いが強くなったのは、水が引いて死体が露ろ出しゆつしたせいか。

　──山や羊ぎの刻印。

　全すべての死体に、それがあった。少なくとも、まだ皮ひ膚ふが残ってる全ての死体に山羊の刻印が入っている。中には二つ、三つと同じ刻印を刻んでいる死体もある。

　死体から平べったい虫が這はい出だすのを見て、俺おれはようやく後ずさった。

　これは──。

　尋じん常じようじゃない。尋常な数の死体じゃないし、尋常な死体の処理の仕方じゃない。

　ぐずぐずにくずれかけた山羊の刻印が、虚うつろな目で俺を見上げている。

　──犠牲と献けん身しんの証あかし。

　──聖女様の紋もん章しよう。

　俺は鼻を覆おおってその場を離はなれた。

　岩を登って草地に戻もどり、少しでも臭いの薄うすい方へと逃げる。

　なんだ、あれは。俺は一体何を見た？

　死体だ。それは分かる。ゴミのように捨てられた死体──まるで隠かくすように水の中に投げ捨てて、魚に食わせるままにしてある死体。

　水底に死体を沈しずめて弔とむらう風習？　──違ちがう。

　謎なぞの連続殺人鬼の死体の捨て場所？　──違う。

　人間は儀ぎ式しきに拘こだわる生き物だ。あれが葬そう儀ぎの一種なら、儀式的な装そう飾しよくの一つもなければおかしい。何より、教会の裁定を待つ聖女の領地で、異教じみた葬儀が行われるわけがない。

　だが個人が殺したにしては数が多すぎるし、この臭においに気付いた人間があの死体の山を見れば、騒さわぎにならないはずがない。そして、死体の山を放置するはずもない。

　あれは──あれらの死体は。

　ただ、あまりにも無関心な投とう棄きだ。

　誰だれもがあの場所に死体がある事を知っていて、誰もがあの場所に死体を捨てに来る。

　あそこはただのゴミ捨て場で、死体はゴミだ。

　ああいうのは、戦場の光景じゃあなかったか。殺した敵兵の死体の山を、集めて数えて火をつける。そういう類たぐいの光景じゃあなかったか。

　では聖都とはなんだ。──聖女とは。

　死者を捨てる聖都を聖都と言えるのか。

　死を悼いたまない聖女が聖女と言えるのか。

　よたよたと鉄てつ柵さくを乗り越えて屋や敷しきの敷しき地ち内ないに戻もどり──その瞬しゆん間かん、冷たい棒の感かん触しよくが俺おれの首を捕とらえた。──〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官。

　その瞬間、俺は理解した。

　神父が俺を聖都に近付けたがらなかった理由は、これか。

　旅の傭よう兵へいに聖都で死体の山など見られたら、商人や他の傭兵を介かいして瞬またたく間まに聖女の悪評が世界に広まってしまう。

　思わず、苦い笑いがこぼれた。

　ああ──無理だ。俺に聖女の護衛は向いてない。

　あの死体を無視してまで、あんな死体が積み上がるような状じよう況きようを無視してまで、聖女様の評判を守るために戦うなんて俺にはできない。あまりにも馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　どれだけリアが善良で、気弱で、誰かを救う事だけを望む聖女でも──聖女が存在するせいで起こる問題に対処できないのなら、滅ほろぼすべき存在になりえる。

　だが神父の考えは、あいにく俺とは逆らしい。

「忠告したはずですよ。──消えろと。それを、こんな夜中にこそこそと這はい回まわって……よほどその首を落とされたいと見える」

「そっちこそ……こんな夜中にまで、わざわざ俺の監かん視しとは随ずい分ぶんな暇ひま人じんじゃねぇか」

　精一杯の強がりだ。その強がりを──神父は嗤わらった。

「人を殺す事で腹を満たす生来の戦争屋が──たかが死体に、随ずい分ぶんと怯おびえるじゃないですか」

「たかが……死体？　〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官が──随分な言い草じゃねぇか。並の神父があの有様を見たら、魔ま女じよの所しよ業ぎようだと喚わめきちらしそうなもんだがな」

「あれはただの死体ですよ。ここには死人が集まりすぎる──聖女様お一人ではどうにもできないほどに。人が死に、葬ほうむる場所もない死体は、捨てるしかない。ただ──それだけの話です」

「弔ともらいもしないで死体を放置する事が、それだけの話？　お前本当に聖職者かよ……！　あれを見てどうしてリアが魔女だと思わない？　お前の言葉、そっくりそのまま返すぜ神父様。一体何を企たくらんでやがる……！」

「私の使命は、私が裁定を下すまでの間、聖女様をお守りする事。ただそれだけです。あらゆる暴力から、恐きよう怖ふから、悪意から。然しかるにあなたは──」

　神父が眼帯を外した。

　今は夜で、雲が厚くて月もない。おまけに、神父は俺おれよりも夜目が利きく。──野戦で獣けもの堕おちが優位に立てねぇとは、化ばけ物ものとして生まれた価値が下がった気分だ。

「たった今をもって、聖女様の害と成った」

　振ふりぬいた棒から流れるように刃やいばが滑すべり出し、湾わん曲きよくした巨きよ大だいな大おお鎌がまを作り出す。

「私は──〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官にして、隠いん匿とくの罪業を抱く断だん獄ごくの執しつ行こう人にん。名乗る名はなく、命果てるまでただ殺し、怨えん嗟さの血海にただ死すのみ。祈いのれ、穢けがれた魂たましいを抱く罪深き化物よ。神の名の元に──」

　神父が腰こしを落とした。

　刹せつ那な。

「死ね」

「は──えぇんだよ毎度毎度踏ふみ込こみが常じよう軌きを逸いつしてよぉ！」

　一いつ瞬しゆんで肉にく薄はくした大鎌の刃を、咄とつ嗟さに抜ぬいた剣けんで止める。

　だが、俺は気を抜かなかった。過去二回、刃を止めたのに俺の首に傷をつけた何かがある。それを見極めなければ、俺は間ま違ちがい無くこの場で死ぬ。

　首に、ひやりとした気配。咄嗟に、投げナイフを引き抜いて首を守った。

　ぎしと、軋きしむような音がしてナイフに明らかな負荷が掛かる。俺のナイフには、何も触ふれているようには見えないのに──。

　まさか、と思う。まさか、これは。

「──糸だと!?　大鎌は目め眩くらましかよ！」

　派手な鎌を手にしていれば、どうしたってそちらに注意を向ける。逸それた注意の隙すき間まを縫ぬって、糸を俺の首に巻き付け、くびり殺すってのが神父の戦い方らしい。

　しかし──ナイフと剣に触れて切れないとは、どんな頑がん丈じような糸だよ。素材はなんだよ。しかも、目を凝こらしてもほぼ見えない細さだ。

　神父の左手には、五ご指し全すべてに指輪がはめられている。恐おそらくそれが糸の一いつ端たんだろう。もう一端が繫つながっているのは、恐らく鎌かまの持ち手部分。中に糸巻きでも収納されてるのか？　まったく、教会の玩具おもちやは無む駄だに手が込んでる。

「──目め眩くらまし？」

　神父の口角が釣つりあがる。聖職者とはとても思えない、実に見事な悪人面だ。

　神父が鎌を躍おどらせる。首にかかった糸を防いでいて身動きが取れない俺おれにとって、それはまさに死神の鎌だった。

　訂てい正せいしよう──目眩しでは、ない。

　鎌に気を取られていれば糸に首を落とされるが、糸に気を取られれば大鎌でめった切りだ。

　──この神父、考える事がえげつねぇ。

　力任せに糸をふりはらって地面に伏ふせ、耳の先を掠かすめた鎌を避よける。

　剣を握にぎって、一いつ瞬しゆん迷った。

　殺すか？　神父を。

　聖都で？　そりゃまずい。

　だが、殺さずに倒たおせるか。難しい問題だ。俺と神父の間に、そんな実力差は存在しない。俺も神父も恐ろしく場慣れしていて、恐ろしく殺し慣れている。

　ぞくぞくと、背筋を何かが這はい上あがってくる。──これは歓かん喜きだ。

　一方的な殺さつ戮りくではない。戦いだ。相手を殺さなければ俺が殺されるから──だから、殺してもいいのだ。殺さなくてはいけないのだ。

　殺せ、殺せと頭の中でがなり立てる声がする。血を見たいだろう、化ばけ物ものめ。肉を裂さく感かん触しよくが好きだろう、と。

　襲おそい掛かかる鎌を剣で弾はじく。きゅぅと、きしるような音が鳴った。糸のきしる音だろう。糸は神父の五指に光る指輪から伸のびており、もう一端は鎌の持ち手に続いている。

　鎌と糸を振ふるって戦う神父は、踊おどっているようにすら見えた。完かん璧ぺきに計算しつくされた動きというのは、なんにせよ美しさがある。

　腕うでのあたりに違和感を覚えた。──この違和感の正体は、神父の繰あやつる糸だ。咄とつ嗟さに、大きく跳とんで身体からだを引いた。周囲の木々からばさばさと枝が落ち、枝で休んでいた哀あわれな鳥が羽ばたきながら左右に裂けて地面に落ちる。

　俺は浅く息を吐はく。

　その間に、神父は一気に踏ふみ込こんで間合いを詰つめてきた。

　読めた動きだ。鎌を振るう細ほそ腕うでを摑つかみ、力を込める。みしりと、筋肉の下で骨の軋きしむ音が聞こえた。神父が腕を振ふり払はらおうとするが、力比べなら俺が勝つ。そのまま、握あく力りよくで神父の腕の骨を握にぎり砕くだいた。

　それでも神父は鎌を落とさず、苦痛に悲鳴を上げもしない。

「──化ばけ物ものめ」

　賞賛の意味を込めて、俺おれは言った。

「化物であるあなたからそう言われるのならば……つまりは人間の証明でしょう」

　瞬しゆん間かん、神父は腕を摑つかまれたまま俺の膝ひざに足をかけ、鎌かまを逆の手に持ちかえながら頭上まで駆け上がった。

　鎌を振り下ろす動作で無理に捻ねじ曲まげられた神父の肩かたが、鈍にぶい音を立てて外れる。

「──捨て身かよッ！」

　完全に、負傷する事を前提にした戦い方だ。全すべての目的は相手を殺す事であって、その後生き残る事じゃない。

　湾わん曲きよくした鎌の刃やいばが俺の背中を切きり裂さく光景が頭に浮うかび、俺は神父の腕を摑んでいる腕を力任せに振り降ろした。

　空中で体勢を崩くずした神父が、しかし見事に着地する。

　と同時に、腕が引きつるような感覚を覚えた。──糸が、すでに絡からんでいる。

　やられたと自覚したときにはもう遅おそい。違和感に一いつ瞬しゆん遅おくれて、俺の左腕が血しぶきを吹き上げた。

「ぐっ……あぁああ！」

「骨が硬かたいか──」

　筋肉を断った神父の糸が、骨に食い込んで鈍にぶくきしる。あふれ出した俺の血が、神父の指から伸のびる無数の糸に色を乗せた。

　いつの間にか、糸に捕とらわれている。

　落下の勢いや、大おお鎌がまを振ふり回まわす力を利用しなければ、神父の腕わん力りよくでは俺の首を落とす事はできないのだろう。だが、糸に囲まれて身動きが取れない俺を殺す方法はいくらでもある。

　俺の心臓目掛けて、地面に伏ふせた神父が鎌を振り上げた。

　避よけきれない。

　一瞬死を覚かく悟ごした俺の耳に、ぎん、と。金属がぶつかり合うような不快な音が飛び込んできた。殴なぐられたような衝しよう撃げきが胸にあったが、神父の鎌は何かに阻はばまれて動きを止め、俺の体には届いていない。

　咄とつ嗟さに、俺は無事な右腕を伸ばして神父の胸むら倉ぐらを引っつかんだ。身動きが取れない状じよう況きようだろうと、肉にく薄はくしていれば勝機はある。獣けもの堕おちである俺には、爪つめと牙きばが何よりの武器だ。

　だが神父は即座に自分の服を切り裂いて、俺の顎あごに首の骨を嚙かみ砕くだかれる前に大きく距きよ離りを取った。

　同時に、俺を捕らえていた糸が解ける。

　力を効率的に伝えるためか、糸にさほど長さはないらしい。

「さすが戦争屋と言ったところですか……少し侮あなどっていましたね」

　抜ぬけた肩かたを平然とした顔で入れ直し、具合を確認するように軽く腕うでを回す。

　俺おれが軽くよろけて後ろに下がると、背中に屋や敷しきの石いし壁かべが当たった。同時に懐ふところに手を入れ、何が神父の鎌かまを防いだのかを確認して暗あん澹たんとした気持ちになる。

　忘れていた。──ゼロに贈るために買った留め針フイブラを、懐に突つっ込こんだままだった。

「あーあ……壊れちまったじゃねえかよ」

　繊せん細さいな細工の、銀の留め針だ。俺の心臓を貫つらぬこうとした神父の渾こん身しんの一いち撃げきで、一部が欠けて砕くだけている。

「くそが……段々ムカついてきたぞ。こっちが大人しくしてりゃあ、ネチネチネチネチ俺に絡からんできやがって」

　鞄かばんを探って、練って固めた火薬の包みを爪つめで裂さく。そのまま爪ですくいとった火薬を少量、剣の切っ先にすりつけた。

「今、決めた。──てめぇを絶対に一発ぶん殴なぐる！」

「やれるものなら──！」

　神父が地を蹴けった。俺は剣けんを振り上げる。──その切っ先で、背後の石壁を力任せに切りつけた。すりつけた火薬が衝しよう撃げきで発火し、ほんの一いつ瞬しゆん閃せん光こうを放つ。

　それで十分だった。

　神父の目は光に弱い。突とつ然ぜんの閃光に痛みの呻うめき声を上げ、態勢を崩くずした神父の腹に肘ひじをねじ込み、そのまま体重を掛かけて神父の体を地面に叩たたき付つける。

　起き上がろうとした首を押さえつけて、俺は拳こぶしを握にぎって腕を引ひき絞しぼった。

「遠えん慮りよなく、殴らせてもらう」

　笑って、俺は拳を振ふり降おろした。だが拳が神父の顔の骨格を変形させる寸前。

「何をしているのですか、二人共！」

　邪じや魔まが入った。全く思いも寄らない邪魔が。

　鼓こ膜まくを揺ゆるがすような一いつ喝かつに、俺はすんでのところで拳を止めた。

　リアの侍じ女じよだ。不思議な事に、地味な赤毛の小さな侍女が、真っ直ぐに背筋を伸ばして威い圧あつでもするように俺達を睨にらみ据すえる姿には、俺を冷静にさせるには十分な威い厳げんと迫はく力りよくがあった。

　俺は神父の体を解放し、立ち上がる。

「聖女様の館やかたの敷地内で争うなんて……何を考えているのですか！　不ふ穏おんな物音がするといって、聖女様が怯おびえていらっしゃいます。双そう方ほう、即そつ刻こく刃を収めなさい！」

「しかし、この者は聖女様に仇あだをなす……！」

「神父様がその方を殺したりしたら、聖女様がお泣きになります！　もちろん、あなたが殺されても！」

　俺は剣けんを収めた。神父ものろのろと立ち上がり、鎌かまを一振りして刃を収める。

　侍女が俺に駆かけ寄よってきて、血ち塗まみれの腕を取った。ドレスの前掛けで俺の腕の血を拭ぬぐおうとするが、神父の糸にやられた傷は深く、拭ぬぐいきれないほどにあふれ出している。ぐっしょりと俺おれの血に染まった前掛けを見て、侍じ女じよはきつく唇くちびるを嚙かんだ。

「なんて事……大変なお怪け我がを！　聖女様に治ち療りようしていただきましょう。二人で暴漢を撃げき退たいした事にでもして……」

「俺と神父の腕をダメにするような暴漢？　そりゃ恐おそろしい暴漢だな……しかも取とり逃にがした事になる」

「あの方ならそれで納得なさいます」

　確かに、納得しそうだ。頭の中にお花畑があるからな、あの女。

「俺はいい。明日には治ってるだろうし、内ない緒しよにしとけ」

　獣けもの堕おちだからなと言い加えて、俺は踵きびすを返した。

「お待ちください……傭よう兵へいさん！」

　たっと、侍女が駆かけてくる。

「あの……死体を、ご覧になったのでしょう？　仕方がないのです、あれは……どうにかしなければと、私達も考えていて……聖女様は何もご存知ありません」

「知らない……？」

　あの死体を、知らないと。──この屋や敷しきに住んでいながら？

　──隠かくしているのか。神父と侍女が。リアのせいで何が起こっているのかを、リア自身に。

「聖女様は気弱なお方です。助けられなかった人々の数を知ってしまったら、あの方の優しい心は耐たえられません。ですが、今生きて苦しんでいる人々には、聖女様のお力が必要なのです。どうか、あの方を魔ま女じよと呼ばないで。聖女様はあなたを頼たよっていらっしゃいます」

「……どうでもいいさ。あの女が魔女だろうと、聖女だろうとな」

　俺の言葉をどう誤解したのか知らないが、侍女はほっとしたように肩かたを落とす。

「後で、聖女様の部屋にいらしてください。あなたが護衛になって下さったら、聖女様もお喜びになります。ぜひ詳くわしくお話を……」

「悪いが、俺はゼロの傭兵だ。他を当たってくれ」

　目が覚めたような気分だった。

　リアが善良だろうが、何も知らなかろうが関係ない。問題は、リアが聖女であるせいで、魔ま法ほうを使っているせいで、何が起こっているかという事だ。俺とゼロが何をすべきか。それだけだ。

　リアを殺したくないという気持ちは変わらない。

　だが、リアのせいでこの国は病んでいるし、リアは義務を果たしていない。──今、ようやくゼロの言葉の意味が理解できた。

　──あの死体の数は、扱あつかいは。

　何も知らなかったでは済まされない。リアが聖女として君臨している以上、自分が存在しているせいで起こる影えい響きようは知らなければならないし、考こう慮りよしなければならない。

　それを、リアは怠おこたっている。悪あく影えい響きようを考えず、好き勝手にばら撒まかれる善意は害悪だ。

　そして、もし知っているのなら──「聖女様は何も知らない」という侍じ女じよの言葉が噓うそで、実はリアは全すべて知っていながら放置しているのなら、リアは滅ほろぼすべき魔ま女じよだろう。

　情報が足りない。

　今すぐに、どうしようもなくゼロと話がしたかった。
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　腕うでから血を滴したたらせながら、ゼロの部屋を目指して歩く。

　血が垂れて廊ろう下かが汚れたが、そこは神父が垂らした血だとでも思ってもらおう。

　夜の廊下を歩く影かげは無い。──かと思ったら、影が廊下に立っていた。壁かべに背を預けて、両腕を組んで、いかにも誰だれかを待ち構えていたという風に。

　実際、待ち構えていたのだろう──ゼロだ。

「ひどい怪け我がだな、傭よう兵へいよ」

「大したこたねぇよ、魔女さんよ」

　強がりを言った。実際はかなり痛むし、時間が経たつほど痛みも増すだろう。

「それを……聖女に治させるつもりか？」

「ここで待ち構えてるって事は、てめぇ窓から見てただろ……？」

「聖女の護衛にと勧かん誘ゆうされていたな」

「そうだ。──で、断った」

　俺おれが答えると、ゼロは口角を釣つり上あげた。

「そう、君は断った。そして我わが輩はいのところに戻もどってきた。君は我輩を選んだのだ」

「嬉うれしそうだな、随ずい分ぶんと……」

「そうとも、我輩は嬉しい。君は我輩の傭兵で、我輩のものだ。君の意志でそうなったのだ。ならばその傷も、我輩が治してやろう」

「いらねぇ、我が慢まんする。お前が魔ま法ほうを使うと、俺が人間に戻る日が遠のくからな」

「少しくらい、遠のいたっていいではないか」

「よくねぇよ！」

「我輩とずっと一いつ緒しよにいる理由ができるぞ。君は契けい約やく関係という分かりやすい理由がなければすぐに迷うからな」

「その契約関係が終わっても一緒にいたいと思えるくらい、お前さんの魅み力りよくで俺を虜とりこにするんだろ？」

　テオが馬車で突つっ込こんで来た日に、ゼロは俺にそう言った。

　契約で無理に縛しばりつけるつもりはない。俺自身の意思でゼロの側にいさせるのだと。

　自分の言葉を思い出したのか、ゼロは楽しげに笑った。

「そうだ、我わが輩はいはきっと君を虜とりこにしてみせるぞ。我輩でなければ嫌いやだ、代わりなどこの世にただの一人も存在しないと思わせてみせる。──とは言え、だ」

　俺おれの腕うでを見て眉まゆをひそめて、ゼロは俺の無事な方の腕を引っ張った。そのまま部屋に連れ込まれて、椅い子すに座らせられる。

「おい、なんだよ」

「たしかに君の回復力ならば明日には傷も塞ふさがっているだろうが、それまで血を流しっぱなしというわけにもいかないだろう」

　ゼロは外がい套とうを脱ぬぎ捨すてた。

　どうやら、魔ま法ほうではなく物理的な、そして人間的な方法で手当てをしてくれるつもりらしいが、まさかゼロがそんな面めん倒どうをかって出てくれるとは思いもよらなかったので、正直言って面めん食くらった。そして、どうするつもりかという疑問も純じゆん粋すいにあり、大人しく座っている。

　と、ゼロが服を裂さこうと手をかけた。

　……包帯にするつもりなんだろうが、元々丈たけが短いシャツなわけで、それを引き裂いたりしたり少々まずい事になる。

「待て。包帯を作る気ならこっちを裂け。どうせダメにするなら、すでにダメになってる服の方がいいだろう」

　俺は平静を装って正論を吐はきつつ、自分の服を脱ぬいでゼロに押し付けた。どうせ、俺と神父の血で汚れたシャツを着続ける事はできない。

　血染めの服を着ている獣けもの堕おちほど、見た目が邪じや悪あくな物もないからな……。

　ゼロとしても布ならなんでもよかったのか、「確かにそうだな」と頷うなずいてシャツを受け取る。それを素直にビリビリと裂き始めたゼロに、俺は心底ほっとする。

　自他に関わらず露ろ出しゆつに無む頓とん着ちやくなのは結構だが、周りは頓着するって事をそろそろ自覚してもらわんといつか俺が死ぬ。

「ほら、腕うでを」

　血ち塗まみれの腕を出す。ゼロは布の余りで毛に絡からみついている血を拭ぬぐうと、即そく席せきの包帯をぐるぐると俺の腕に巻きつけ始めた。意外に上う手まいもんだ。

「それで……？　一体どういった経けい緯いで、神父と一戦交える事になったのだ？　聖女に夜よ這ばいでもかけたところを見つかったのか？」

「お前はどうしても俺がリアに惚ほれてるって事にしたいらしいな」

「しかし好いてはいるだろう」

「そういう意味ならテオだって俺は嫌いじゃねぇよ」

「傭よう兵へい、それは……まさか……さすがに少年相手に──」

「その先を言ったら冗じよう談だんでもぶっ飛ばすぞ」

　わざとらしく青ざめたゼロを睨にらみ付つけると、ゼロは「冗じよう談だんの通じない男め」と言って楽しげに笑った。

「世の中には言っていい冗談と悪い冗談があるって前にも言っただろうが」

　そして、冗談が通じないのは俺おれじゃなくて世の中だ。そして神父だ。本気にされたらいろいろとまずい。聖女に夜よ這ばいをかけるより遥はるかにまずい。

　俺はぞっと背筋に走った悪お寒かんを振ふり払はらった。

「しかし、君は妙みようにテオを可愛かわいがるではないが。イデアベルナでも我わが輩はいを差し置いて、二人で町に遊びに行ってしまったし」

「まだ根に持ってたのかよ……」

「当たり前だ！　我輩は本当に楽しみにしていたのだ。我輩、結局イデアベルナの町はほとんど見られなかった。領主が港町ならではの珍めずらしい品々や、領主に伝わる港の秘密やらを見せてくれると言うのを辞して、我輩は君を探していたのに」

「確かに悪かったが、俺には俺で理由があってだな……」

「理由？」

　聞き返されて、俺ははっとした。──言うんじゃなかった。

　テオとイデアベルナの町に出たのはゼロへの贈り物を買いに行くのが主目的だったわけだが、その贈り物は神父との一戦でついさっき壊こわれてしまったのだ。

　俺が答えられずにいると、ゼロの視線がますます強く俺に突つき刺ささる。

　俺は溜ため息いきを吐ついて、懐ふところを探った。一部が欠けた銀細工を手に乗せて、ゼロに見せる。

「これを買いに行ってたんだよ」

「……留め針フイブラか？　しかし君が使うにしては随ずい分ぶんと……少女趣しゆ味みだな」

「当たり前だ！　その……あー、お前のために……買ったから……」

「……我輩の？」

　銀の透すかし彫ぼりに、青灰色の宝石で花をあしらった装そう飾しよくは見るからに女物で、俺が使ったら気味が悪い。

「……我輩に？」

　ゼロは壊れたフィブラをまじまじと見つめてから、さらにまじまじと俺の顔を見た。

「だから……テオが、な。その、俺がゼロに酷ひどい事してるから、贈り物のひとつもするべきだとか言い出してな。だが俺は女に物なんか贈った事ねぇし、そもそも俺は獣けもの堕おちだから、まともな宝ほう飾しよく品ひんを扱あつかう店には近づけねぇし……だからテオに付き合ってもらってだな……」

　言い訳ばかりがつらつらと口をつく。

　だが、壊れた物を贈るわけにもいかない。まったく──格好が付かない事この上ない。俺が手に乗せた留め針を引っ込めかけると、ゼロが慌あわてたような声を上げた。

「あ、こら！　どうしてしまうのだ！　我輩への贈り物なのだろう？　ならば我輩に渡さなくては意味がないではないか！」

　ゼロが手を伸のばして留め針フイブラを奪うばおうとするので、俺おれも腕うでを伸ばして奪われないようにする。

「だから、壊こわれちまったんだよ。こんな物渡せるか」

「だが、我わが輩はいへの贈り物だ。ならばそれは我輩のだし、いるかいらないかは我輩が決める。と、とにかく一度、それを我輩によこすのだ。そんなに壊れていないように見えるぞ？　もっと物を大切にすべきだろう」

　ゼロは立ち上がって留め針を奪おうとするが、俺とゼロの身長差では、座っていても俺の方に分ぶがある。しばらく留め針を巡めぐってささやかな攻こう防ぼうを繰くり広ひろげていると、段々と馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってくる。と、気を抜いた瞬しゆん間かん、ゼロが俺の手から留め針を奪って「取ったー！」と歓かん喜きの声を上げた。

「取ったからには、我輩のだ。もう返さないぞ？　これは君が我輩にくれたのだからな」

　奪ったんじゃねえか、と内心突っ込んだが、なんとなくテオと一いつ緒しよに川で魚を捕とろうとしていたゼロの姿を思い出し、大人しく黙だまる事にした。

　ゼロは俺から奪ったフィブラを嬉しそうに見つめて、初めて玩具おもちやを与えられた子供のように頰ほおを緩ゆるめた。
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　どうも、居心地が悪い。

「あのな、そんな値打ちもんじゃねえぞ。その辺の露ろ店てんで買ったもんだし、そりゃ珍めずらしい装飾ではあるが、そもそも壊こわれてるし……」

「いいのだ。少しくらい壊れていたって使えるし、我わが輩はいは嬉うれしい。人から物を贈られたのは初めてだ……贈り主が君だと思うと一層嬉しい。これは我輩の宝物だ」

　宝物なんて大層な物じゃないんだが……まあ、喜んでもらえたのなら、よかった。

「それで？　聖女に夜よ這ばいをかけたのでないなら、なぜ神父に襲おそわれたのだ？」

　ごそごそと鞄かばんを引っ張り出し、壊れたフィブラの針を突つき刺さしながらゼロが聞いた。

　ようやく、話題が元に戻もどった。俺おれは軽く咳せき払ばらいをして、落ち着かない気分を振ふり払はらう。

「死し臭しゆうが酷ひどくて、臭においの元を探しに行ったんだよ。夜になって急に強くなったから」

「確かに……この臭い。獣の嗅きゆう覚かくをもっている君には辛つらいだろう」

「実際、吐はきそうだ。それで屋や敷しきの裏の森を抜ぬけて、水際まで行ってみたんだが……」

　俺は腐ふ敗はいした死体の山を思い出し、こみ上げてくる吐き気を押さえ込む。

「死体があった……とんでもない数のな。で、戻ったところを神父に待まち伏ぶせされたわけだ」

「ほう……では神父は、その死体の事を知っていたのか？」

「あの様子じゃ、そうだろうな」

「そして、死体の事を知った君を屠ほふろうとした」

「まあ、聖女様の屋敷の裏に死体の山ってのは、どう考えても外がい聞ぶんが悪い。それどころか、ありゃそれだけで魔ま女じよ扱あつかいされてもおかしくない有様だった」

「病人が集まる町なのだから、死体が増えるのは必然だと思うが……」

「教会ってのは、魔女認定するためのいちゃもんにかけちゃ天下一なんだよ」

　そしてあの死体の山は、リアを魔女だと断定するには十分過ぎる証しよう拠こと言える。

　だが神父はそれをせず、それどころか、聖女を魔女だと言いかねない存在──つまりは俺だ──を殺そうとした。

　神父は、どうあってもリアを聖女だという裁定を下したいらしい。

　あの男は、過去に裁定を〝間ま違ちがえた事にされた〟裁定官だ。それで慎しん重ちようになっているのかもしれないし、過去に自分を落としいれた教会神父達と同じように、リアを聖女に仕立て上げて権力のおこぼれに預かろうとしているのかもしれない。

「死体を見られたくないのならば、早々にそれを処理すれば良かっただろうに……」

　ゼロが不思議そうに首を捻ひねった。こういうところが、ゼロという女は分かっていない。

　人間ってのは思いのほか無能で、手て際ぎわが悪く、バタバタしていて、重要な事が後手に回る事なんていくらでもあるっていう当たり前の事実をだ。

「時間がなかったんだろ。死体を捨ててたのは、普ふ通つうに考えて町の人間だろう。それが最近、水面まで積み上がって来て神父達も気がついた。で、聖女の外聞を傷つけず、なおかつリアに死体の数を悟さとられないように死体を処理する前に、俺にバレたと」

　領主からの呼び出しのせいで、対応が後手に回ったんだろう。

「──死体は」

　ゼロは呟つぶやく。何か考えている風だ。

「どんな様子だった？　何か、変わったところがあったか？」

「お前も見に行ってこいよ。そっちのが確実だろう」

「嫌いやだめんどくさい」

　言うと思った。分かっていても軽くムカツクほどに即そく答とうだ。

「変わった事と言われても、漠ばく然ぜんとし過ぎててな……まあ、目について異様だったのは山や羊ぎの刺青いれずみくらいか」

「山羊……聖女の紋もん章しようか？」

「そこまで細かくは見えなかったが、山羊ではあったな。俺おれの目についた限りじゃ、全部の死体にあった。しかしまあ……聖都に来る奴やつらはみんな聖女の奇き跡せきが目的だ、全員が全員、山羊の刺青を入れてたとしても不思議はないような気もするが……」

　そういえば、と俺は付け加える。

「二つも三つも刺青を入れてた死体もあったな。刺青を増やせば効果が強まるとでも──」

「やはり──〈犠牲印サクリシグス〉か！」

「さ……さくり……？」

「聖女の使っている魔ま法ほうが分かったぞ、傭よう兵へい。予想はしていたが、今、確信に変わった」

「そうか。そいつは重ちよう畳じようだ」

「君の見た死体は全すべて──聖女が命を奪うばったものだ」

　そうか。

　──そいつは、最悪だ。
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「〈犠牲印サクリシグス〉は守護の章の魔ま法ほうだ。守護の章第三頁けつ──少々面めん倒どうな手順が必要になるが、さほど高度な魔法ではない」

　リアが使っているという〈犠牲印〉の解説を、ゼロはそう切り出した。

「面倒な手順ってのは、山や羊ぎの刻印か？」

「そう……山羊でなくてもかまわないが、術者が決めた刻印を複数の人間に刻む必要がある。誰だれかが怪け我がをしたり、病気になったとき、術者はその刻印を頭に強く思おもい浮うかべながら呪じゆ文もんを唱えるのだ。そうする事で、一人が負った怪我や病を、刻印を持つ者に分散させる事ができる」

「複数人に分散しちまったら、怪我人や病人が増えるだけじゃねえか」

「例たとえば」

　言いながら、ゼロは手近にあった鞄かばんを俺おれに押し付けた。

　中にはゼロが使うためのスプーンやら器やら、野宿に必要なごたごたとした物が入っている。俺が一つにまとめてゼロに持たせてあった物だ。

「その鞄は、君が一人で持つには重いな？」

「いや、別に重くは──」

「そうだ。重いのだ。とてつもなく重い」

「……そうだな、俺もなんか重い気がしてきた。腕うでが千ち切ぎれそうだ」

　話の腰こしを折るのはよそう。

　するとゼロが手を伸のばしてきて、鞄から荷物を一つ摑つかみ出だす。コップだ。

「これで少し、軽くなった。我わが輩はいが鞄の中身を一部引き受けたからだ」

「まあ、そうだな」

「では、ここにもう一人誰か──例えば神父がいて、もう一つ鞄の中身を引き受けたとする」

　ありえねぇ。ありえねぇが、黙っておく。

　ゼロは俺の持つ鞄から、もう一つ荷物を摑み出した。木の器だ。

「君の負担は更さらに軽くなる。──だが我輩も、神父も、増えた負担はほんの少しだ。こういう風に、一人の負担を複数の者に分散させるのが〈犠牲印〉だ」

「つまり一人が負った大怪我を、複数人の軽傷に変えられるのか」

「そうすれば怪我人は増えるが、死者は減るだろう？　少し難しいが、これを応用したもっと便利な魔法もある。まあ、基本は相互扶ふ助じよを理念とした魔法だ」

「はーん。なんつーか……いい魔法じゃねぇか」

　素直に言った。ゼロは「そうだろう？」と表情を和らげる。純じゆん粋すいに嬉うれしそうだ。

「我輩はいい魔ま女じよなのだから、いい魔法を考える。これは傷を周囲に分散する魔法だ。であるからこそ、例たとえば純じゆん粋すいに傷を癒いやす〈癒手コーデイア〉などに比べて消費する力が少なく済むのだ。大勢の者を、最小の力で救う事ができる──だが……比率が狂くるっている」

　嬉うれしそうに解説をしていたゼロが、急に表情を曇くもらせた。

「比率？」

「怪け我がをした者が一人に、傷を引き受ける者が複数。これで〈犠牲印サクリシグスサクリシグス〉は上う手まく機能する。だがその人数が逆転したら──どうなる？」

　人数が、逆転。つまり──怪我をした者が複数で、傷を引き受ける者が一人という状じよう況きようか。

　例えば五人が怪我をして、そいつらの怪我を──たとえ半分ずつでも──たった一人で引き受ける事になったとしたら。

「……まさか」

「その、まさかだ。怪我は分散されず、逆に濃のう縮しゆくされて一人の人間に振ふりかかる。かすり傷が積もり積もって、人命を脅おびやかす大怪我になりかねない。ささやかな風か邪ぜが肺はい炎えんになり、大病をいくつも引き受けたりすれば即そく死しすらあり得る」

「それをリアがやってるってのか!?　まさか──」

「だが、全すべての死体に山や羊ぎの刻印があったのだろう？　複数の刻印を持つ死体もあったと。刻印の数を増やせば、より多くの負担を背負う事になる。つまりそれだけ死にやすい」

「だが、あの女にそんな事……！」

　できるわけがない。

　そう言おうとした俺おれの声に、被かぶせるようにゼロは続ける。

「誰だれが聖女に魔ま法ほうを伝えた？　なんと言って。どう説明して。どういう効果があるとして。刻印を刻まれた者が傷や病を背負う事になると、聖女が知らされていなかったら？」

「そ、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな知識で〝魔法〟が使えるのかよ！」

「〝魔法〟とは、その仕組みを知らなくても使えるからこそ便利な〝魔法〟なのだ。犠ぎ牲せいが必要だと知らなくても魔法は使えるし、自分の知らないところで犠牲が増える事もある」

　リアが故意に人を傷つけると、俺は信じる事ができない。

　だが、知らなかったとしたら？

　ただ人を癒すだけの、神の奇き跡せきだと教えられていたとしたら？

　──クレイオン共和国に魔法を持ち込んだ、何者かに。

「……誰……なんだ？　リアに魔法を教えたのは」

　そして、なぜリアに〈犠牲印〉の本当の効果を教えなかった？

　分からない、とゼロは首を横に振る。

「聖女の周囲をいろいろと探ってみたが……魔法の気配は聖女からしか感じられない。あるいはもう、この国にはいないのやも……」

「魔法を教えるだけ教えてドロンか？　そりゃおかしいだろう。〈犠牲印〉のカラクリを知らずに使い続けたら、リアも国民も誰だれも得をしねぇんだぞ!?　ただ国が混乱するのを見て喜ぶ愉ゆ快かい犯はんだってのか？」

「愉快犯か……その可能性もなくはない。混こん沌とんを好み、悪と呼ばれる事に喜びを見出す魔ま女じよは少なくはないからな。我わが輩はいに分かる事は、聖女の近くに魔ま法ほうを使う人間はいないという事だけだ。聖女の師はどこか遠い所にいて、定期的に会っているのかもしれない」

「それなら……リアにアクディオスを聖都として寄進したって女はどうだ？」

　ゼロがイデアベルナのエロ領主から聞き出したという話を思い出した。

　貧びん乏ぼう人にんを奴ど隷れいとしか見ていない事で悪名高い、豪ごう商しようの悪女──それが、リアの茶飲み友達だという。

「例たとえばその悪女が〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉にいた魔法使いを囲かこい込こんで、誰でもいいから聖女に仕立て上げろって話をしたとしたら？　医い療りようを聖女に集中させて、それを後で取り込む計画を立ててたとしたら筋は通る」

「ありえるだろう。だがそれを言ったら、聖女が懇こん意いにしている権力者の全すべてが怪あやしい。特定するにはどうしても……」

　ちらと、ゼロが俺おれを見る。俺に気を遣つかって、言うのをためらっているのだろう。

　だから、俺が口にする。

「リアから話を聞く必要があるな。──多少、無理矢理にでも」

　そして何より、自分が何をしているかリアに教えなければならない。

　真実を知らないにしても、リアのせいで人が死んでいるのなら。知らないからこそ、自分が何をしでかしているのか。

　──しかし、だ。

　聖女に疑ぎ惑わくがある。そして神父は、俺が疑惑について知っている事を、知っている。

　そんな俺を、みすみす見み逃のがしてくれるか？　あの神父が。

「おじさん！　ゼロ！」

　真っ青な顔をして、テオが部屋に飛び込んできた。

「ああ、やっぱこっちにいた。おじさんの部屋に行ったら誰もいないから……なんか知んないけど、おじさんとゼロが聖女様を殺そうとしたって話になってんだよ！　すぐに兵隊がたくさん来るよ！　早く逃げなきゃ！」

「まーなー。だよなぁ。そうだよなぁ。思った通りの展開で泣けてくるぜ……」

「あ、これおじさんの荷物ね。部屋から持ってきといたよ」

「お前は本当に気が利きく奴やつだな……将来が楽しみを通り越して末すえ恐おそろしいぞ、俺は」

　その直後に、廊ろう下かの向うからどやどやと足音が聞こえる。大勢で、重々しい金属音から察するに確実に武装している。

　目指しているのは俺の部屋で、幸いにもここはゼロの部屋だ。正面の部屋から「いないぞ！」「どこに逃にげた！」などと叫さけぶ声もする。

　逃げるか、戦うか──難しい選せん択たくだ。俺おれを殺そうとやってくる奴やつらを全員返かえり討うちにして、さらに神父をぶち殺し、最終的にリアを問とい詰つめるという方法も悪くはないが……。

　やめておこう。歴史に残る大悪党として、石せき碑ひに名を刻んじまいそうだ。

　よし、逃げよう。俺は基本的に、闘とう争そうよりも逃走派だ。

「魔ま女じよ、外がい套とうを着ろ。荷物を持て」

「今着ている。持っている」

「テオ、お前も──」

　テオに振ふり向むいて、俺はその小こ奇ぎ麗れいな格好を見て口を閉ざした。

　盗とう賊ぞくの雑用から、聖女の小間使い。あり得ないような大出世だ。もし聖女の口利きがあれば、テオは医者の学校に入る事もできるかもしれない。

「おれは準備できてるよ。荷物なんてほとんどないし」

「いや……お前はここに残れ」

「……え？」

「やりたい事があるんだろ？　何をするにしても、聖女の屋や敷しきで雇やとわれてるのが一番有利だ。俺達についてきたら、下へ手たすりゃ二度とアクディオスには近づけなくなる」

「あ……けど、おれ……」

　ぐしゃぐしゃと、俺はテオの髪かみを撫なでた。

「ここに残って、リアに頼たのんで学校にでも行かせてもらえ。そんでお前がなりたいもんになれて、やりたい事を終わらせたら、旅に出りゃいい。そしたらいつか会えるだろうよ──なにせ、俺は目立つからな」

　ただ、白地に黒の模様が入った、でかい獣けもの堕おちを探せばいい。

　いつでもできる事だ、そんな事。だが俺と一いつ緒しよに来たら、テオの将来は確実に潰つぶれる。

「窓から出るぞ、来い」

　ゼロを抱かかえて、窓を開けた。足音が近づいてくる。

「跳とぶぞ。口閉じてろよ」

「うん」

　口を閉じてるせいか、子供のような返事になった。ゼロはちょっと顔を顰しかめて、

「うむ」

　と言い直す。もうおせぇよ。──俺は窓から飛び降りた。
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　闇やみに紛まぎれて、路地裏を駆かけた。

　聖都アクディオスは、一本の吊つり橋ばしのみで外界と繫つながっている小さな町だ。追っ手から逃にげ隠かくれできるような場所はなく、逃げようと思ったら必然的に吊り橋を目指す事になる。

　とすれば当然、吊り橋に人員を配備し、姿を現すだろう罪人を待ち伏せするのが最も有効だと誰だれでも分かる。

　俺おれはゼロを抱かかえたまま、建物の陰かげに身を潜ひそめて吊り橋の様子を窺うかがった。

　橋の前にいる警備の数は、一人……五人……十人……。

「……十五人か」

　思わず、絞しぼり出だすような溜ため息いきがこぼれた。

「熱ねつ烈れつに歓かん迎げいされているようだな、傭よう兵へい」

「ありがてぇな……十五人も殺すのか……」

　なるべく控ひかえたいとかではなく、積極的に嫌いやだ。

　あいつらを殺すのは簡単だろう。だが、俺は殺しを楽しめない。いや、違ちがうな。──自分が殺しを楽しんでいると、そう自覚するのがどうしようもなく嫌なのだ。

　さっき、神父と遣やり合あったときの感覚を思い出すと吐はきそうだ。俺は殺し合いを楽しんでいたし、あの男のはらわたを引ひき裂さきたくてうずうずしていた。

　そういう感覚に陥おちいるのは戦場だけで十分だ。もしあの感覚に溺おぼれて、戻もどれなくなったらと思うと寒気がする。

「君は傭兵なのに、殺しを避さけるのだな……我輩はそれが不思議だ」

「俺からすりゃ、傭兵だからって人間を殺すのを避けない奴やつの方が不思議だがな。殺すのが仕事ってのと、殺しを好むかってのは別の話だ」

　だが俺のそんな個人的な考え方は、相手にとってはなんの意味もない。

　俺は兵士達が怒ど鳴なり合う声に耳をそばだてた。

「相手は獣けもの堕おちだ！　急所を狙ねらって即そく死しを狙え！」

「爆ばく薬やくを用意しろ！　弓兵は配置に付け！」

　──殺す気満々。神父も前に言っていたが、ほとんどの人間には獣堕ちを人間扱あつかいするなんて考えが頭から存在していない。

「よし……穏おん便びんに行こう。俺があいつらの注意を引いて、吊り橋から引ひき離はなす。その間にお前は橋を渡れ」

「ありがちな作戦だな……」

「定じよう石せき通りと言え、定石通りと。お前が橋を渡り始めたら、俺が追っ手を防ぐ。橋が落ちたらあいつらも困るから、そう派手な攻こう撃げきはできないだろう──たぶんな」

　とにかく神父が湧わく前に、ゼロだけでも橋を渡らせる必要がある。俺一人なら、最悪湖を泳いで崖がけ上のぼりしてでも逃げられるだろう。

「いいか、派手に暴れるから、どさくさに紛まぎれて吊り橋を突つっ走ぱしれ」

「我わが輩はいも戦えるのだが……」

「それは最終手段だ。お前が魔ま女じよだと知れたら、地の果てまで追われる事になるぞ。俺おれみたいな目立つ護衛をつけてたら尚なお更さらだ。護衛は俺の仕事なんだから、お前は守られておけばいいんだよ」

　ゼロが頷うなずいたのを確認し、俺は剣けんを抜ぬいて路地裏から飛び出した。

「で──出たぞ！　獣けもの堕おちだ！」

「怯ひるむな！　殺せ！　聖女様を害する化ばけ物ものだ！」

「全員で掛かれ！　絶対に逃がすな！」

「アレを使うぞ──砲ほう兵へいを呼べ！　町に多少の被ひ害がいが出てもかまわん！」

　人間は狩しゆ猟りようする生き物だ。向かって来られると怯むが、獲え物ものが逃げると追うようにできている。俺はしばらく橋の周まわりを駆かけ回まわって兵士達の視線を十分に集めてから、くるりと背を向けて逃げ出した。

　兵士達は俺を狩かるのに夢中で、吊つり橋ばしには目もくれない。その隙すきを狙ねらってゼロが吊り橋に駆け込むのを肩かた越ごしに確認し──ふと、違和感を覚えた。

　吊り橋を守るように町の外側を向いていたはずの守護神像が、俺の方を向いている。

　そして何より、守護神像の腹の部分が四角くくり抜かれており、そこから覗のぞく黒い砲ほう口こうがかがり火に照らされて鈍にぶく光っている。

　──町を守るために、教会から贈られた守護神像。

　それが普ふ通つうの銅像であるわけがないと、どうして最初に考えなかったのか。

「回転……砲ほう台だい……？」

　初めて守護神像を見た時、腰こしの部分に切れ込みがある事に気がついた。上半身と下半身をバラバラに作って組み立てたせいだと思っていたが、内蔵した砲台を回転させるための仕掛けだったらしい。

　気がつけば、俺の周りにいた兵士達はすでに散開しており、俺一人が大通りの真ん中に突つっ立たっていた。大たい砲ほうは城しろ攻ぜめや軍隊など、でかい標的に対して使うものだが、こういう状じよう況きようなら個人に対しても十分に有効そうだ。

　さすがに、少し青ざめる。

「点火ぁ！」

　砲兵が叫さけんだ。一いつ瞬しゆん遅おくれて、砲ほう弾だんの発射される爆ばく音おんが町を揺ゆるがす。

　幸いにも、長年使われていない、作りも古い大砲だ。砲兵も旧式大砲の扱あつかいに慣れてはおらず、射角を調整しなかったせいか砲弾は明後日あさつての方向に飛んで行く。

　そして弾たまは、聖堂からそそり立つ塔とうの根元に直ちよく撃げきした。根元を粉ふん砕さいされた塔は直立するための均きん衡こうを崩くずし、ゆっくりとした速度で倒れてくる。──俺の方に。

「この……ど下へ手た糞くそがぁ！」

　思わず罵ののしりの声を上げ、俺おれは地面を這はうようにして建物の陰かげに逃げ込んだ。

　聖堂の塔とうにぶら下がっていた鐘かねが落下して、守護神像に直ちよく撃げきする。今まで聞いた事がないような音量で鐘がわんわんと鳴なり響ひびき、俺は思わず耳を塞ふさいだ。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

「殺したか？」

　伏ふせた耳を立てると、真っ先にその言葉が耳に飛び込んできた。

「相手は獣けもの堕おちだぞ、生きてるに決まってる……！　絶対に橋を──おい、あれ……！」

「誰だれか橋を渡ってるぞ！」

「渡らせるな！　やむをえん──橋を落とせ！」

　──まずい、ゼロが気付かれた。

　俺は剣けんを摑つかんで建物の陰から飛び出し、高く咆ほう哮こうして兵士達の注意を引いた。

　倒れた塔のガレキを乗り越えて階段を駆かけ上あがり、ゼロを追おうとしていた兵士を殴なぐり倒たおす。

「悪いが、俺の雇やとい主ぬしが渡るまでは待ってもらうぜ。──死にたい奴やつからかかってこい！」

　剣を構えて俺が怒ど鳴なると、階段を駆け上がり掛けていた兵士達が動きを止め、下がった。

　橋の幅はばは、人が二人ようやく並んで歩ける程度だ。橋に至るまでの足場はそれより広いが、剣を振ふり回まわす事を想定すると、この場に立てるのは二人が限度。しかも、俺を含めてだ。一対一でやり合う事になったら、獣堕ち相手に普ふ通つうの人間ができる事などほとんどない。

　橋を落とされたら終りだ。ゼロが渡り切るまでは、絶対に橋を死守しなければ。

　俺のはったりがいつまで持つか──思った所に、矢が空くうを切る音が聞こえて俺は体を反らした。鼻先をかすめた矢が吊つり橋ばしの羽は目め板いたに突つき刺ささり、慌あわてて守護神像の陰に体を隠かくす。

「そう長くは持たなそうだな……」

　さすがに、弓による一いつ斉せい射しや撃げきを受けたら凌しのぎきれない。

　それに、そろそろアレが湧わきそうだ。

　──そう、考えたのがまずかっただろうか。

「射手を止めろ──神父様が加勢に来てくださった！　かがり火を消せ！」

　かがり火を消せと指示する声が、次々と連なって広がっていく。吊り橋の周囲を照らしていた明かりが全すべて落ち、しんと静寂が満ちた。

　俺のランタンは、死体の山を見た時に落としてしまって、それきりだ。

　獣けもの堕おちの目ですらひどく暗いこの闇やみに、俺は対処ができない。

　俺は橋に背を向けたまま、周囲に目を凝こらした。足音は聞こえない。

　ふと、空気の動きを感じた。──足元に。

「あ──ぶねぇ！」

　地面から、一いつ閃せん。何かが猛もう烈れつな勢いで鼻先をかすめた。数歩下がると、吊り橋の羽目板がぎしりと鳴く。

　雲が流れて、月明かりが少しだけ周囲を照らした。俺おれからほんの数歩の距きよ離りに、神父が闇やみに溶とけるように立っている。

　その──狂きよう気きじみた大おお鎌がま。

「随ずい分ぶん元気そうじゃねえか……怪け我がはすっかり治ったみてぇだな」

　軽口を叩たたいた俺に、神父は答えず一気に踏ふみ込こんできた。

　鎌の切っ先が迫せまる気配に、ほぼ勘かんで剣けんを振ふり、弾はじく。だが湾わん曲きよくしている鎌の刃やいばは、弾いたつもりでも止めきれず、浅く俺の腕うでを裂さいた。

「クソッ……間合いが……！」

　読みにくい──読めない。

　それでも、力任せに鎌を弾けば神父の軽い体は大きく仰のけ反ぞった。だがすぐに体勢を立て直し、姿勢を低くして俺の懐ふところに飛び込んでくる。

　鎌の石いし突づきが、俺の腹を突いた。後ろに跳とんで衝しよう撃げきを逃がすが、軽く息が詰つまる。

　はずみで吊つり橋ばしの腐くさった羽は目め板いたに体重がかかり、踏み抜いた。体が傾かたむき、沈しずんだ俺の頭上ぎりぎりを、神父の大鎌がかすめていった。

　羽目板から足を引き抜き、神父の追つい撃げきを逃のがれて後方に飛ぶ。吊り橋が大きく揺ゆれて、ぎぃぎぃと悲鳴を上げた。

「おいおい神父様よ、吊り橋の上で斬きり合あいか？　下へ手たすると俺達ごと橋が落ちるぞ？」

　吊り橋の手すり部分の縄なわは、立っている俺の腰こしより高い。下手に剣や鎌を振り回せば、吊り橋を支える縄を切ってしまう。

　下は湖だが、島に近い位置では水位が浅い。落ちれば水を突き抜けて、ゴツゴツした岩場に激げき突とつする事になるだろう。

　逆に言えば、神父が俺と一いつ緒しよに橋にいるおかげで兵士達は橋が落とせなくなったわけだ。

「首だけを狙ねらえば、橋が落ちる心配もないでしょう」

　しれっと答えて、神父が大鎌を肩かたに担いだ。

　俺と神父の距離は、踏み込んで二歩程度。神父がこの距離を一いつ瞬しゆんで詰められる事はもう分かっている。

　だがそれは安定した、強度のある足場がある場合に限る。

　俺は剣を握にぎる手に力を込めた。そのまま大きく剣を振り上げ、俺と神父の間にある羽目板を渾こん身しんの力を込めて斬きり砕くだく。

　そもそも脆もろくなっていた羽目板は無残に割れて粉々になり、湖の中へと落ちて行った。これで、俺と神父の間にまともな足場はなくなった事になる。

「悪いが、基本的にまともにやりあうのは俺の主義じゃないんでな。状じよう況きようを有利にするためならなんでもするのが傭よう兵へいだ」

　手すりの縄を頼たよりに、砕けた足場を恐こわ々ごわ渡ってくる相手に首を落とされる心配もないだろう。

　だが──。

「それで……私を止めたつもりですか？」

　神父は冷笑を浮うかべた。腰こしを落として──跳とぶ。

　そのまま、あろう事か落下防止用に張られた手すりの縄なわに、実に優ゆう雅がに着地した。

「な……ん……だそりゃあ！　どこの曲芸師だてめぇ！」

　月明かりに照らされて、神父の指輪から伸のびる糸がぴんと張っているのがかすかに見える。糸をどこかに引っ掛けて命いのち綱づなにしているらしいが、それにしても尋じん常じようじゃない身体能力だ。

　その上、神父が縄の上を駆けた。大鎌を水平に構えて、真っ直ぐに俺おれの首を狙ねらって振ふり被かぶる。体を伏ふせて鎌かまを避よけた。そのままほとんど這はうようにして、鎌を避けながら吊つり橋ばしを疾しつ走そうする。

　その瞬しゆん間かん。

「明かりを灯ともせぇ！」

　橋の向こうから高らかな号令が上がり、言葉通り、かがり火に火が灯った。

　闇やみに沈しずんでいた周囲が明るくなり、突とつ然ぜんの光に神父の動きが止まる。

「傭よう兵へい！　後ろを──！」

　ゼロが叫さけぶ声がした。その声に被せるようにして耳に飛び込んできた声に、俺は神父の背後に目を凝らす。

「弓をつがぇ──ぃ！」
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　弓兵が十人、ずらりと並んで弓を構えているのが見えた。

　号令に合わせて射手が一いつ斉せいに弓を引く。弓の弦げんがきしる音に背筋が凍こおる。

「噓うそだろ……おい神父！　捨て身にも程があるだろう！　俺おれと心中する気かよ!?」

　俺と神父はほぼ肉にく薄はくしているわけで、俺を射れば必然的に神父にも矢が当たる。俺を吊つり橋ばしで足止めして、弓兵の準備が整うのを待ったのか？　だが、神父の顔色も同じく青い。

「そんなわけないでしょう気き色しよく悪い！　──弓兵！　今すぐ下がりなさい！　手を出すなと言っておい──！」

「放てぇ──！」

　言っておいたはずでしょう、と叫ぶ神父の声を無視して、矢が放たれた。

　信じられねぇ。俺もろとも神父を射りやがった。

　神父としても想定外の状じよう況きようらしく、一いつ瞬しゆん完全に動きを止めた。教会の神父に弓を向けるという事がどういう事か、あの連中は分かっていないのか？

　矢が空気を裂く高い音を聞きながら、俺は元々低くしていた姿勢を一層低くして、完全に羽は目め板いたに腹はら這ばいになった。ゼロはほぼ橋を渡り切っているから矢が届く心配はないだろう。

　神父も苦しげに目を覆おおいながら縄なわから飛び降り、俺の正面で体を伏ふせる。

　矢は俺達の頭上を素通りし、近くの羽目板に突つき刺ささった。

「どうなってんだよ神父！　お前さんはあっち側の人間じゃなかったのか？　なんで俺ごと消されそうになってんだよ！」

「私に分かるわけないでしょう！　任せろとは言いましたが、私ごと殺せと指示した記き憶おくはありませんからね……！　一体、どうしてこんな事を……ッ」

　神父が低く呻うめいて、体を強こわ張ばらせた。見ると、ズボンが赤く濡ぬれている。どうやら矢がかすったらしい。

　神父を盾たてに使えない以上、何か策を考えるしかない。

　いっその事、湖に飛び込んでみるか？

「大たい砲ほう用意完了！　点火準備よし！　距きよ離り、狙ねらい、よし！」

　俺は言葉を失った。

　橋を守る守護神像は二体ある。その内一体はさっき壊こわれたが、もう一体は無傷だ。それが今、俺を完かん璧ぺきにとらえていた。

　俺が大砲の射程距離外に出る前に弓で足止めし、その間に発射準備を整えたのだろう。橋を落とすだけじゃ獣けもの堕おちは殺せないと踏ふんだのだ。

　この距離だと、砲ほう弾だんは真っ直ぐに飛んでくるだろう。さっき盛大に狙いを外した事を踏まえてか、照準も完璧らしい。──直ちよく撃げきを受けたら、さすがに俺でも即そく死しする。

「点火ぁ！」

　矢に貫つらぬかれた神父の足では、この状況に対処できない。

　俺おれは咄とつ嗟さに神父の服に爪つめを引っ掛け、横に飛んだ。縄なわを摑つかんで羽は目め板いたの下に回り込み、爆ばく音おんと共にすっ飛んでいく砲ほう弾だんの風圧に耐たえる。

　砲弾の直ちよく撃げきを食らった羽目板は吹き飛び、矢のような勢いででたらめの方向に飛び散った。俺は分厚い毛皮がある分まだましだが、破片の直撃を受けた神父の体から血が飛び散る。

　だが、砲弾の直撃をくらうよりはましだろう。とにかく今は、大たい砲ほうの二発目が来る前にこの状じよう況きようをどうにかしなければ──。

　俺が身じろぎした瞬しゆん間かん、神父が苦しげな声で鋭するどく怒ど鳴なった。

「無理です……！　橋が、もたない……」

「つっても、このままぶら下がってる訳にはいか──」

　縄の軋きしむ音がして、俺は無意識に顔を上げた。

　砲弾の着ちやく弾だん地点──。羽目板はバラバラにふきとび、橋を支える四本の縄の内、三本が吹き飛び、垂れ下がっている。

　残った一本の縄に、橋と俺達二人の重さが全すべてかかっている事になる。数本の縄を寄り合わせて作られた頑がん丈じような縄ではあるが、支え切れるわけがない。

　橋の下は湖だ。だが、高さがある。下へ手たに落ちれば水面にたたきつけられて全身骨折し、そのまま溺おぼれ死じぬ事になるだろう。俺は助かるかも知れないが、神父は確実に死ぬ。

　俺達がぶら下がっているのは丁度橋の中心辺あたりか──。橋には高低差があって、アクディオスから離はなれるほど崖がけに上るような形になる。

　つまり縄が切れる時、崖側に落ちる縄を摑んでいれば、水面に叩たたき付つけられるのは免まぬがれるかもしれない。だが残念な事に、俺が摑んでいる縄はアクディオス寄りだ。縄が切れれば、確実に水面に叩き付けられる。

「クソ、どうする……！」

　計ったように、縄が軋んで俺の体が大きく下がった。

　ぎくりとして体を竦すくませた拍子に、ふと神父の手に目が行く。その、五本の指に光る指輪。

　その指輪から伸のびる糸は、確か大おお鎌がまに繫つながっているんだったか──。

「おい神父。ちょっとその鎌貸せ」

「……嫌いやです」

「言ってる場合か！　いいからよこせよ！　死にてぇのか！」

「この武器は私の神父としての魂たましいです！　命と引ひき換かえでも手放したりはできません！」

　息も絶え絶えで切せつ羽ぱ詰つまった状況でも、神父は神父か。

　また、縄が軋む。──限界だ。

「言い合ってる暇ひまはねぇ。貸さねぇなら勝手に取る！」

　俺は神父の体を引き上げで肩かたに担ぎ、その手から鎌をひったくった。

　その瞬間、橋を支えていた縄が切れた。

　一いつ瞬しゆん浮うき上がるような感覚があり、ごうと風を切る音がする。

「こ、んの──クソがあぁああぁ！」

　同時に、俺おれは渾こん身しんの力を込めて神父から奪うばった大おお鎌がまをぶん投げた。その刃やいばが、遠ざかっていく橋の羽は目め板いたに突つき刺ささる。

「傭よう兵へい！　傭兵──！」

　ゼロが叫さけぶ声を遠くで聞きながら、俺と神父は空中に投げ出された。





──『ゼロから始める魔法の書Ⅲ─アクディオスの聖女〈下〉─』に続く。












あとがき




　みなさんお久しぶりです。今日も元気な虎こ走ばしりです。あまりにも二巻が出ないせいで死亡説が流れ始めそうですが、意外にもしぶとく生きております。

　しかも上下巻構成である。二巻でいきなり上下巻にするなんて「新人作家が舐なめた事を」と思われそうですが、どうしても一冊には収まりきらなかったんです……。

　一回収めきったんですが、またぞろ凄すさまじい駆かけ足あし感が出てしまってですね……。

　以下、私と担当Ｙ氏の会話をダイジェストでお伝えいたします。


Ｙ氏「二巻の原稿ですが、もっと色々削そぎ落おとしてコンパクトにしましょう。ここのエピソードも削けずって……」

虎　「逆に……膨ふくらませる……というのは……どうでしょう」

Ｙ氏「膨らませる？　けどページ数はもう──まさか貴様、上下巻にしたいと申すか！」

虎　「無茶は百も承知でござる！　新人作家である当方の二巻目が上下巻──まさに愚ぐ策さくと言えよう、しかし！　しかし一巻に収めきるにはあまりにも……！」

Ｙ氏「じゃ、上下巻にしましょうか」

虎　「そうしてくれたら、これよりもっと面白くします。上下巻とも面白くします」

Ｙ氏「その言葉忘れるでないぞ」

虎　「……はい（大口叩たたいちゃったなー大だい丈じよう夫ぶかなー不安だなー）」



　というわけで、上下巻になりました。担当Ｙ氏にはいつもご迷惑をおかけしております。

　さらにさまざまな周辺状じよう況きようが絡からみあった結果、発売が予定よりかなりずれ込んでしまった『ゼロの書』二巻ですが、お手に取ってくださいましてありがとうございます。

　三巻の原稿はもう書きあがっているので、次はあまりお待たせしないでお届けできるのではないかと思います。たぶん。きっと。そうだといいな……。

　あとこんな私にファンレターを下さったみなさん、本当にありがとうございます。全部読んで鍵かぎの掛かる箱に大事にしまってあります。すぐに「もうダメだー」となってしまう私を一番力づけてくれるのは、読者のみなさんの声なのです。おかげで今日も頑がん張ばれる。

　さて、一巻のあとがきでネタバレをしまくった事を各方面から突っ込まれたので、今回のあとがきでは作品内容には触ふれません。代わりに三巻に触れようと思います。

　一巻では前半に伏ふく線せんをちりばめ、後半で一気に回収するスタイルでした。

　そして今回もまた、布石はこの巻に全部詰め込みました。なので、上巻よりも下巻の方が面白く読める構造になっております。

　傭よう兵へいとゼロがどう行動するのか、神父はどうするのか、聖女はどうなるのか？　取り残されたテオの行動は？　そういった事が気になりましたら、是ぜ非ひ下巻も手に取ってみてください。

　あ、新しい獣けもの堕おちも出ます。お楽しみにね！
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虎こ走ばしりかける

東京の下町育ち。祭りと花火と遊園地が大好きだが、人ごみが苦手なので難儀している。王道のラブコメとささやかな鬱展開を愛する、ハッピーエンド至上主義。人外と少女の物語が大好物で、いつも供給不足にあえいでいる。趣味はバッドエンドを妄想する事。
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イラスト／しずまよしのり

埼玉県在住。主人公が獣人という一風変わった作品なので最初、傭兵を描くのにてこずりましたがさすがに慣れてきました。ゼロと傭兵のこれからの物語を楽しみにしつつイラストでより魅力のある作品に出来たらと思います！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「虎走かける先生」係

「しずまよしのり先生」係











初出




「クレイオン共和国」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.39」(2014年9月号)

「聖女と神父」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.40」(2014年11月号)




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。




「魔女か聖女」「募る病」「港町イデアベルナ」「背負う咎」「聖都アクディオス」「犠牲の山羊」は書き下ろしです。
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ゼロから始はじめる魔ま法ほうの書しょII




─アクディオスの聖せい女じょ〈上じょう〉─








虎こ走ばしりかける
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